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Ⅱ 就学前児童の調査結果  
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１．お住まいの地域について 
 

問１ お住まいの地域はどちらですか。（１つのみ） 

 

教育・保育提供区域別（P3参照）にみると、「戸頭・永山」が 36.1％で最も高く、次いで「取手

第二」が 22.4％、「藤代・藤代南」が 19.0％、「取手第一」が 18.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．封筒の宛名のお子さんとご家族の状況について 
 

問２ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字をご記入ください。） 

 

年齢については、「４歳」が 17.1％で最も高く、次いで「３歳」が 16.8％、「５歳」が 16.4％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.7 22.4 36.1 19.0 3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

取手第一 取手第二 戸頭・永山 藤代・藤代南 無回答

13.0 13.7 12.3 16.8 17.1 16.4 9.6 1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 無回答
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問３ 宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数をご記入

ください。お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合、末子の方の生年月をご記入ください。 

（□内に数字をご記入ください。） 

 

●子どもの人数 

子どもの人数については、「２人」が 40.1％で最も高く、次いで「１人」が 37.7％、「３人」が

16.4％となっている。 

３人以上の割合は、全体の約２割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●末子の年齢 

末子の年齢については、「０歳」が 18.7％で最も高く、次いで「１歳」が 17.0％、「２歳」が 15.0％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 小学生以上のお子さんはいらっしゃいますか。（１つのみ） 

 

小学生以上の子どもの有無については、「いる」が 35.4％、「いない」が 64.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.7 40.1 16.4 

2.7 

1.2 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 無回答

18.7 17.0 15.0 11.0 13.6 12.2 4.8 7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=353

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 無回答

35.4 64.2 0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

いる いない 無回答
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問５ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。 

（１つのみ） 

 

調査票への回答者については、「母親」が 89.7％で最も高く、次いで「父親」が 9.8％となってい

る。「その他」への回答は０人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ この調査票にご回答いただいている方の配偶者の有無についてお答えください。（１つのみ） 

 

回答者の配偶関係については、「配偶者がいる」が 95.4％、「配偶者はいない」が 4.3％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。宛名のお子さんか

らみた関係でお答えください。（１つのみ） 

 

子育てを主に行っている方については、「父母ともに」が 63.7％で最も高く、次いで「主に母親」

が 34.8％、「主に父親」、「主に祖父母」がともに 0.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

89.7 9.8 0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

母親 父親 その他 無回答

95.4 4.3 0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

配偶者がいる 配偶者はいない 無回答

63.7 34.8 

0.3 

0.3 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答
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３．子どもの育ちをめぐる環境について 
 

問８ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）ですか。お子

さんからみた関係でお答えください。（いくつでも） 

 

子育てに日常的に関わっている方（施設）については、「父母ともに」が 68.8％で最も高く、次

いで「保育所（園）」が 28.9％、「母親」が 28.1％となっている。 

施設に絞ってみると、「保育所（園）」が 28.9％で最も高く、次いで「認定こども園」が 22.9％、

「幼稚園」が 9.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 宛名のお子さんの子育てに、特に影響すると思われる環境は何ですか。（いくつでも） 

 

子育てに影響すると思われる環境については、「家庭」が 96.1％で最も高く、次いで「保育所（園）」

が 41.8％、「認定こども園」が 32.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.8 

28.1 

3.3 

25.2 

9.8 

28.9 

22.9 

4.3 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所（園）

認定こども園

その他

無回答 就学前児童 n=584

96.1 

20.9 

17.5 

41.8 

32.9 

11.0 

4.1 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭

地域

幼稚園

保育所（園）

認定こども園

地域子育て支援センター

その他

無回答 就学前児童 n=584
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問１０ 保育所（園）等施設の通所の有無に関わらず、日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人

はいますか。（いくつでも） 

 

日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人については、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる」が 63.2％で最も高く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が

26.9％、「緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」が 8.2％となって

いる。 

なお、「いずれもいない」は 15.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０－１ 問１０で「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」、「緊急時もしくは用事の際には祖父

母等の親族にみてもらえる」と回答した方にうかがいます。 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。（いくつでも） 

 

祖父母等の親族にみてもらっている状況については、「祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や

時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」が 56.2％で最も高く、次いで「祖

父母等の親族の身体的負担が大きく心配である」が 24.9％、「自分たち親の立場として、負担をか

けていることが心苦しい」が 22.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.2 

24.9 

20.3 

22.2 

6.4 

3.9 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく

心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、

少し不安がある

その他

無回答 就学前児童 n=482

26.9 

63.2 

1.9 

8.2 

15.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

いずれもいない

無回答 就学前児童 n=584
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問１０－２ 問１０で「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」、「緊急時もしくは用事の際

には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」と回答した方にうかがいます。 

友人・知人にみてもらっている状況についてお答えください。（いくつでも） 

 

友人・知人にみてもらっている状況については、「友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制

約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」が 55.8％で最も高く、次いで「自分たち

親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が 32.7％、「友人・知人の時間的制約や精神

的な負担が大きく心配である」が 21.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。 

また、相談できる場所はありますか。（１つのみ） 

 

気軽に相談できる人（場所）の有無については、「いる／ある」が 88.5％、「いない／ない」が 3.1％

となっている。 

少数ではあるが、「いない／ない」という回答もあった。 

 

 

 

 

 

 

 

  

55.8 

7.7 

21.2 

32.7 

0.0 

3.8 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配する

ことなく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、

少し不安がある

その他

無回答 就学前児童 n=52

88.5 3.1 8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

いる／ある いない／ない 無回答
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問１１－１ 問１１で「いる／ある」と回答した方にうかがいます。 

お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。（いくつでも） 

 

相談先については、「配偶者（夫または妻）」が 89.0％で最も高く、次いで「父母（子どもの祖父

母）」が 75.0％、「友人・知人」が 56.3％と、身近な存在が相談先として上位に挙げられている。 

以下、「保育所（園）・保育士」が25.7％、「親戚」が24.4％、「職場の人」が20.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

89.0 

75.0 

24.4 

56.3 

7.5 

20.5 

16.6 

5.4 

25.7 

19.0 

0.2 

6.2 

1.5 

2.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者（夫または妻）

父母（子どもの祖父母）

親戚

友人・知人

近所の人

職場の人

子育て支援施設（地域子育て支援センター等）

保健所・保健センター・保健師

保育所（園）・保育士

幼稚園・幼稚園教諭

民生委員・児童委員・主任児童委員

かかりつけの医院・医師・看護師

取手市の子育て支援課窓口

その他

無回答 就学前児童 n=517
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問１２ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポート

があればよいとお考えでしょうか。ご自由にお書きください。 

 

全部で 214 の回答があり、内訳は以下のとおりである。ひとりの対象者が複数の項目に関して言

及している場合もあるが、ここでは主な意見を１つとして分類してある。 

 

分類項目 件数 

１ 預かり施設について 36件 

２ 子育て支援全般について 31件 

３ 経済的支援について 26件 

４ 病児・病後児保育について 22件 

５ 相談支援について 18件 

６ 幼稚園、保育所（園）について 15件 

７ 遊び場、公園、交流について 14件 

８ 市の支援について 12件 

９ 保健・医療について 12件 

10 家事・学習支援について 10件 

11 情報提供について 9件 

12 その他 9件 

 

 

●取手第一中学校区域の内容 

病児保育。 

一時保育を半年～にしてほしい（１～２時間などの時間制限有りでも良いので）。 

送り迎えや家事のサポート。 

気軽に相談できるところ。気軽に預けられるところ。 

保育園関連の話を保健師さんにしたときに興味なさそうな顔をされた。最初から聞かないでほしい。サポ

ートする姿勢が中途半端。 

金。 

今の時代は、すでに十分なサポートがあると思う。保健センター、支援センターなど、毎日利用できる場

もありとても助かってます。 

核家族で身近に預けられる人がいない場合、子どもを預けられる施設が必要（預けて通院したり、美容室

に行ったりリフレッシュする場合）。また、となりの守谷市では始まっているが、多子家庭の支援もして

もらいたい（我が家は双子）。 

自分から相談しにくいこともあるので、定期的に聞いてほしい。 

急な熱等が出てしまった際、もっと気軽に預けられる場所があればよい。 

買い物の間など、気軽に預ける事ができる。 

世間の、子どもを他人にみてもらうことが許されないみたいな雰囲気がなくなると良い。 

病児保育に人数増員。土・日・祝での託児。 

適切な情報発信と金銭面での補助、教育面の充実。 

話をじっくり聞いてくれて適切なアドバイスができる人が行政の中にいてほしい。じっくりは聞いてくれ

るけど担当外なので別の人へと言われることが多いので色々な人に同じ話をしなければならないので面倒

なことが多い。 

気軽に子どもを預けられる場が増えたら助かります。 
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子どもが体調不良で仕事を休んでしまった時は、特別休暇として扱ってほしい。 

・金銭面・病院（夜間の子ども受け入れのところがほぼない）。 

きれいで行きやすく、広々した施設で、いろんな相談ができるといい。子どもを遊ばせながら。 

気軽に預けられる環境。 

預り支援（０歳）。 

より多くの保育士（担任）の視点。親の健康上の相談。緊急時にどのように対応すれば良いか（祖父母が

遠くすぐ来れない中、親自身が骨折等し、養育が難しくなった場合）。 

自身が長期出張する際の、朝夕の家事育児サポート。 

母親、父親の通院時などに、一時的に預けられる機関又は身近な人のサポートがあると良い。子供連れで

も利用できる施設が増えると良いです。 

仕事でお迎えがむずかしい時などにお願い出来る人。前に相談した際は、時間に該当する人がいないとい

われた為。 

短時間、気軽に子どもを預けられる場所。 

金銭的支援や、医療など年収にかかわらず受けられる医療費助成など年収制限がない全ての子供が受けら

れる支援。大学無償化。一時保育をよく利用するが、３歳以下も安くしてほしい。就労優先だが私用でも

預けやすい託児所があるとなおよい。 

公的なものだけではなく、民間（企業であったり個人であったり）でも親子の為、母親（父親）のための

場づくりをしている方がたくさんいるので、そういうもののサポートやマッチングのようなサービスを市

としてやってもらえるといいかなと感じます。 

小、中学生に希望。放課後こどもクラブ利用とまではいかないが、宿題をやるのを見届けてくれると助か

ります。親の帰宅後は（18：00すぎ）本人の習い事（勉強以外）の時間となり、帰宅は 21：00を過ぎ

てしまう。本人が習い事前に自ら宿題をすれば何ら問題ないのですが、結局他のことで時間を過ごしてし

まっている。宿題をする習慣をサポートしていただけるとうれしいです。例えば 15：30～16：30くら

いは時間が作りやすい。 

子育てをする上で気軽に利用できるサポートを増やしてほしい。一時保育も枠がなかったり、直近だと利

用出来ないことがよくある。育児に行き詰まりを感じて一時保育を利用したくても、通院などの理由なく

リフレッシュなどでは利用しにくい。もっと気軽に短時間だけでも預かってもらえる、もしくはベビーシ

ッターなどがあると嬉しい。 

病気になった際に仕事を休まなくてはいけない為、スムーズに病児保育などをお願い出来れば助かります。 

医療費の負担。 

３歳健診のように、定期的に子供の成長を感じられるような機会があると助かる。 

放課後、学校以外で子供たちが安全に遊べて過ごせる施設がほしい。今のところ学童クラブくらいしかな

いのでは。小中高生が過ごせる場所。市内に４か所～６か所くらいあるのが理想的。 

ワーキングマザー（フルタイム）で共働きなので、保育所に身ひとつで行けるとまではいかないが、持っ

ていく荷物を少なくするなど、していただきたい（保育所で用意してもらえるものを現在より増やしても

らう等）。また、学童も利用しているのですが、長期休みのお弁当の準備が負担なので、外注できるよう

なシステムをつくってほしい。 

こまめな且つ定期的な子育て状況の確認をもらえると助かる。保健師と連絡が取りづらい。市からの金銭

的、精神的、環境の提供（子どもを教育する場）を大きく、手厚くしてほしい。 

送迎サポート。 

ちょっとした世間話ができるような（子育てについて）カフェや子供食堂（低価格で食事ができる）場所

があればいいなと思う。支援センターなども今は予約がいらないのかもしれないが予約するのがハードル

が高い。 

気軽に相談出来たり、子育てについてのアドバイスをもらえたらよい。 

預かり保育（専業主婦でも利用可）の充実。 

一時保育が気軽に利用できるとありがたい。預かり理由がなくとも預かってもらえたらいいなと思うこと

がある。 

病気や風邪等さほど重くない症状の時などに預けられるところがもっと多くあればいい。基本は父、母、

親族等でみているが仕事がどうしても休めなかったりする時に共働きで協力していても限りがある。 
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●取手第二中学校区域の内容 

金銭的負担の軽減。数時間程度の一時的な預かり（無料或いは少額の負担で）。 

気軽に預けられる保育園などを増やしてほしい。下の子が一時預かりを時折利用させてもらっているが定

員数が少なく、すぐ満員になってしまう。 

気軽に子供を預けて見てもらえるサービス（有料でいいので）。 

双子を対象とした集まりがあったら参加してみたい。 

私が住んでいる地域では、子どもに積極的に話しかけてくださる方が多くいらっしゃって、公園へ行けば

他の子どもたちと遊べたり、子どもが人と接することが大好きになりました。サポートについては、現状

に満足しており、思いつかずすみません。 

育休明けは夫がメインで子育てを請け負ってくれているが、夫の就職のタイミングにはポイントがつかず、

保育園など入園が困難である。 

預けられるところが少ない。預けるのに資料が多過ぎ。利用しづらく、一度もやったことがない。 

24時間保育。 

話が聞ける集まりなどがあれば周知して情報がよりよく回るようにしてほしい。 

気軽に話を聞いてくれる窓口（行政等であれば）。 

現在私（子の父）と妻、私の両親と共に同じ家で住んでいますが、食事については父（子の祖父）に私と

妻の昼、夕食を作ってもらっていて大変助かってます。育児と家事（食事以外）をしながら自分たちの食

事を用意する時間がないので、私たちのような世帯状況でない家には食事などのサポートが金銭的にでも

物理的にでもどちらでもいいのですが行政側からあると助かる人は多いのではと思います。 

金銭的な援助のみです。 

無料で遊べる施設が増えれば、土日の精神的負担が減ると思います。 

市の保育園やこども園に入りやすい環境。どこも人手不足で、そもそも枠が空いていない状況を解消して

欲しい。 

理想論を押しつけず、頑張っているありのままをまず認める姿勢が大切と思う。 

気軽に相談できる環境をもう少し充実させてほしい。コミュニティーセンターを増やしてほしい。 

自身が体調不良の際、気軽に１日保育的なものを利用したい。 

子どもと一緒に参加できるイベントなどの情報共有。 

育児に疲れてしまってもう限界かもしれないという時に数時間子どもと離れて眠れたり、心を落ちつけて

いられる避難所のような場所とそこにつないでくれる緊急用の電話連絡先がほしい（1 歳以降、一時保育

もいっぱいで断られてしまうこともあるため）。 

土日（休日）に短時間でも預けられるサービスを行政に考えてほしい（預ける理由は仕事以外でも OK）。

仕事以外の時間もすべて子育てにささげずに済むようにしてもらえると非常にありがたい。 

親が病気の時に子どもを見てもらえるサービス。 

自治会館がお年寄りの場所になってしまっている感じがあるので、子供向けにも自然に使われていくよう

な空気をつくっていってほしい（具体案は特になし、自治会側に言うべきことだがそれだけでは難しい）。 

病児、病後児、一時保育などがもっと気軽に利用できるとありがたいです。 

図書館の本の種類を増やしてほしい。 

地域やママ友ができると、色々な情報交換が出来たり、悩みを話し合えたり、育児中の支えや息抜きにな

ると思う。支援センターなどでは知り合いなどできなかったので、行政の方主導でママ友作りをサポート

してもらいたい。 

子どもが遊べる場所を増やしてほしい。小児科が少なすぎる。 

家の近くで通える保育園があること。 

習い事の施設への送迎サービス（共働きの為平日の習い事が選べない）。病児保育。子どもの特性、能力

の分析と子育て（教育を含む）の家庭の方針を相談できる専門家が欲しい。 

気軽に相談できる場所があるといいと思う。 

気にかけてもらえるだけでありがたいです。 

ひとり親だけでなく子どもがいる世帯は公平にしてほしい。 

コーダなのでコーダ経験する内容のサポートがあるとなお良いです。または知識ある。コーダはヤングケ

アラー対象です。 

退院後、夜なかなか寝ず大変だったため寝かしつけについてサポートがほしかった（第一子で経験不足の

ため寝るまで抱っこして歩き回るしかなくて困った）。 
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子育てをサポートしてもらえる情報の提供。 

大学まで無料。 

一時保育を利用したことがあるが、認定こども園を利用する前は１時間 300 円を長時間利用するには金

銭的負担が大きいと感じたので、もう少し安くするか、少しでも返金があるというかたちがあると助かる。 

子育ては親の精神が安定していることが大切だと思います。心のケアはもちろんそうなのですが、経済面

での不安も精神がゆらぎます。 

気楽にちょっとだけ子どもを見ていてもらいたい時がけっこうある（美容室、スーパーや日用品の買い物）。

一緒に行けばと思われるかもしれないが、抱っこして買い物はかなり大変。美容室なんてずっと行けない。

そういう所から母の心は整って、子育てに前向きになれるのに自分ばかり頑張っている、我慢すればと思

ってしまう。 

休日に、子どもと一緒になって遊んでくれる方（大人や同じ年頃の子ども）がいると、いいなと思います。

私の住んでいる地域は子どもが少なく、平日も仕事があるので、なかなか地域で同じ年頃の子どもがいる

家族と知り合いが出来ないでいます。 

今は特に困っていませんが、小学校に進学した時に心配事が出てくるかもしれません。 

特に６か月まで、毎日睡眠不足で泣き声がつらくて、今どうにかしたい、今日誰か助けてほしいと思って

保健センター等に相談しても、産後ケアもファミサポも予約制で１～２週間先、６か月まで１歳までは一

時保育も使えないと言われて絶望して一人で泣いてくるしかった。今、今日一時間でも子どもと離れられ

るサポートが受けられれば、虐待等も減ると思う。 

発達等、不安なことがあった場合の相談窓口がある良い。 

産後すぐから今もたまに思うのは、昼食を提供してくれるサービス（有料でＯＫ）。コンビニに行くのも

体調的に無理、自分で調理するのも無理、となった時こそ、栄養のあるご飯が食べたいけれど、どうする

事もできなかった時があったので。 

ファミリーサポートがもっと安心して利用出来るようになりたいです。 

子育て支援に関する市からのダイレクトメール等による広報。 

教育費（主に習い事）が高くて本人の希望通りにやらせてあげられないことがあるので、経済面のサポー

トがあったらいい。子供が安心して遊べる場があるといい。自転車の練習場所とかあったらいい。 

高校卒業までの授業料の支援。公園や道路の安全整備。 

金銭のサポート。理由なく子供を預けられる場所。子供が自由に遊べる場所。親が休める場所。 

日常はほぼ１人での育児のため夕飯の準備や大人の手がどうしても足りない、助けてほしい時に、気軽に

声をかけに来ていただけたらうれしいと思う。 

代わりに見てくれる人。特に私（母親）の体調不良の時にどうしようもない状況がとてもつらいです。 

 

●戸頭・永山中学校区域の内容 

気軽に相談する手段。例えば、ＬＩＮＥ、メールなど。 

親の体調が悪い等、急な場合でも預かってもらえる環境があると助かります。民間の事業者の利用料の補

助があると利用しやすい。未就園期の子どもを連れて、自分の体調不良のために病院に行くのはハードル

が高いので少しの時間でいいので急に預かってもらえるといいと思います。 

定期的に発育発達を確認、相談できるサポート。子どもの成長は目まぐるしいので、今の健診だけでなく

もう少しこまかく（間隔を短く）健診的なものがあるといいなぁと思います。 

特に病気等で通園、通学できない状態である時、仕事を休まなくてはならない。また、幼児の場合はその

頻度が非常に多く、職場に非常に迷惑がかかる。このような状況で安心、安全に預けられるフレキシブル

な施設が必要であると思う。 

金銭面での優遇（高校まで無償化など）。 

気軽に利用できる一時預かり等があると通院などしやすい。今は託児のある病院を利用している。ただ、

命を預かる集団の場になると思うので、「気軽に」は難しい所もあると思います。 

赤ちゃん教室のような地域の人ともっと交流を持てるようなイベントを増やしてほしい。保育施設ももっ

と増えてくれるとうれしい。 

WEB 相談ができる、相談の予約 etc が利用できると良い。対面が難しい。大変なので行政を利用する気

になれない。不便。 

経済的支援があればすべてにおいて助かります。 

子ども、自身を含む病児保育等の体調不良時のサポート。 



Ⅱ 就学前児童の調査結果 

18 

陣痛タクシーのような制度。 

もっと気軽に子育てや教育の事、親が病気になった時にサポートしてくれたり、子供食堂など、利用でき

る環境があればいい。事前に登録しておく等の手間があると少しハードルがあり、利用しにくい。子供食

堂ぜひ作ってほしい。 

一時保育に預けなくてもその場で少し、見ておいてもらえると助かります。色々な場面で。 

面倒な手続きなどなしに、サポートが必要な時にすぐに利用できる体制。 

認定こども園費の減額。 

注意の仕方。体調を崩した時の対処法など。 

身近な人に家事を手伝ってもらえると助かる。 

一時保育などの拡大、補助金、在宅勤務をしやすくする企業への支援。 

父母共働きしているため体調を崩した時、子どもの食事の用意をしてくれる方が欲しい。 

土日預かってくれる場所がない。相談に行っても市役所の方は、淡々とした対応で、とても悲しい気持ち

で帰りました。もっと寄り添ってくれる対応と情報がほしい。 

医療関係が最重要。 

インターネット等で匿名で質問できたりすると良い。 

病児保育、一時預り保育。 

・話を聞いてくれるサポート・家事を手伝ってくれる・子どもを見てくれる（ベビーシッターのイメージ）。 

金銭的な支援。 

緊急時は助けがあるとありがたい（すぐ対応）。 

土日祝日も営業している児童館のようなものがもっとたくさんほしい。 

０歳～10 歳の５人の子どもがいるので、習い事の送迎のサポートが気軽にできるとありがたいです。以

前何かで見た制度で、１時間 500 円というものがありましたが週５日行きと帰りで頼むととても払える

額ではありません。 

子どもが体調を崩した時にすぐに簡単に子どもを預けられる施設がもっとあるといい。 

フルタイムで両親共に働いています。急なお迎えや休みなどの時、実家しか頼る所がありません。一度、

病児に登録しましたが「医師の処方薬を一度飲ませてなんともなかったら」という決まりがひっかかり、

利用できていません。これじゃ意味ないです。 

利用できるサービスを教えて欲しい。 

配偶者の育休取得も進んではいるが、どのように関与するかわからないまま育休が終了してしまうことも

あるため、配偶者向けの「子育て教室」（父親の教室：産後の母体の変化や負担、多産による父親のサポ

ート方法についてなど）があると良いなと思う。また、産後のワンオペ育児による疲労軽減や精神面のケ

アを含めた施設が利用できる機会があると良い。幼稚園、保育所（園）の利用減免や育休中の第１子の利

用許可もほしい。 

子育て支援センターにお世話になりました。私は 1人じゃないんだと安心感を得られました。自分の住む

地域にもできればもっと気軽に行けるかなと感じました。 

話しをしやすい環境（物的、人的）。子ども連れでも行動しやすい環境が欲しい。 

緊急時や特別な用事がなくても気軽に預けられるサービス。体調不良時等の際の託児の出張サービスや買

物（宅配など）サービス。 

給与が少ない世帯でも、大学進学を目指せるよう、教育支援金制度をより充実させてもらいたいです。ま

た、育休手当支給までに時間がかかりすぎているのでよりスムーズな処理をお願いしたいです。 

一時保育がもっと気軽にできる所がほしい。ウェルネスプラザのような所や支援センターの数が少なく車

がないと大変なのでもっと増やしてほしい。 

気軽に預けられる施設があると助かる。 

病児保育として預けられる場所が増えてほしい。枠が少ないので元々登録したことはないが、もっと気軽

に預けることができれば利用したいです。 

必要な行政サービスにたどりつけるような、適切な案内があれば良い。 

金銭的なサポート。 

仕事を休まないといけない時に、もっと気楽に簡単にパートの２、３時間だけでも預けられたら良いと思

います。 
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緊急時や用事、仕事を休めない時等に親（祖父母）と同じようにすぐ連絡してみてもらえるようなサポー

トがあると助かる。コロナ以降、子の体調不良で休んだり、自身の病院受診が行えない等ある。病後児保

育だと制約が多い。 

子供連れて気軽に遊べる場所（土日祝も）（主に子育て支援センターにしか行けていないので…）。 

幼稚園や小学校などで必ず使うもののリサイクルや寄付があると良い。現在もあるとすればもっとわかり

やすく。 

発熱等で園にも病児保育にも行けないが、仕事もどうしても休みがとりにくい際、親族が遠方におり、途

方にくれました。近所の人達も子育て世代なので、お子さんにうつしてしまったらと思うと頼めませんで

した。 

保育園の時間が短い（終了時間）為、迎えに行けない場合などが心配。終了時間 20：00迄に統一しても

らえると、時短勤務より少し長く働けて家計も安定する。子供に使えるお金が増える。 

相談をした際に話を聞いて終わりではなく、具体的な支援やサポートの提示を行ってほしい。 

周りの方が温かい目で見守り、お母さんたちがのびのびと自信を持って子育てできる環境が良いです。 

運動を教えてくれる人が近くにいるといい。子供が病気になって、面倒をみてくれる人がいるといい。 

使わなくなった物などがあれば頂いたりしたい。公園が小さすぎて大きな遊具のあるところは遠いので遊

べるところを増やしてもらいたい。無料で子供を見守ってくれる場所があったら助かる。ハイエースなど

でもいいから月に１度お医者さんの内診などしてもらいたい。 

一時保育（就労を理由としない）。公園など見守り巡回。 

信頼できる方と一緒に子どもと遊ぶ（関わり方を学ぶ。大人一人だと大変だと感じるため）。 

現在の病児保育施設以外にも子どもが病気の時に頼れるところがあると良いと思う。 

子供とコミュニケーションをとったり、ちょっとした関わりを出来る大人が周りにいること。親も様々な

方とのコミュニケーションをとれること、そして子供も親以外の大人との触れ合いも、親子にとって良い

経験になると思います。気軽に参加できる、ワークショップなどがあれば、良いなと思います。相談所や

窓口となると、少し入りづらさやハードルが上がる気がします。 

特性にあったサポートがほしい（境界知能）。 

多胎児支援、ファミサポとか１人につきサポーター1 人で使えない。守谷はある。コスト２倍。仕事して

いて朝や夕方に支援してほしいが頼めるものがない。支援センター土日開設してほしい。守谷はしている。

取手もがんばってほしい。保育士の給料増やしてサポートに還元して下さい。 

就学前の子でも気軽に通える習い事（保育園、幼稚園など時間内にできるものも含め）がもうすこし増え

たらうれしい。 

金銭的サポートがもっとほしい。 

・家の中で子育てをしているとどうしても孤立したような感じになります。支援センターの定員数に達す

ると受付けられない環境に疑問を感じます。その際、地域の無料やお金のかからない所に行くことを考え

るのも大変ですし、出来れば人数が多い地域に新しい預かり場所や何か遊び場を作っていただけるとすご

くありがたいです。 

緊急時のあずかりサービス、仕事でなくてももっと一時保育を使える制度、家事援助サービス（宅配食な

ど）。産前産後だけでも利用できるサービス。 

受診する時、下の子を見てもらえると、上の子のケアに集中できてよい。 

金銭的補助。 

・産後ケアの充実（他の市町村より弱いと感じた）・核家族が多いので子育てを１人や少人数でなく様々

な関わりをもてるようにすることで孤独を感じにくくなると思う。教育に関して第１子だと情報が入って

こないので市から情報をもう少し提供してほしい。（元々取手市に住んでいなかったから余計）。 

金銭面、補助金の充実。 

気軽に預けられる。 

万全な防犯環境。 

近くに身内がいないので緊急時子どもが体調不良になった際、預けられる所があると助かります（病児保

育に登録しているが発熱時は預かってもらえない。申し込んでもスタッフが足りないため預かってもらえ

ない）。 

リーズナブルな一時保育施設（土日保育可のところ）。発達支援センターを資格がもらえていなくても安

い価格で利用したい（兄が通っている園から発語の遅れで指摘されたが価格が高く通えない）。 
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自宅保育の場合、息抜きできる時間が簡単に確保できる環境があると嬉しい。本当に行き詰ってしまう時

がある。 

・行政から定期的な金銭的サポート。・行政から定期的な子育てに参考になる冊子の配布（発達段階に沿

った情報や保育園情報、年齢にあった絵本、遊びの紹介等）。 

母親が子育て中、孤独にならないようにサポートが必要だと思います。 

体調等が悪い時、病院へ行くほどでもない（行くか悩んでるとき）ときに気軽に相談できるといいなと思

います。 

急な体調不良。 

親が体調悪い時の子どもの預け先があるといい。 

 

●藤代・藤代南中学校区域の内容 

教育としては近所に保育園等が少なく、もっと選択できたらと思っています。小児科の病院が近くになく

困っています。増えて欲しいです。 

無料でおむつを配ってほしい。 

体調不良時に診てくれるドクターが近くにいるとよい。病院が近くにあって大変助かっていたが、ドクタ

ーが交替して幼児を診てもらえなくなった。とても困っている。 

身近な人は、子どもとなるべく接する事が大事だと思うので、生活の場が近い事、行政には家族が集まる

事ができるイベントを開いていただきたいです。 

近くに病児保育所がほしいです。 

習い事への送迎、体調不良の時にあずかってもらえる所。 

病児保育が藤代周辺にも１か所ほしい。保育園までの距離が遠いため利用しにくい。 

習い事の送迎サポートもしくは幼稚園子ども園内で習い事を完結させられる。 

土日祝の遊ぶ場所が少ないので、ウェルネスプラザみたいな所（それより簡易的でも Good）が欲しい。

またはそういった場所を知りたい。 

安価のファミリーサポート、病後児保育などほしい。 

月１で「今月サポーターをご希望の日はありますか？」と聞いてもらえたら言いだしやすい人もいるかも

しれない。 

ファミリーサポートの充実。申し込みしても人が足りず、「利用できないと思います」と言われ、ファミ

リーサポート事業の意味がなく頼りにならない。市は何をしているのだろうか。 

病児保育所が気軽に使えたり、当日突然預け先がない時にフォローしてくれる所が近くにあると良い。発

達相談ができる人とすぐ連絡とれると良い。 

気軽に預けたり相談できるサポート。 

困っている時に助けを求めやすい環境づくり。 

半年～1 年単位などで市の保健師さんや保育士さんと直接話せる機会を作ってほしいです（こちらから出

向くこともできるが、ハガキなどで定期案内のようなお知らせを送ってほしい）。 

仕事をしている間に面倒を見てもらえると助かると思います。 

小学校や中学校はスクールバスがあると良い。 

緊急時に子どもをみていてもらえると助かる。 

近くで、自分が病気になってしまった時など、安心して子どもを預けられる場所が欲しい。できたら送り

迎えなど。 

伴走型相談支援。 

支援センターのように気軽に利用できる、日中の預かりサービス(安価もしくは無料で、一時的に親が一人

時間を過ごせると息が抜ける)。 

一時的に子どもを見てもらいたい時に緊急でも預かってもらえるところがあると助かる。 

紙おむつの支給。 

病気の時、通院の時、忙しい時に子供をみてほしい。 

学用品の提供。お金は生活費に消えたり子供のために使用しているとは言えない。子にしか使えない物が

提供されればうやむやにされずにすむ。 

病気になった時に近くに病院がない。夜間や休日も困る。つくばまで行った事があるが、研修医みたいな

人で全く意味がなかったので、病院がほしい。 
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定期的なヒアリングとそれに伴う結果や今後の支援に関する報告。 

上の子の小学校、登下校が遠く、6 年生まで下校は迎えに行かなくてはいけない、末の子の幼稚園等のバ

スの時間もあるので小学校の迎えが必須ならスクールバス等あるとありがたいです。 

毎月子育て支援金給付増額。 

周囲と交流がない人は支援センターや子育てのイベントに参加するのにも勇気がいると思う。もっとラフ

に交流できる場があれば嬉しい。私自身、子育て支援センターに行く事ができたのは８か月位の時だった

のでもっと早く行けていればと後悔してます（子供の社交性の為にも）。 

定期的（不定期でもよいが）に気軽に相談できる窓口が近くにあるとよいと思います。市役所の施設や保

健センターだとよっぽど子育てに心配なこと、不安なことがないと相談しにくくその小さな悩みが積み重

なって大きな不安へとつながってしまう可能性がある。 

金銭的なサポート。 

取手市は子育てサービスがほとんど無いので、もっと拡大してほしい（タクシーサービスや、病児保育、

金銭的な補助）。 

習い事などの送迎。 

役所でも手続きが平日以外にできるようなシステムの整備。健診を受けられる日程の選択肢を増やす。場

所の選択肢を増やすなど。いずれも就業しながら子供を見なければならないため、今の制度だと、調整が

むずかしいため小学生なら学童の充実なども。 

将来的に小学校に通う際に登下校の見守りがあると良いと思う。 

通ってる園での日祝利用。 

子育てが初めてだと正しい事がわからず、私の場合は会社の方の子育て経験のある色々な人に相談して話

を聞けたので参考にしながら毎日を送っています。相談する場が無い人はどうしても携帯の情報を頼りに

する人が多いと思うので取手市の子育て相談も大事ですが体験談とか若い人向け（見てもらえる様に）の

楽しい配信を見たいです。 

・相談できる場所が身近にあり、急な用事の時に預けられる場所があるといいと思います。預ける日がわ

かっていれば予約もできますが急な用事の時は予約できないし、面接もしている時間がないので預けられ

ない時が多いです。 

抱っこや寝かしつけなどへのアドバイス。ふれあい遊びやベビーマッサージなど赤ちゃんとのコミュニケ

ーションの取り方を教えてもらえる講座があったら嬉しいです。 

子どもを安心して預けられる環境。親がリフレッシュできる時間、環境。もっと気軽に相談できる体制が

あると良い。 

急な体調不良（発熱等）の時に病児保育などが利用できる施設がもっとあれば助かる。 

 

●地域無回答の内容 

・仕事がお休みの日でも保育所に預かってもらえると助かる（慢性疲労を改善させたい）・ＰＴＡや父母

会の廃止（仕事をしている中ではた当番などの対応は辛いです）。 

近居の義母が外孫しか面倒を見ないので、うちの子供達を預かってくれるところがあるとうれしいです。

ファミサポはプロじゃないから正直不安。少々高くても土日でもＯＫな所属園での預かりがあったらいい

なと思います。 

リフレッシュ目的の一時預かりが、月に一度、３日前からの予約しかとれないので、もっと気軽に一時預

かりが利用できると助かります。 

身の周りのことを少しでも手伝ってくれる、自分の自由な時間がとれるようにする。 

習い事の送迎、情報提供。 

子どもが体調悪い時に見てくれる所があればいい。 
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４．宛名のお子さんの保護者の就労状況について 
 

≪母親の状況について≫ 

問１３ 現在の就労状況は以下のどれにあたりますか。（１つのみ） 

 

母親の就労状況については、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が

28.3％で最も高く、次いで「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 27.4％、「パート・

アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 24.3％となっている。 

就労している割合（「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」と「パート・

アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」の合計値）は 52.6％と、全体の

約５割を占めている。 

一方で、就労していない割合（「以前は就労していたが、現在は就労していない」と「これまで就

労したことがない」の合計値）は 29.8％と、全体の約３割となっている。 

現在、就労しているが、産休・育休・介護休業中である割合（「フルタイムで就労しているが、産

休・育休・介護休業中である」と「パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業

中である」の合計値）は 16.9％と、全体の約２割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.3 14.0 24.3 2.9 27.4 2.4 0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
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問１３－1 問１３で“就労している”と回答した方にうかがいます。 

「通勤先」をお答えください。また、通勤先で“自宅以外”を回答した方は、「主な通勤手段」もお答えくだ

さい。なお、就労形態が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答えください。 

（それぞれ１つのみ） 

 

●通勤先 

通勤先については、「茨城県内」が 31.8％で最も高く、次いで「取手市内」が 30.3％、「千葉県」

が 15.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●通勤手段 

主な通勤手段については、「車」が 63.3％で最も高く、次いで「電車」が 17.7％、「徒歩」が 3.7％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.3 31.8 15.8 12.1 1.0 7.9 1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=406

取手市内 茨城県内 千葉県 東京都 その他 自宅 無回答

63.3 17.7 3.7 

2.2 

1.5 11.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=406

車 電車 バス 徒歩 自転車 その他 無回答
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問１３－２ 問１３で“就労している”と回答した方にうかがいます。 

１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時間」と「帰宅時

間」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答え

ください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

（□内に数字をご記入ください。） 

 

●就労している母親の就労日数・就労時間 

母親の１週あたりの就労日数は、「５日」が 70.0％で最も高くなっている。 

また、１日あたりの就労時間は、「８時間」が 34.2％で最も高くなっている。 

 

【１週あたりの就労日数】 【１日あたりの就労時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●就労している母親の家を出る時間・帰宅時間 

母親の家を出る時間は、「８時」が 38.9％で最も高く、次いで「７時」が 30.5％となっている。 

また、帰宅時間は、「18 時」が 34.7％で最も高く、次いで「17時」が 17.2％となっている。 

 

【家を出る時間】 【帰宅時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.7 

1.7 

30.5 

38.9 

15.3 

6.2 

6.7 

0% 50% 100%

6時前

6時

7時

8時

9時

10時以降

無回答

就学前児童 n=406

3.9 

4.9 

6.9 

6.7 

17.2 

34.7 

14.5 

2.7 

0.5 

1.0 

6.9 

0% 50% 100%

14時前

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時

22時以降

無回答

就学前児童 n=406

1.7 

2.2 

5.2 

13.5 

70.0 

2.7 

0.2 

4.4 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=406

3.2 

7.6 

9.1 

14.8 

16.5 

34.2 

6.7 

2.0 

1.2 

0.0 

4.7 

0% 50% 100%

4時間未満

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

就学前児童 n=406
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問１３－３ 問１３で“就労している （パート・アルバイト等で就労） ”と回答した方にうかがいます。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（１つのみ） 

 

母親のフルタイムへの転換希望については、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」

が 53.5％で最も高く、次いで「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が

29.6％、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」が 8.2％となっている。 

フルタイムへの転換希望を持つ母親の割合（「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込み

がある」と「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」の合計値）は 37.8％と、

全体の４割程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.2 29.6 53.5 6.9 1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=159

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答
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問１３－４ 問１３で“就労していない”と回答した方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか。 

（それぞれ該当する回答に１つのみ、該当する□内に数字をご記入ください。） 

 

●就労していない母親の就労希望 

母親の就労希望については、「１年より先、一番下の子どもが〔 〕歳になったころに就労したい」

が 44.3％で最も高く、次いで「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 27.6％、

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 23.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●『１年より先、一番下の子どもが〔 〕歳になったころに就労したい』と回答した方の希望年齢 

一番下の子どもが〔 〕歳になったころに就労したいかについては、「６歳以上」が 41.6％で最

も高く、次いで「３歳」が 27.3％、「４歳」が 20.8％となっている。その他の年齢では１割に満た

ないことから、就労していない母親が希望する就労時期としては、子育てに慣れてきたころから就労

したいと考える母親が多い状況がうかがえる。 

 

 

【一番下の子どもが〔 〕歳になったころに就労したい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.6 

2.6 

27.3 

20.8 

2.6 

41.6 

2.6 

0% 50% 100%

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳以上

無回答

就学前児童 n=77

27.6 44.3 23.6 4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=174

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが〔 〕歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答
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問１３－４で「１年より先、一番下の子どもが〔 〕歳になったころに就労したい」、「すぐにでも、もし

くは１年以内に就労したい」と回答した方にうかがいます。 

希望する就労形態をお答えください。（１つのみ） 

 

●希望する就労形態 

母親が希望する就労形態については、「フルタイム」が 8.5％、「パートタイム、アルバイト等」が

66.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●希望する就労日数・就労時間（『パートタイム、アルバイト等』と回答した方） 

母親が希望する１週あたりの就労日数は、「３日」が 50.6％で最も高く、次いで「４日」が 32.9％

となっている。 

また、１日あたりの就労時間は、「４時間」、「５時間」がともに 38.0％で最も高くなっている。 

 

【１週あたりの就労日数】 【１日あたりの就労時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

3.8 

50.6 

32.9 

10.1 

0.0 

0.0 

2.5 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=79

5.1 

38.0 

38.0 

12.7 

1.3 

2.5 

2.5 

0% 50% 100%

4時間未満

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

無回答

就学前児童 n=79

8.5 66.9 24.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=118

フルタイム パートタイム・アルバイト等 無回答
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≪父親の状況について≫ 

問１４ 現在の就労状況は以下のどれにあたりますか。（１つのみ） 

 

父親の就労状況については、「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」が 90.1％

で最も高く、次いで「フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である」が 0.9％、「パート・

アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない」、「以前は就労していたが、現在は就労し

ていない」がともに 0.5％となっている。 

全体の約９割が就労している状況である一方で、就労していない割合（「以前は就労していたが、

現在は就労していない」と「これまで就労したことがない」の合計値）は 0.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

90.1 

0.9 

0.5 

0.5 

8.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
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問１４－１ 問１４で“就労している”と回答した方にうかがいます。 

「通勤先」をお答えください。また、通勤先で“自宅以外”を回答した方は、「主な通勤手段」もお答え

ください。なお、就労形態が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答えください。 

（それぞれ１つのみ） 

 

●通勤先 

通勤先については、「東京都」が 27.7％で最も高く、次いで「茨城県内」が 27.2％、「取手市内」

が 18.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●通勤手段 

主な通勤手段については、「車」が 49.4％で最も高く、次いで「電車」が 33.5％、「徒歩」、「そ

の他」がともに 2.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.0 27.2 16.7 27.7 4.9 4.5 1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=534

取手市内 茨城県内 千葉県 東京都 その他 自宅 無回答

49.4 33.5 2.8 

2.2 

2.8 

9.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=534

車 電車 バス 徒歩 自転車 その他 無回答
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問１４－２ 問１４で“就労している”と回答した方にうかがいます。 

１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時間」と「帰宅時

間」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答え

ください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

（□内に数字をご記入ください。） 

 

●就労している父親の就労日数・就労時間 

父親の１週あたりの就労日数は、「５日」が 80.0％で最も高くなっている。 

また、１日あたりの就労時間は、「８時間」が 41.0％で最も高くなっている。 

 

【１週あたりの就労日数】 【１日あたりの就労時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●就労している父親の家を出る時間・帰宅時間 

父親の家を出る時間は、「７時」が 38.6％で最も高く、次いで「６時」が 21.5％となっている。 

また、帰宅時間は、「19時」が 21.7％で最も高く、次いで「20時」が 18.7％となっている。 

 

【家を出る時間】 【帰宅時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.2 

1.3 

0.6 

80.0 

12.9 

0.6 

4.5 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=534

0.0 

0.0 

0.4 

0.4 

1.3 

41.0 

13.9 

20.0 

5.1 

10.5 

7.5 

0% 50% 100%

4時間未満

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

就学前児童 n=534

4.9 

21.5 

38.6 

21.0 

4.3 

3.0 

6.7 

0% 50% 100%

6時前

6時

7時

8時

9時

10時以降

無回答

就学前児童 n=534

7.5 

0.0 

0.4 

0.9 

4.5 

15.5 

21.7 

18.7 

13.9 

10.3 

6.6 

0% 50% 100%

14時前

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時

22時以降

無回答

就学前児童 n=534
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問１４－３ 問１４で“就労している （パート・アルバイト等で就労） ”と回答した方にうかがいます。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（１つのみ） 

 

父親のフルタイムへの転換希望については、該当する回答者は３人で、「フルタイムへの転換希望

はあるが、実現できる見込みはない」が２人、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」

が１人となっている。 

 

 

問１４－４ 問１４で“就労していない”と回答した方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか。 

（それぞれ該当する回答に１つのみ、該当する□内に数字をご記入ください。） 

 

●就労していない父親の就労希望 

父親の就労希望については、該当する回答者は３人で、「子育てや家事などに専念したい（就労の

予定はない）」が１人、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が２人となっている。 

 

 

問１４－４で「１年より先、一番下の子どもが〔 〕歳になったころに就労したい」、「すぐにでも、もし

くは１年以内に就労したい」と回答した方にうかがいます。 

希望する就労形態をお答えください。（１つのみ） 

 

●希望する就労形態 

父親が希望する就労形態については、該当する回答者は２人で、「フルタイム」となっている。 
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５．宛名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 
 

問１５ 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育所（園）などの「定期的な教育・保育の事業」を利用され

ていますか。（１つのみ） 

 

定期的な教育・保育事業の利用状況については、「利用している」が 71.2％、「利用していない」

が 27.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５－１ 問１５で「利用している」と回答した方にうかがいます。 

宛名のお子さんは、平日にどのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて「定期的に」

利用している事業をお答えください。（いくつでも） 

 

利用している事業については、「認定こども園」が 41.3％で最も高く、次いで「認可保育所（園）」

が 36.3％、「幼稚園」が 14.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

71.2 27.9 0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

利用している 利用していない 無回答

14.7 

5.3 

36.3 

41.3 

0.0 

0.0 

2.2 

0.7 

1.4 

0.0 

0.5 

5.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園

定期的な預かり保育

認可保育所（園）

認定こども園

小規模保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答 就学前児童 n=416
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問１５－２ 問１５で「利用している」と回答した方にうかがいます。 

平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用していますか。また、希望と

してはどのくらい利用したいですか。（□内に数字をご記入ください。） 

 

●現在の利用状況 

現在の１週あたりの利用日数は、「５日」が 92.8％で最も高く、１日あたりの利用時間は、「５時

間」が 21.2％で最も高く、次いで「10時間」が 16.6％となっている。 

また、現在の開始時間については、「９時」が 49.0％で最も高く、次いで「８時」が 34.9％と、

全体の約８割を占めている。終了時間については、「14 時」が 25.0％で最も高く、次いで「18 時」

が 22.8％となっている。 

 

【１週あたりの利用日数】 【１日あたりの利用時間】 【開始時間】 【終了時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●利用希望 

希望する１週あたりの利用日数は、「５日」が 63.9％で最も高く、１日あたりの利用時間は、「８

時間」、「９時間」がともに 13.0％で最も高くなっている。 

また、希望する開始時間については、「９時」が 36.1％で最も高く、次いで「８時」が 26.0％、

終了時間については、「18 時」が 17.3％で最も高く、次いで「17 時」が 16.6％となっている。 

なお、利用希望については「無回答」の割合が高いことから、現在の利用状況との比較は難しくな

っている。 

 

【１週あたりの希望日数】 【１日あたりの希望時間】 【希望開始時間】 【希望終了時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.5 

0.5 

1.0 

1.2 

63.9 

5.0 

0.0 

27.9 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=416

1.0 

0.0 

5.3 

11.8 

10.6 

13.0 

13.0 

9.6 

5.3 

1.9 

28.6 

0% 50% 100%

4時間未満

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

就学前児童 n=416

0.0 

0.2 

8.7 

26.0 

36.1 

1.0 

0.0 

0.0 

28.1 

0% 50% 100%

6時前

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

就学前児童 n=416

1.0 

6.0 

12.7 

14.7 

16.6 

17.3 

3.4 

0.5 

27.9 

0% 50% 100%

14時前

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

就学前児童 n=416

1.2 

1.2 

0.5 

1.7 

92.8 

2.6 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=416

2.4 

0.0 

21.2 

9.1 

11.5 

14.7 

14.4 

16.6 

6.0 

1.7 

2.4 

0% 50% 100%

4時間未満

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

就学前児童 n=416

0.0 

0.0 

12.3 

34.9 

49.0 

2.6 

0.0 

0.2 

1.0 

0% 50% 100%

6時前

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

就学前児童 n=416

2.2 

25.0 

6.3 

17.3 

20.7 

22.8 

4.6 

0.0 

1.2 

0% 50% 100%

14時前

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

就学前児童 n=416
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問１５－３ 問１５で「利用している」と回答した方にうかがいます。 

現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどちらですか。（１つのみ） 

 

利用している教育・保育事業の実施場所については、「取手市」が 93.0％で最も高く、次いで「守

谷市」が 2.6％、「龍ケ崎市」が 1.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５－４ 問１５で「利用している」と回答した方にうかがいます。 

平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている理由は何ですか。（いくつでも） 

 

利用している理由については、「子育てをしている方が現在就労している」が 68.0％で最も高く、

次いで「子どもの教育や発達のため」が 60.6％、「子育てをしている方が就労予定がある／求職中

である」が 4.1％となっている。 

子どもの教育や発達、もしくは、保護者の就労が利用の主な理由となっている状況がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

93.0 

2.6 

1.7 0.5 

1.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=416

取手市 守谷市 龍ケ崎市 つくばみらい市

我孫子市 利根町 その他の市区町村 無回答

60.6 

68.0 

4.1 

1.2 

2.4 

0.2 

2.6 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が就労予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・親族などを介護している

子育てをしている方が病気や障がいがある

子育てをしている方が学生である

その他

無回答 就学前児童 n=416
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39.3 

5.5 

0.0 

3.7 

19.0 

4.3 

0.6 

0.6 

39.3 

12.9 

7.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利用する必要がない（子どもの教育や発達のため、

子どもの母親か父親が就労していないため等）

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、教育・保育の事業に空きがない

（市や施設に申し込みはしていない）

利用したいが、教育・保育の事業に空きがない

（市や施設に申し込みをしている）

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる

事業がない

子どもがまだ小さいため（〔 〕歳くらいになったら利用

しようと考えている）

その他

無回答 就学前児童 n=163

問１５－５ 問１５で「利用していない」と回答した方にうかがいます。 

平日に定期的な教育・保育の事業を利用されていない理由は何ですか。 

（いくつでも、□内に数字をご記入ください。） 

 

利用していない理由については、「利用する必要がない（子どもの教育や発達のため、子どもの母

親か父親が就労していないため等）」、「子どもがまだ小さいため（〔 〕歳くらいになったら利用しよ

うと考えている）」がともに 39.3％で最も高くなっている。 

一方で、利用したいという意向を持ちながら、利用ができていない割合は全体の約３割で、その内、

「利用したいが、教育・保育の事業に空きがない（市や施設に申し込みはしていない）」が 3.7％、

「利用したいが、教育・保育の事業に空きがない（市や施設に申し込みをしている）」が 19.0％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●『子どもがまだ小さいため（〔 〕歳くらいになったら利用しようと考えている）』と回答した方の希望年齢 

〔 〕歳くらいになったら利用しようと考えているかについては、「３歳」が 37.5％で最も高く、

次いで「１歳」が 35.9％、「４歳」が 10.9％となっている。 

 

【〔 〕歳くらいになったら利用しようと考えている】 

 

 

 

 

 

  

35.9 

9.4 

37.5 

10.9 

6.3 

0% 50% 100%

1歳

2歳

3歳

4歳

無回答

就学前児童 n=64
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問１５－６ 問１５で「利用していない」と回答した方にうかがいます。 

「こども誰でも通園制度（仮称）」が実施された場合には、どう利用されますか。（１つのみ） 

 

こども誰でも通園制度（仮称）の利用意向については、「月 30 時間程度、利用したい」が 41.1％

で最も高く、次いで「月 10 時間程度、利用したい」が 28.2％、「利用することは考えていない」

が 27.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.0 28.2 41.1 3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=163

利用することは考えていない 月10時間程度、利用したい

月30時間程度、利用したい 無回答
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問１６ 現在の利用状況に関わらず、宛名のお子さんの平日の教育・保育の事業として、「定期的に」利

用したいと考える事業をお答えください。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が

発生します。認可保育所（園）の場合、世帯収入に応じた利用料が設定されています。 

（いくつでも） 

 

定期的に利用したいと考える事業については、「認定こども園」が 52.1％で最も高く、次いで「認

可保育所（園）」が 41.1％、「幼稚園」が 37.8％となっている。 

上位に挙げられている項目は、定期的な教育・保育事業の現在の利用状況（問１５－１）と同様の

傾向がみられる。 

また、現在の利用状況では低い割合となっている事業でも、利用希望では割合が増加し、地域子育

て支援事業の「ファミリー・サポート・センター」では 8.9 ポイントの増加となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.8 

18.7 

41.1 

52.1 

6.0 

3.8 

5.1 

4.5 

1.9 

4.8 

9.4 

3.9 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園

定期的な預かり保育

認可保育所（園）

認定こども園

小規模保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答 就学前児童 n=584
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問１６－１ 教育・保育事業を利用したい場所はどこですか。（１つのみ） 

 

教育・保育事業を利用したい場所については、「取手市」が 88.7％で最も高く、次いで「守谷市」

が 2.7％、「その他の市区町村」が 1.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６－２ 問１６で「幼稚園」、「定期的な預かり保育」を回答し、かつ「認可保育所（園）」から「そ

の他」を回答した方にうかがいます。 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。 

（１つのみ） 

 

本設問は、幼稚園かつ保育所等の利用希望をもっている方に対して、どちらの利用希望が強いかを

問う設問となっている。 

結果は、「はい」が 54.1％、「いいえ」が 33.1％と、幼稚園を強く希望する割合は約５割となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

  

88.7 

2.7 

0.5 0.3 

1.2 

6.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

取手市 守谷市 龍ケ崎市 つくばみらい市

我孫子市 利根町 その他の市区町村 無回答

54.1 33.1 12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=172

はい いいえ 無回答
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６．宛名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況について 
 

問１７ 宛名のお子さんは、現在、地域子育て支援センター（本市では、東部・白山・戸頭・藤代地域子

育て支援センターの計４か所で開設しており、親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報

提供を受けたりする場となっています。）を利用していますか。また、おおよその利用回数（頻度）

をお答えください。（１つのみ、該当する□内に数字をご記入ください。） 

 

地域子育て支援センターの利用状況については、「利用している」が 16.4％、「利用していない」

が 81.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●『利用している』と回答した方の利用頻度 

１週あたりの利用回数は、「１回」が 17.7％で最も高く、次いで「２回」、「３回」がともに 10.4％

となっている。 

また、１か月あたりの利用回数は、「１～５回」が 61.5％で最も高くなっている。 

 

【１週あたりの利用回数】 【１か月あたりの利用回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.7 

10.4 

10.4 

4.2 

3.1 

54.2 

0% 50% 100%

1回

2回

3回

4回

5回

無回答

就学前児童 n=96

61.5 

5.2 

0.0 

1.0 

32.3 

0% 50% 100%

1～5回

6～10回

11～15回

16～20回

無回答

就学前児童 n=96

16.4 81.5 2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

利用している 利用していない 無回答
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問１７－１ 問１７で「利用している」と回答した方にうかがいます。 

地域子育て支援センターを利用された満足度はいかがですか。（１つのみ） 

 

地域子育て支援センターの満足度については、「満足」が 59.4％で最も高く、次いで「まあまあ

満足」が 33.3％、「やや不満」が 7.3％となっている。「不満」の回答は０人となっている。 

利用されている方の満足度は高い状況がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１７－２ 問１７－１で「やや不満」、「不満」と回答した方にうかがいます。 

不満と思われた主な理由は何ですか。（１つのみ） 

 

不満と思う理由については、該当する回答者は７人で、「立地に関すること」が１人、「開設時間に

関すること」が２人、「その他」が２人、「無回答」が２人となっている。 

 

  

59.4 33.3 7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=96

満足 まあまあ満足 やや不満 不満 無回答
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問１７－３ 問１７で「利用している」と回答した方にうかがいます。 

地域子育て支援センターを利用されている理由は何ですか。（いくつでも） 

 

地域子育て支援センターを利用している理由については、「居場所づくりや親子で遊ぶ」が 85.4％

で最も高く、次いで「職員と話す」が 60.4％、「子育てに関する相談」、「情報収集」がともに 56.3％

となっている。 

地域子育て支援センターが子育て世代の居場所のひとつになっているとともに、子育てに関する

相談の場、情報収集の場となっている状況がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１７－４ 問１７で「利用していない」と回答した方にうかがいます。 

地域子育て支援センターを利用されていない理由は何ですか。（いくつでも） 

 

地域子育て支援センターを利用していない理由については、「特に利用する必要がない」が 36.8％

で最も高く、次いで「時間がない」が 34.7％、「その他」が 18.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

85.4 

56.3 

52.1 

11.5 

56.3 

2.1 

60.4 

6.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居場所づくりや親子で遊ぶ

子育てに関する相談

友達をつくる、交流をはかる

学習

情報収集

子育てサークルをつくる（子育てグループ）

職員と話す

その他

無回答 就学前児童 n=96

4.8 

5.7 

5.0 

8.2 

7.8 

34.7 

18.1 

36.8 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

立地が悪いため

開設時間が悪いため

開設曜日が悪いため

参加することに不安がある

利用方法（手続き等）がわからない

時間がない

その他

特に利用する必要がない

無回答 就学前児童 n=476
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問１８ 問１７のような地域子育て支援センターについて、今は利用していないが、できれば今後利用

したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。 

（１つのみ、該当する□内に数字をご記入ください。） 

 

地域子育て支援センターの利用意向については、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは

思わない」が 68.2％で最も高く、次いで「利用していないが、今後利用したい」が 18.2％、「すで

に利用しているが、今後利用日数を増やしたい」が 6.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●『利用していないが、今後利用したい』と回答した方の利用希望 

１週あたりの希望利用回数は、「１回」が 30.2％で最も高くなっている。 

また、１か月あたりの利用回数は、「１～５回」が 68.9％で最も高くなっている。 

 

【１週あたりの希望利用回数】 【１か月あたりの希望利用回数】 

 

 

 

 

 

 

 

●『すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい』と回答した方の増やしたい回数 

１週あたりで増やしたい利用回数は、「１回」が 28.9％で最も高くなっている。 

また、１か月あたりで増やしたい利用回数は、「１～５回」が 42.1％で最も高くなっている。 

 

【１週あたりで増やしたい利用回数】 【１か月あたりで増やしたい利用回数】 

 

 

 

 

 

  

30.2 

9.4 

3.8 

0.0 

0.0 

56.6 

0% 50% 100%

1回

2回

3回

4回

5回

無回答

就学前児童 n=106

68.9 

4.7 

0.0 

0.0 

26.4 

0% 50% 100%

1～5回

6～10回

11～15回

16～20回

無回答

就学前児童 n=106

28.9 

10.5 

7.9 

0.0 

0.0 

52.6 

0% 50% 100%

1回

2回

3回

4回

5回

無回答

就学前児童 n=38

42.1 

7.9 

0.0 

0.0 

50.0 

0% 50% 100%

1～5回

6～10回

11～15回

16～20回

無回答

就学前児童 n=38

18.2 6.5 68.2 7.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答
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問１９ 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと思

うものをお答えください。（①～⑮の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、１つのみ） 

 

（Ａ）地域子育て支援事業の認知度 

地域子育て支援事業の認知度について、「はい（知っている）」をみると、『⑩地域子育て支援セン

ター』が 85.1％で最も高く、次いで『⑬キッズプレイルーム（取手ウェルネスプラザ内）』が 84.2％、

『③保健センターの育児相談・発達に関する相談』が 83.6％となっている。「はい（知っている）」

の割合が最も低い事業は、『⑮ペアレントトレーニング』で 11.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.9 

63.2 

83.6 

75.3 

67.0 

20.4 

57.2 

52.6 

41.6 

85.1 

46.6 

36.1 

84.2 

57.4 

11.6 

13.5 

33.4 

11.1 

19.2 

29.1 

75.5 

38.9 

42.6 

54.6 

6.2 

49.3 

59.6 

5.3 

36.5 

84.6 

7.5 

3.4 

5.3 

5.5 

3.9 

4.1 

3.9 

4.8 

3.8 

8.7 

4.1 

4.3 

10.4 

6.2 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①妊婦教室、プレパパ教室

②産後ケア事業

③保健センターの育児相談・発達に関する相談

④一時預かり事業

⑤ファミリー・サポート・センター

⑥教育総合支援センター

⑦保育所（園）の園庭開放

⑧幼稚園の園庭開放・親子登園

⑨家庭児童相談

⑩地域子育て支援センター

⑪こども発達センター

⑫取手市ママフレWeb（子育て支援サイト）

⑬キッズプレイルーム（取手ウェルネスプラザ内）

⑭乳幼児おはなし会（図書館）

⑮ペアレントトレーニング

就学前児童 n=584

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答
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（Ｂ）地域子育て支援事業の利用状況 

地域子育て支援事業の利用状況について、「はい（利用した）」をみると、『⑬キッズプレイルーム

（取手ウェルネスプラザ内）』が 73.1％で最も高く、次いで『⑩地域子育て支援センター』が 63.4％、

『①妊婦教室、プレパパ教室』が 46.2％となっている。「はい（利用した）」の割合が最も低い事業

は、『⑮ペアレントトレーニング』で 3.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.2 

7.7 

31.8 

17.0 

2.4 

3.9 

12.5 

21.6 

2.9 

63.4 

10.3 

10.8 

73.1 

20.9 

3.4 

46.1 

79.3 

56.2 

70.9 

83.0 

81.0 

74.0 

65.8 

82.5 

29.3 

75.7 

73.8 

20.9 

66.4 

81.3 

7.7 

13.0 

12.0 

12.2 

14.6 

15.1 

13.5 

12.7 

14.6 

7.4 

14.0 

15.4 

6.0 

12.7 

15.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①妊婦教室、プレパパ教室

②産後ケア事業

③保健センターの育児相談・発達に関する相談

④一時預かり事業

⑤ファミリー・サポート・センター

⑥教育総合支援センター

⑦保育所（園）の園庭開放

⑧幼稚園の園庭開放・親子登園

⑨家庭児童相談

⑩地域子育て支援センター

⑪こども発達センター

⑫取手市ママフレWeb（子育て支援サイト）

⑬キッズプレイルーム（取手ウェルネスプラザ内）

⑭乳幼児おはなし会（図書館）

⑮ペアレントトレーニング

就学前児童 n=584

はい（利用した） いいえ（利用していない） 無回答



Ⅱ 就学前児童の調査結果 

45 

（Ｃ）地域子育て支援事業の利用意向 

地域子育て支援事業の利用意向について、「はい（利用したい）」をみると、『⑬キッズプレイルー

ム（取手ウェルネスプラザ内）』が 68.3％で最も高く、次いで『⑭乳幼児おはなし会（図書館）』が

45.4％、『③保健センターの育児相談・発達に関する相談』が 42.5％となっている。「はい（利用し

たい）」の割合が最も低い事業は、『⑥教育総合支援センター』で 19.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.3 

24.1 

42.5 

38.7 

28.9 

19.3 

33.4 

38.5 

21.7 

42.1 

23.5 

28.8 

68.3 

45.4 

21.7 

62.2 

60.3 

42.0 

47.3 

56.5 

64.6 

52.2 

47.8 

63.9 

42.6 

61.6 

55.7 

18.3 

41.1 

63.5 

15.6 

15.6 

15.6 

14.0 

14.6 

16.1 

14.4 

13.7 

14.4 

15.2 

14.9 

15.6 

13.4 

13.5 

14.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①妊婦教室、プレパパ教室

②産後ケア事業

③保健センターの育児相談・発達に関する相談

④一時預かり事業

⑤ファミリー・サポート・センター

⑥教育総合支援センター

⑦保育所（園）の園庭開放

⑧幼稚園の園庭開放・親子登園

⑨家庭児童相談

⑩地域子育て支援センター

⑪こども発達センター

⑫取手市ママフレWeb（子育て支援サイト）

⑬キッズプレイルーム（取手ウェルネスプラザ内）

⑭乳幼児おはなし会（図書館）

⑮ペアレントトレーニング

就学前児童 n=584

はい（利用したい） いいえ（利用しない） 無回答
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問２０ 子育てをする中で、保護者の育児疲れや不安、病気等の理由でどれくらい家族・親族以外の助

けが必要だと思いますか。家事支援（食事の準備、洗濯、掃除、買い物代行やサポート、等）や育

児支援（育児のサポート、保育所等の送迎、宿題の見守り、外出時の補助、等）の利用希望の有無

についてあてはまるものすべてにチェックをつけ、必要な量をご記入ください。 

事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかることを想定してください。 

（１つのみ、ア～オはいくつでも、該当する□内に数字をご記入ください。） 

 

（１）事業の利用希望 

私用等の目的での事業の利用希望については、「利用したい」が 49.1％、「利用する必要はない」

が 44.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事業の利用目的 

事業の利用目的については、「育児支援」が 72.8％で最も高く、次いで「家事支援」が 60.3％、

「地域の子育て情報に関する情報提供」が 36.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

49.1 44.3 6.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

利用したい 利用する必要はない 無回答

60.3 

72.8 

33.8 

36.2 

1.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家事支援

育児支援

子育て等に関する不安や悩みの傾聴・相談・助言

地域の子育て情報に関する情報提供

その他

無回答
就学前児童 n=287
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●利用目的別の希望時間・希望回数（月） 

利用目的別の希望時間・希望回数については、以下のとおりとなっている。 

 

【家事支援】 【育児支援】 【子育て等に関する不安や悩

みの傾聴・相談・助言】 

【地域の子育て情報に関する

情報提供】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.8 

18.5 

15.0 

27.2 

6.4 

13.9 

0.6 

5.2 

3.5 

0% 50% 100%

4時間未満

4-6時間

7-9時間

10-14時間

15-19時間

20-24時間

25-29時間

30時間以上

無回答

就学前児童 n=173

12.9 

23.0 

7.2 

25.8 

5.3 

12.4 

0.5 

8.6 

4.3 

0% 50% 100%

4時間未満

4-6時間

7-9時間

10-14時間

15-19時間

20-24時間

25-29時間

30時間以上

無回答

就学前児童 n=209

64.9 

18.6 

2.1 

7.2 

3.1 

4.1 

0% 50% 100%

1回

2回

3回

4回

5回以上

無回答

就学前児童 n=97

75.0 

12.5 

1.0 

6.7 

0.0 

4.8 

0% 50% 100%

1回

2回

3回

4回

5回以上

無回答

就学前児童 n=104
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７．宛名のお子さんの土日・休日や長期休暇中の 
「定期的」な教育・保育事業の利用希望について 

 

問２１ 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望（一時

的な利用は除きます。）はありますか。希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

（それぞれ１つのみ、□内に数字をご記入ください。） 

 

（１）土曜日の利用希望 

土曜日の利用希望については、「利用する必要はない」が 64.2％で最も高く、次いで「月に１～

２回は利用したい」が 24.0％、「ほぼ毎週利用したい」が 9.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

●土曜日の利用を希望している方の利用希望 

希望開始時間は、「９時」が 37.1％で最も高く、次いで「８時」が 26.8％となっている。 

また、希望終了時間は、「18時」が 29.4％で最も高く、次いで「16時」が 19.6％となっている。 

 

【希望開始時間】 【希望終了時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.0 

16.0 

26.8 

37.1 

6.7 

1.0 

0.0 

12.4 

0% 50% 100%

6時前

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

就学前児童 n=194

9.3 

2.6 

7.2 

19.6 

13.9 

29.4 

4.6 

0.5 

12.9 

0% 50% 100%

14時前

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

就学前児童 n=194

64.2 9.2 24.0 2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答
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（２）日曜日・祝日の利用希望 

日曜日・祝日の利用希望については、「利用する必要はない」が 74.8％で最も高く、次いで「月

に１～２回は利用したい」が 17.3％、「ほぼ毎週利用したい」が 2.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

●日曜日・祝日の利用を希望している方の利用希望 

希望開始時間は、「９時」が 38.1％で最も高く、次いで「８時」が 23.7％となっている。 

また、希望終了時間は、「18時」が 27.1％で最も高く、次いで「16時」が 19.5％となっている。 

 

【希望開始時間】 【希望終了時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２１－１ 問２１の（１）もしくは（２）で「月に１～２回は利用したい」と回答した方にうかがいます。 

毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（いくつでも） 

 

たまに利用したい理由については、「月に数回仕事が入るため」が55.5％で最も高く、次いで「息抜

きのため」が41.6％、「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」が36.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.8 

8.5 

23.7 

38.1 

11.9 

0.8 

0.0 

16.1 

0% 50% 100%

6時前

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

就学前児童 n=118

7.6 

4.2 

5.9 

19.5 

13.6 

27.1 

5.1 

0.8 

16.1 

0% 50% 100%

14時前

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

就学前児童 n=118

74.8 2.9 17.3 5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答

55.5 

36.4 

2.3 

41.6 

11.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答 就学前児童 n=173
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問２２ 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用を希望します

か。希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。なお、これらの事業の利用には、一定の利

用者負担が発生します。（１つのみ、□内に数字をご記入ください。） 

 

長期の休暇期間中の利用希望については、「休みの期間中、週に数日利用したい」が 37.7％で最

も高く、次いで「利用する必要はない」が 34.4％、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が 18.0％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●長期の休暇期間中の利用を希望している方の利用希望 

希望開始時間は、「９時」が 61.8％で最も高く、次いで「８時」が 14.7％となっている。 

また、希望終了時間は、「15時」が 29.4％で最も高く、次いで「16時」が 17.6％となっている。 

 

【希望開始時間】 【希望終了時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.0 

2.9 

14.7 

61.8 

0.0 

0.0 

0.0 

20.6 

0% 50% 100%

6時前

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

就学前児童 n=34

0.0 

11.8 

29.4 

17.6 

5.9 

11.8 

2.9 

0.0 

20.6 

0% 50% 100%

14時前

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

就学前児童 n=34

34.4 18.0 37.7 9.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=61

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい 無回答
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問２２－１ 問２２で「休みの期間中、週に数日利用したい」と回答した方にうかがいます 

毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（いくつでも） 

 

たまに利用したい理由については、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」が65.2％で最も高く、

次いで「息抜きのため」が56.5％、「週に数回仕事が入るため」が39.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.1 

65.2 

13.0 

56.5 

8.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答 就学前児童 n=23
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８．宛名のお子さんの病気の際の対応について 
 

問２３ 問１５で「利用している」と回答された方にうかがいます。 

この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことはありますか。 

（１つのみ） 

 

病気やケガで通常の事業が利用できなかった有無については、「あった」が 73.8％、「なかった」

が 15.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２３－１ 問２３で「あった」と回答した方にうかがいます。 

宛名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、この１

年間に行った対処方法はどれですか。それぞれの日数もご記入ください。 

（いくつでも、□内に数字をご記入ください。） 

 

利用できなかった場合の対処方法については、「母親が休んだ」が 77.2％で最も高く、次いで「父

親が休んだ」が 41.4％、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」が 34.2％、「父親

または母親のうち就労していない方が子どもをみた」が 22.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.8 15.4 10.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=416

あった なかった 無回答

41.4 

77.2 

34.2 

22.5 

2.0 

0.0 

0.0 

1.0 

13.4 

2.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

テレワークで対応した

その他

無回答 就学前児童 n=307
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●対処方法別の年間日数 

対処方法別の年間日数については、以下のとおりとなっている。 

 

【父親が休んだ】 【母親が休んだ】 【親族・知人に子どもをみてもらった】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【父親または母親のうち就労していな

い方が子どもをみた】 

【病児・病後児の保育を利用した】 【ベビーシッターを利用した】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【ファミリー・サポート・センターを

利用した】 

【仕方なく子どもだけで留守番をさせた】 【テレワークで対応した】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【その他】   

 

 

  

63.8 

25.2 

7.1 

1.6 

0.0 

0.0 

2.4 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=127

28.7 

31.2 

11.4 

12.7 

7.2 

4.6 

4.2 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=237

59.0 

21.0 

2.9 

4.8 

1.0 

1.9 

9.5 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=105

11.6 

21.7 

15.9 

17.4 

8.7 

11.6 

13.0 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=69

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=6

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=0

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=0

100.0 0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=3

56.1 

29.3 

2.4 

4.9 

2.4 

2.4 

2.4 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=41

28.6 

14.3 

14.3 

0.0 

0.0 

14.3 

28.6 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=7
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問２３－２ 問２３－１で「父親が休んだ」、「母親が休んだ」と回答した方にうかがいます。 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。日数についても

ご記入ください。なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用者負担があり、利用前にか

かりつけ医の受診が必要となります。（１つのみ、□内に数字をご記入ください。） 

 

病児・病後児のための保育施設等の利用希望については、「できれば病児・病後児保育施設等を利

用したい」が 36.9％、「利用したいとは思わない」が 62.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●『できれば病児・病後児保育施設等を利用したい』と回答した方の希望利用日数（年間） 

希望利用日数は、「６～10日」が 42.4％で最も高く、次いで「１～５日」が 33.7％となってい

る。10 日以内が全体の約８割を占めている。 

 

【希望利用日数（年間）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.7 

42.4 

4.3 

6.5 

7.6 

2.2 

3.3 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=92

36.9 62.7 0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=249

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答
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問２３－３ 問２３－２で「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と回答した方にうかがい

ます。 

病児・病後児保育の望ましい事業形態はどれですか。（いくつでも） 

 

病児・病後児保育の望ましい事業形態については、「小児科に併設した施設で子どもを保育する事

業」が 73.9％で最も高く、次いで「他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業」が 68.5％、

「地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業」が 12.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２３－４ 問２３－２で「利用したいとは思わない」と回答した方にうかがいます。 

そう思われる理由は何ですか。（いくつでも） 

 

病児・病後児の保育施設等を利用したいと思わない理由については、「病児・病後児を他人に看て

もらうのは不安」が 53.2％で最も高く、次いで「親が仕事を休んで対応できる」が 51.9％、「利用

料がかかる・高い」が 28.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.5 

73.9 

12.0 

3.3 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業

その他

無回答
就学前児童 n=92

53.2 

5.1 

14.1 

28.2 

12.8 

51.9 

21.8 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

実施施設の立地がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応できる

その他

無回答 就学前児童 n=156



Ⅱ 就学前児童の調査結果 

56 

問２３－５ 問２３－１で「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」から「その他」を回

答した方にうかがいます。 

その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。問２３－１の「（同居者

を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」から「その他」の日数のうち、仕事を休んで看たかった日

数についてもご記入ください。（１つのみ、□内に数字をご記入ください。） 

 

父母のいずれかが仕事を休んで看たいかについては、「できれば仕事を休んで看たい」が 44.3％、

「休んで看ることは非常に難しい」が 20.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●『できれば仕事を休んで看たい』と回答した方の希望日数（年間） 

できれば仕事を休んで看たい希望日数については、「１～５日」が 50.0％で最も高く、次いで「６

～10日」が 25.6％となっている。 

 

【希望日数（年間）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.0 

25.6 

2.3 

9.3 

2.3 

2.3 

8.1 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=86

44.3 20.6 35.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=194

できれば仕事を休んで看たい 休んで看ることは非常に難しい 無回答
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問２３－６ 問２３－５で「休んで看ることは非常に難しい」と回答した方にうかがいます。 

そう思われる理由は何ですか。（いくつでも） 

 

仕事を休んで看ることは非常に難しい理由については、「休暇日数が足りないので休めない」が

40.0％で最も高く、次いで「子どもの看護を理由に休みがとれない」が 27.5％、「自営業なので休

めない」が 7.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.5 

7.5 

40.0 

37.5 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答 就学前児童 n=40
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９．宛名のお子さんの不定期の教育・保育事業や 
宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

 

問２４ 宛名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期

の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。１年間の利用日数（おおよそ）もご

記入ください。（いくつでも、□内に数字をご記入ください。） 

 

私用等の目的で不定期に利用している事業については、「利用していない」が 81.0％で最も高く、

次いで「一時預かり」が 7.7％、「幼稚園の預かり保育」が 6.2％となっている。 

全体の約８割が利用していない状況となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事業別の年間利用日数 

事業別の年間利用日数については、以下のとおりとなっている。 

 

【一時預かり】 【幼稚園の預かり保育】 【ファミリー・サポート・

センター】 

【幼稚園の２歳児の４月か

らの通園】 

 

 

 

 

 

 

 

※『子育て短期支援事業：ショートステイ』に該当する回答者は２人で、「１～５日」となっている。 

※『ベビーシッター』に該当する回答者は４人で、「１～５日」が３人、「11～15日」が１人となっている。 

※『その他』に該当する回答者は３人で、「６～10 日」が１人、「21～30 日」が１人、「無回答」が１人となっている。 

  

46.7 

15.6 

11.1 

0.0 

8.9 

15.6 

2.2 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=45

36.1 

22.2 

8.3 

8.3 

5.6 

11.1 

8.3 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=36

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=3

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

60.0 

20.0 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=5

7.7 

6.2 

0.5 

0.3 

0.7 

0.9 

0.5 

81.0 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

子育て短期支援事業：ショートステイ

ベビーシッター

幼稚園の２歳児の４月からの通園

その他

利用していない

無回答 就学前児童 n=584
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問２４－１ 問２４で「利用していない」と回答した方にうかがいます。 

現在、利用していない理由は何ですか。（いくつでも） 

 

事業を利用していない理由については、「特に利用する必要がない」が 74.8％で最も高く、次い

で「利用料がかかる・高い」が 18.0％、「事業の利用方法（手続き等）がわからない」が 16.5％と

なっている。 

利用していない理由としては、「特に利用する必要がない」が全体の約７割を占めている一方で、

事業に対してわからないと回答している割合（「利用料がわからない」と「自分が事業の対象者にな

るのかどうかわからない」、「事業の利用方法（手続き等）がわからない」の合計値）は全体の約４割

と、事業が理解されていないことにより、利用に至っていない状況もうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

74.8 

4.2 

5.9 

6.1 

18.0 

8.2 

12.7 

16.5 

6.1 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

無回答 就学前児童 n=473
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問２５ 宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を

利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について選択し、必要な日数をご記入くださ

い。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

（１つのみ、ア～エはいくつでも、該当する□内に数字をご記入ください。） 

 

（１）事業の利用希望 

私用等の目的での事業の利用希望については、「利用したい」が 40.6％、「利用する必要はない」

が 51.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事業の希望利用日数（年間） 

希望利用日数については、「６～10 日」が 20.7％で最も高く、次いで「31 日以上」が 18.6％、

「11～15 日」が 16.5％となっている。 

 

【希望利用日数（年間）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.2 

20.7 

16.5 

8.9 

16.0 

18.6 

4.2 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=237

40.6 51.4 8.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

利用したい 利用する必要はない 無回答
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（２）事業の利用目的 

事業の利用目的については、「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッ

シュ目的」が 78.5％で最も高く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の

通院等」が 57.8％、「不定期の就労」が 22.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●利用目的別の希望日数（年間） 

利用目的別の希望日数については、以下のとおりとなっている。 

 

【私用、リフレッシュ目的】 【冠婚葬祭、学校行事、子ど

もや親の通院等】 

【不定期の就労】 【その他】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.5 

57.8 

22.8 

4.2 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の

通院 等

不定期の就労

その他

無回答 就学前児童 n=237

23.1 

22.0 

24.7 

4.8 

12.4 

8.6 

4.3 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=186

45.3 

27.7 

14.6 

2.2 

5.1 

1.5 

3.6 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=137

16.7 

25.9 

13.0 

11.1 

9.3 

22.2 

1.9 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=54

50.0 

10.0 

0.0 

20.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0% 50% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31日以上

無回答

就学前児童 n=10



Ⅱ 就学前児童の調査結果 

62 

問２５－１ 問２５で「利用したい」と回答した方にうかがいます。 

問２５の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。 

（いくつでも） 

 

私用等の目的で子どもを預ける場合の望ましい事業形態については、「大規模施設で子どもを保育

する事業」が 80.6％で最も高く、次いで「小規模施設で子どもを保育する事業」が 52.3％、「地域

住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業」が 23.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

80.6 

52.3 

23.6 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大規模施設で子どもを保育する事業

小規模施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業

その他

無回答 就学前児童 n=237
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問２６ 対象のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れ

や育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何泊くらい家族以外に預ける必要があると思い

ますか。 

子育て短期支援事業（ショートステイ：児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の利

用希望の有無について選択し、それぞれ必要な泊数をご記入ください。 

なお、これらのサービスの利用には、一定の利用者負担が発生します。 

（１つのみ、ア～エはいくつでも、該当する□内に数字をご記入ください。） 

 

（１）事業の利用希望 

事業の利用希望については、「利用したい」が 15.8％、「利用する必要はない」が 76.7％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事業の希望利用泊数（年間） 

希望利用泊数については、「１～５泊」が 40.2％で最も高く、次いで「６～10 泊」が 26.1％、

「11～15 泊」が 13.0％となっている。 

 

【希望利用泊数（年間）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.2 

26.1 

13.0 

9.8 

5.4 

2.2 

3.3 

0% 50% 100%

1～5泊

6～10泊

11～15泊

16～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

就学前児童 n=92

15.8 76.7 7.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

利用したい 利用する必要はない 無回答
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（２）事業の利用目的 

事業の利用目的については、「保護者や家族の病気」が 68.5％で最も高く、次いで「保護者や家

族の育児疲れ・不安」が 67.4％、「冠婚葬祭」が 31.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●利用目的別の希望泊数（年間） 

利用目的別の希望泊数については、以下のとおりとなっている。 

 

【冠婚葬祭】 【保護者や家族の育児疲れ・

不安】 

【保護者や家族の病気】 【その他】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

89.7 

10.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1～5泊

6～10泊

11～15泊

16～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

就学前児童 n=29

62.9 

16.1 

14.5 

1.6 

1.6 

0.0 

3.2 

0% 50% 100%

1～5泊

6～10泊

11～15泊

16～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

就学前児童 n=62

63.5 

22.2 

7.9 

1.6 

3.2 

0.0 

1.6 

0% 50% 100%

1～5泊

6～10泊

11～15泊

16～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

就学前児童 n=63

33.3 

22.2 

11.1 

11.1 

0.0 

0.0 

22.2 

0% 50% 100%

1～5泊

6～10泊

11～15泊

16～20泊

21～30泊

31泊以上

無回答

就学前児童 n=9

31.5 

67.4 

68.5 

9.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

その他

無回答 就学前児童 n=92
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１０．【宛名のお子さんが５歳以上である方】 
小学校就学後の放課後の過ごし方について 

 

問２７ 宛名のお子さんについて、小学校に入ったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのよ

うな場所で過ごさせたいと思いますか。小学校低学年（１～３年生）、小学校高学年（４～６年生）

のそれぞれ希望する週あたりの希望日数をご記入ください。また、「放課後児童クラブ（学童保

育）」、「保育所（園）・私立幼稚園の学童保育」の場合には、利用を希望する時間もご記入くださ

い。（いくつでも、□内に数字をご記入ください。） 

 

希望する放課後の過ごし方については、低学年及び高学年ともに、上位３位に挙げられている項目

は、「自宅」、「習い事」、「放課後児童クラブ（学童保育）」となっている。低学年と高学年を比べて変

化がみられる項目は、「放課後児童クラブ（学童保育）」で、低学年が 56.6％、高学年が 26.3％と、

高学年になると 30.3ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.1 

10.5 

34.2 

1.3 

9.2 

56.6 

0.7 

0.7 

5.9 

6.6 

9.2 

45.4 

6.6 

31.6 

1.3 

5.9 

26.3 

0.7 

0.7 

3.9 

5.9 

32.2 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（学童保育）

保育所（園）・私立幼稚園の学童保育

ファミリー・サポート・センター

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

無回答

低学年の希望 就学前児童 n=152

高学年の希望 就学前児童 n=152
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●１週あたりの利用希望日数 低学年（１～３年生） 

１週あたりの利用希望日数について、『放課後児童クラブ（学童保育）』をみると、「５日」が 62.8％

で最も高く、次いで「２日」が 14.0％、「３日」が 12.8％となっている。 

また、下校時から何時まで利用を希望するかについては、「18時」が 41.9％で最も高く、次いで

「17時」が 25.6％、「16 時」が 16.3％となっている。 

その他の１週あたりの利用希望日数は、以下のとおりとなっている。 

 

【自宅】 【祖父母宅や友人・知人宅】 【習い事】 【児童館】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【放課後子ども教室】 【放課後児童クラブ（学童保育）】→下校時から 何時まで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保育所（園）・私立幼稚園の学童保育】 

→下校時から 何時まで 

【ファミリー・サポート・センター】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【放課後等デイサービス】 【その他】  
 

 

 

 

 

 

 

  

4.3 

27.1 

27.1 

10.0 

30.0 

0.0 

1.4 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=70

31.3 

25.0 

25.0 

0.0 

18.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=16

34.6 

44.2 

17.3 

0.0 

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=52

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=2

42.9 

14.3 

14.3 

0.0 

28.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=14

3.5 

14.0 

12.8 

7.0 

62.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=86

2.3 

16.3 

25.6 

41.9 

11.6 

0.0 

2.3 

0% 50% 100%

16時前

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

就学前児童 n=86

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=1

0.0 

0.0 

0.0 100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

16時前

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

就学前児童 n=1

100.0 0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=1

22.2 

33.3 

11.1 

11.1 

22.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=9

40.0 

30.0 

0.0 

0.0 

30.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=10
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●１週あたりの利用希望日数 高学年（４～６年生） 

１週あたりの利用希望日数について、『放課後児童クラブ（学童保育）』をみると、「５日」が 50.0％

で最も高く、次いで「２日」が 22.5％、「３日」が 12.5％となっている。 

また、下校時から何時まで利用を希望するかについては、「18時」が 52.5％で最も高く、次いで

「17時」が 17.5％、「16 時」、「19時」がともに 12.5％となっている。 

その他の１週あたりの利用希望日数は、以下のとおりとなっている。 

 

【自宅】 【祖父母宅や友人・知人宅】 【習い事】 【児童館】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【放課後子ども教室】 【放課後児童クラブ（学童保育）】→下校時から 何時まで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保育所（園）・私立幼稚園の学童保育】 

→下校時から 何時まで 

【ファミリー・サポート・センター】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【放課後等デイサービス】 【その他】  
 

 

 

 

 

 

 

  

4.3 

23.2 

24.6 

5.8 

37.7 

1.4 

2.9 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=69

40.0 

30.0 

30.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=10

16.7 

47.9 

31.3 

2.1 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=48

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=2

55.6 

11.1 

11.1 

0.0 

22.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=9

7.5 

22.5 

12.5 

7.5 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=40

2.5 

12.5 

17.5 

52.5 

12.5 

0.0 

2.5 

0% 50% 100%

16時前

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

就学前児童 n=40

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=1

0.0 

0.0 

0.0 100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

16時前

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

就学前児童 n=1

16.7 

33.3 

16.7 

16.7 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=6

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=9

0.0 100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

就学前児童 n=1
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問２７－１ 問２７で「放課後児童クラブ」と回答した方にうかがいます。 

宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。利用

希望がある場合は、希望する時間帯もご記入ください。 

（それぞれ１つのみ、□内に数字をご記入ください。） 

 

（１）土曜日 

土曜日の利用希望については、「利用する必要はない」が 64.8％で最も高く、次いで「低学年（１

～３年生）の間は利用したい」が 18.2％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が 6.8％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●土曜日の利用を希望している方の利用希望 

希望開始時間は、「８時」が 36.4％で最も高く、次いで「９時」が 31.8％となっている。 

また、希望終了時間は、「18時」が 40.9％で最も高く、次いで「17時」が 18.2％となっている。 

 

【希望開始時間】 【希望終了時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.3 

36.4 

31.8 

0.0 

0.0 

4.5 

0.0 

0% 50% 100%

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

就学前児童 n=22

9.1 

13.6 

9.1 

18.2 

40.9 

9.1 

0.0 

0% 50% 100%

15時前

15時

16時

17時

18時

19時

無回答

就学前児童 n=22

18.2 6.8 64.8 10.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=88

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 無回答
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（２）日曜日・祝日 

日曜日・祝日の利用希望については、「利用する必要はない」が 85.2％で最も高く、次いで「低

学年（１～３年生）の間は利用したい」が 4.5％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」

が 3.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日曜日・祝日の利用を希望している方の利用希望 

希望開始時間は、「８時」が 71.4％で最も高く、次いで「７時」が 28.6％となっている。 

また、希望終了時間は、「18時」が 42.9％で最も高く、次いで「17時」が 28.6％となっている。 

 

【希望開始時間】 【希望終了時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.6 

71.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

就学前児童 n=7

14.3 

0.0 

0.0 

28.6 

42.9 

14.3 

0.0 

0% 50% 100%

15時前

15時

16時

17時

18時

19時

無回答

就学前児童 n=7

4.5 3.4 85.2 6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=88

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 無回答



Ⅱ 就学前児童の調査結果 

70 

問２８ 宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期休暇中に、放課後児童クラブの利用希望

はありますか。利用希望がある場合は、希望する時間帯もご記入ください。 

（１つのみ、□内に数字をご記入ください。） 

 

長期休暇中の利用希望については、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 42.1％で最も

高く、次いで「利用する必要はない」が 24.3％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が

10.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●長期休暇中の利用を希望している方の利用希望 

希望開始時間は、「８時」が 46.3％で最も高く、次いで「９時」が 33.8％となっている。 

また、希望終了時間は、「18時」が 38.8％で最も高く、次いで「17時」が 23.8％となっている。 

 

【希望開始時間】 【希望終了時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.3 

46.3 

33.8 

2.5 

0.0 

0.0 

1.3 

0% 50% 100%

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

就学前児童 n=80

3.8 

8.8 

17.5 

23.8 

38.8 

7.5 

0.0 

0% 50% 100%

15時前

15時

16時

17時

18時

19時

無回答

就学前児童 n=80

42.1 10.5 24.3 23.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=152

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 無回答
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１１．育児休業や短時間勤務制度の取得状況などについて 
 

問２９ 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

また、取得していない方はその理由をお答えください。 

（それぞれ１つのみ、取得していない方はその理由を回答してください。） 

 

（１）育児休業の取得状況 

就労している父母の育児休業の取得状況について、「取得した（育児休業中である）」でみると、母

親が 53.3％、父親が 17.1％となっている。 

また、「取得していない」でみると、母親が 7.4％、父親が 78.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.2 

0.5 

53.3 

17.1 

7.4 

78.1 

1.2 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

母親 n=584

就学前児童

父親 n=584

働いていなかった 取得した（育児休業中である） 取得していない 無回答
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（２）育児休業を取得していない理由 

母親が育児休業を取得していない理由については、「自営業である」が 27.9％で最も高く、次い

で「子育てや家事に専念するため退職した」が 23.3％となっている。また、「職場に育児休業の制

度がなかった（就業規則に定めがなかった）」は 18.6％の回答があった。 

父親が育児休業を取得していない理由については、「仕事が忙しかった」が 47.1％で最も高く、

次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が 45.8％、「収入減となり、経済的に苦し

くなる」が 35.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.3 

11.6 

11.6 

2.3 

0.0 

11.6 

7.0 

0.0 

2.3 

23.3 

18.6 

7.0 

0.0 

0.0 

27.9 

11.6 

2.3 

45.8 

47.1 

1.3 

3.5 

8.8 

35.3 

3.1 

32.5 

20.8 

0.0 

11.6 

0.7 

2.0 

0.0 

5.0 

6.4 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めが

なかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得

できることを知らず、退職した

自営業である

その他

無回答

就学前児童母親 n=43

就学前児童父親 n=456
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問２９－１ 子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳になるま

での育児休業等期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組みがあります

が、そのことをご存知でしたか。（１つのみ） 

 

育児休業給付や保険料免除の仕組みに対する認知度については、「育児休業給付、保険料免除のい

ずれも知っていた」が 50.2％で最も高く、次いで「育児休業給付のみ知っていた」が 24.7％、「育

児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」が 22.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２９－２ 問２９で「取得した（育児休業中である）」と回答した方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（それぞれ１つのみ） 

 

母親の育児休業取得後の職場復帰については、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 65.3％で

最も高く、次いで「現在も育児休業中である」が 23.2％、「育児休業中に離職した」が 9.0％となっ

ている。 

父親の育児休業取得後の職場復帰については、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 94.0％で

最も高く、次いで「現在も育児休業中である」が 3.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.2 24.7 1.2 22.3 1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった

無回答

65.3 

94.0 

23.2 

3.0 

9.0 2.6 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

母親 n=311

就学前児童

父親 n=100

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である（下の子の関係で）

育児休業中に離職した 無回答
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問２９－３ 問２９－２で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 

育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所（園）入所に合わせたタイミングでしたか。ある

いはそれ以外でしたか。（それぞれ１つのみ） 

 

母親の職場への復帰時期については、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 58.6％、

「それ以外だった」が 40.9％となっている。 

父親の職場への復帰時期については、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 1.1％、

「それ以外だった」が 93.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.6 

1.1 

40.9 

93.6 

0.5 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

母親 n=203

就学前児童

父親 n=94

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答
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問２９－４ 問２９－２で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 

育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、お勤め先の育児

休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。 

（それぞれ□内に実際と希望の復帰時期をご記入ください。） 

 

（１）母親 

母親の実際の復帰時期については、「１歳～１歳半未満」が 43.3％で最も高く、次いで「０歳半

～１歳未満」が 27.1％、「１歳半～２歳未満」が 17.2％となっている。 

母親の希望の復帰時期については、「１歳～１歳半未満」が 34.5％で最も高く、次いで「１歳半

～２歳未満」が 21.7％、「２歳～３歳未満」が 18.2％となっている。 

実際の復帰時期は、希望の復帰時期よりも早く復帰していることがわかる。 

 

【母親の復帰時期（実際）】 【母親の復帰時期（希望）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 

父親の実際の復帰時期については、「０歳～０歳半未満」が 75.5％で最も高く、次いで「０歳半

～１歳未満」が 8.5％、「１歳～１歳半未満」が 5.3％となっている。 

父親の希望の復帰時期については、「０歳～０歳半未満」が 41.5％で最も高く、次いで「１歳～

１歳半未満」が 28.7％、「０歳半～１歳未満」が 6.4％となっている。 

 

【父親の復帰時期（実際）】 【父親の復帰時期（希望）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.0 

27.1 

43.3 

17.2 

6.9 

1.0 

0.0 

1.5 

0% 50% 100%

0歳～0歳半未満

0歳半～1歳未満

1歳～1歳半未満

1歳半～2歳未満

2歳～3歳未満

3歳～4歳未満

4歳以上

無回答

就学前児童 n=203

0.5 

6.9 

34.5 

21.7 

18.2 

13.3 

0.5 

4.4 

0% 50% 100%

0歳～0歳半未満

0歳半～1歳未満

1歳～1歳半未満

1歳半～2歳未満

2歳～3歳未満

3歳～4歳未満

4歳以上

無回答

就学前児童 n=203

75.5 

8.5 

5.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.6 

0% 50% 100%

0歳～0歳半未満

0歳半～1歳未満

1歳～1歳半未満

1歳半～2歳未満

2歳～3歳未満

3歳～4歳未満

4歳以上

無回答

就学前児童 n=94

41.5 

6.4 

28.7 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

22.3 

0% 50% 100%

0歳～0歳半未満

0歳半～1歳未満

1歳～1歳半未満

1歳半～2歳未満

2歳～3歳未満

3歳～4歳未満

4歳以上

無回答

就学前児童 n=94
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問２９－５ 問２９－２で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 

お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお子さんが何

歳何か月のときまで取りたかったですか。（それぞれ□内に希望の時期をご記入ください。） 

 

３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、母親が希望する復帰時期については、「３歳～４歳

未満」が 50.7％で最も高く、次いで「２歳～３歳未満」が 18.2％、「１歳～１歳半未満」が 15.3％

となっている。 

３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、父親が希望する復帰時期については、「１歳～１歳半

未満」が 35.1％で最も高く、次いで「３歳～４歳未満」が 21.3％、「０歳～０歳半未満」が 12.8％

となっている。 

 

【母親の希望復帰時期】 【父親の希望復帰時期】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.5 

2.5 

15.3 

9.4 

18.2 

50.7 

0.0 

3.4 

0% 50% 100%

0歳～0歳半未満

0歳半～1歳未満

1歳～1歳半未満

1歳半～2歳未満

2歳～3歳未満

3歳～4歳未満

4歳以上

無回答

就学前児童 n=203

12.8 

4.3 

35.1 

1.1 

6.4 

21.3 

0.0 

19.1 

0% 50% 100%

0歳～0歳半未満

0歳半～1歳未満

1歳～1歳半未満

1歳半～2歳未満

2歳～3歳未満

3歳～4歳未満

4歳以上

無回答

就学前児童 n=94
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50.9 

2.7 

24.5 

12.7 

7.3 

20.9 

8.2 

10.3 

5.1 

51.3 

20.5 

5.1 

35.9 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

希望する保育所（園）に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

在園中の上の子が退園になってしまうため

その他

無回答

就学前児童母親 n=110

就学前児童父親 n=39

問２９－６ 問２９－４で「実際の復帰時期」と「希望の復帰時期」が異なる方にうかがいます。 

希望の時期に職場復帰しなかった理由をお答えください。（それぞれいくつでも） 

 

（１）希望より早く復帰 

母親については、「希望する保育所（園）に入るため」が 50.9％で最も高く、次いで「経済的な理

由で早く復帰する必要があった」が 24.5％、「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」が

12.7％となっている。 

父親については、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 51.3％で最も高く、次いで「人

事異動や業務の節目の時期に合わせるため」が 20.5％、「希望する保育所（園）に入るため」が 10.3％

となっている。 
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（２）希望より遅く復帰 

母親については、「希望する保育所（園）に入れなかったため」が 45.8％で最も高く、次いで「子

どもをみてくれる人がいなかったため」が 8.3％、「職場の受け入れ態勢が整っていなかったため」

が 4.2％となっている。 

父親については、該当する回答者は３人で、「自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため」

が１件、「無回答」が２件となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２９－７ 問２９－２で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 

育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。（それぞれ１つのみ） 

 

母親の短時間勤務制度の利用状況については、「利用した」が 61.1％で最も高く、次いで「利用

する必要がなかった」が 24.6％、「利用したかったが、利用しなかった」が 13.8％となっている。 

父親の短時間勤務制度の利用状況については、「利用する必要がなかった」が 61.7％で最も高く、

次いで「利用したかったが、利用しなかった」が 24.5％、「利用した」が 2.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.8 

0.0 

0.0 

4.2 

8.3 

20.8 

29.2 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

66.7 

0% 20% 40% 60% 80%

希望する保育所（園）に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

無回答

就学前児童母親 n=24

就学前児童父親 n=3

61.1 

2.1 

24.6 

61.7 

13.8 

24.5 

0.5 

11.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

母親 n=203

就学前児童

父親 n=94

利用した 利用する必要がなかった 利用したかったが、利用しなかった 無回答
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問２９－８ 問２９－７で「利用したかったが、利用しなかった（できなかった）」と回答した方にうか

がいます。 

短時間勤務制度を利用しなかった（できなかった）理由は何ですか。（それぞれ１つのみ） 

 

母親が短時間勤務制度を利用しなかった理由については、「職場に短時間勤務制度がなかった（就

業規則に定めがなかった）」が 17.9％で最も高く、次いで「短時間勤務にすると給与が減額され、

経済的に苦しくなる」が 14.3％、「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 10.7％

となっている。 

父親の短時間勤務制度を利用しなかった理由については、該当する回答者は 23人で、その内 17

人は「無回答」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.7 

7.1 

14.3 

3.6 

0.0 

0.0 

0.0 

17.9 

0.0 

10.7 

35.7 

0.0 

4.3 

4.3 

4.3 

0.0 

0.0 

0.0 

4.3 

4.3 

4.3 

73.9 

0% 20% 40% 60% 80%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に

苦しくなる

短時間勤務にすると保育所(園)の入所申込の優先

順位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めが

なかった）

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

その他

無回答

就学前児童母親 n=28

就学前児童父親 n=23
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問２９－９ 問２９－２で「現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。 

宛名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得し

ますか。または、預けられる事業があっても１歳になる前に復帰しますか。（それぞれ１つのみ） 

 

母親が職場に復帰する際、必ず利用できる事業がある場合、１歳になるまで育児休業を取得するか

については、「１歳になるまで育児休業を取得したい」が 94.4％、「１歳になる前に復帰したい」が

2.8％となっている。 

父親については、該当する回答者が３人で、「１歳になるまで育児休業を取得したい」が１人、「１

歳になる前に復帰したい」が１人、「無回答」が１人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

94.4 

33.3 

2.8 

33.3 

2.8 

33.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

母親 n=72

就学前児童

父親 n=3

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 無回答
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１２．子育てと仕事・子育てと介護（ダブルケア）について 
 

問３０ あなたは、子育てと仕事を両立する上で大変だと感じることは何ですか。（いくつでも） 

 

子育てと仕事を両立する上で大変だと感じることについては、「子どもの急な体調の変化への対応」

が 75.2％で最も高く、次いで「子育てとの両立」が 64.9％、「自分の自由な時間がもてない」が

51.5％となっている。 

「特に大変だと感じることはない」は 3.3％と非常に低く、子育てと仕事を両立する上では何かし

らの困難を抱えている状況がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.1 

13.0 

20.9 

64.9 

5.1 

16.3 

50.3 

42.0 

75.2 

51.5 

3.3 

4.8 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80%

家族の理解が得られない

配偶者（パートナー）が家事・育児に対して非協力的

職場の理解が得られない

子育てとの両立

介護との両立

希望する保育所（園）などに預けられない

子どもと接する時間が少ない

自分の体調が悪い時、みてくれる人がいない

子どもの急な体調の変化への対応

自分の自由な時間がもてない

特に大変だと感じることはない

その他

無回答 就学前児童 n=584
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問３１ あなたは、「ダブルケア」という言葉を聞いたことはありますか。（１つのみ） 

 

ダブルケアの認知度については、「ある」が 35.3％、「ない」が 62.0％となっている。 

ダブルケアという言葉の認知度は、やや低い状況がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３２ 現在、あなたは、子育てと介護を同時に行っていますか。（１つのみ） 

 

現在、子育てと介護を同時に行っているかについては、「現在行っていないが数年先に行う可能性

がある」が 50.2％で最も高く、次いで「過去に経験もなく、数年先に行う可能性もない」が 43.2％、

「現在行っていないが、過去に経験がある」が 2.2％となっている。 

子育てと介護を同時に行った経験がある人の割合（「現在行っている」と「現在行っていないが、過

去に経験がある」の合計値）は 4.3％と低いが、数年先に行う可能性があると回答している割合が５

割に達していることからも、今後、子育てと介護を同時に行う家庭も増える可能性が高いことがうか

がえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.3 62.0 2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

ある ない 無回答

2.1 

2.2 

50.2 43.2 2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

現在行っている

現在行っていないが、過去に経験がある

現在行っていないが数年先に行う可能性がある

過去に経験もなく、数年先に行う可能性もない

無回答
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問３３ あなたは、ダブルケアに関して、どのような支援策が必要だと思いますか。（３つまで） 

 

ダブルケアに対する支援策として必要だと思うことについては、「介護サービスの充実」が 71.2％

で最も高く、次いで「介護費用の負担軽減」が 53.9％、「子育て費用の負担軽減」が 52.1％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３４ あなたは、高齢者の総合的な相談窓口として、地域包括支援センターを知っていますか。 

（１つのみ） 

 

地域包括支援センターの認知度については、「知らなかった」が 56.2％で最も高く、次いで「そ

ういったものがあるのは知っているが、相談などはしていない」が 31.2％、「知らなかったが、こ

れから活用してみたい」が 6.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.8 

71.2 

25.7 

52.1 

53.9 

9.9 

2.6 

5.3 

1.2 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80%

保育施設の充実

介護サービスの充実

子育て・介護の一体的な相談窓口の開設

子育て費用の負担軽減

介護費用の負担軽減

子育て・介護に関する情報提供の充実

地域でダブルケアの当事者が集える場所

ダブルケアの対応に関する手引書

その他

無回答 就学前児童 n=584

1.9 31.2 6.8 56.2 

0.7 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

よく知っており、相談している

そういったものがあるのは知っているが、相談などはしていない

知らなかったが、これから活用してみたい

知らなかった

その他

無回答
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１３．日頃の子育て全般について 
 

問３５ あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛いと感じ

ることが多いと思いますか。（１つのみ） 

 

子育てに対して感じていることについては、「楽しいと感じることの方が多い」が 64.4％で最も

高く、次いで「楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい」が 26.9％、「辛いと感じる

ことの方が多い」が 4.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.4 26.9 4.6 

0.5 

1.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

楽しいと感じることの方が多い

楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい

辛いと感じることの方が多い

その他

わからない

無回答



Ⅱ 就学前児童の調査結果 

85 

問３６ 子育ての中で、日頃悩んでいることや困っていることはどのようなことですか。（３つまで） 

 

日頃の子育ての悩みごとなどについては、「子育てにお金がかかること」が 59.2％で最も高く、次

いで「子どもの健康、発育に関すること」が 36.0％、「子どもの教育や学校に関すること」が 28.3％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.2 

36.0 

28.3 

10.4 

2.1 

17.8 

19.2 

3.6 

8.9 

1.2 

2.9 

7.2 

25.0 

3.3 

3.3 

6.8 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子育てにお金がかかること

子どもの健康、発育に関すること

子どもの教育や学校に関すること

子どもの友だち付き合いに関すること

子どもの不登園、保育所（園）・幼稚園嫌いに関すること

子どもとの接し方に関すること

子どもとの時間を十分にとれないこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が得られないこと

子どもに怒鳴ったり、叩いたりしてしまうこと

子育てに関しての相談をする人がいないこと

家族や親戚と子育てに関する考え方が異なること

保護者同士の関わり

自分のための時間がとれないこと

孤独感があること

その他

特にない

無回答
就学前児童 n=584
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問３７ 子育てをする中で、今後、取手市ではどのような支援・対策が必要だと思いますか。（３つまで） 

 

子育てへの支援・対策として必要だと思うことについては、「子育てしやすい住居・まちの環境面

での充実」が 37.0％で最も高く、次いで「地域における子育て支援の充実」が 35.4％、「保育サー

ビスの充実」が 31.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.4 

31.5 

8.0 

17.3 

19.2 

10.6 

7.9 

28.1 

15.6 

20.0 

13.7 

2.1 

37.0 

7.2 

2.2 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域における子育て支援の充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもの活動拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

子どもの健康に対する安心

父親の育児促進

仕事と家庭生活の両立

学校教育の充実

子どもへの教育支援

子どもを対象とした犯罪・事故の軽減

虐待防止

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

その他

特にない

無回答
就学前児童 n=584
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問３８ 保育所（園）を選ぶ上で最も重視した（重視する）ことは何ですか。（３つまで） 

 

保育所（園）を選ぶ上で重視することについては、「自宅に近いこと」が 61.6％で最も高く、次

いで「保育方針・保育内容」が 44.5％、「給食があること」が 37.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●『職場の近く』と回答した方の職場の所在地 

職場の所在地については、「市内」が 44.4％、「市外」が 15.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.5 

61.6 

25.2 

7.7 

8.4 

2.4 

37.7 

25.3 

37.3 

7.7 

3.8 

0.3 

3.1 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80%

保育方針・保育内容

自宅に近いこと

通勤途中で預けられる立地であること

職場の近く

送り迎えがあること

知り合いがいること

給食があること

施設・設備が整っていること

職員体制、職員の対応の良さ

保育時間が長いこと（夜間・休日保育など）

公立であること

私立であること

その他

無回答 就学前児童 n=584

44.4 15.6 40.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=45

市内 市外 無回答
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問３９ 今後、保育所（園）に求めることは何ですか。（３つまで） 

 

保育所（園）に求めることについては、「職員の対応の充実」が 52.9％で最も高く、次いで「安全

確保への配慮（防犯、セキュリティ、災害時対応）」が 44.3％、「施設・設備の充実」が 33.6％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４０ インクルーシブ保育（障がいの有無、年齢、国籍に関わらず、すべての子どもを受け入れる保

育）を実施する施設は必要だと思いますか。またあれば利用したいですか。（１つのみ） 

 

インクルーシブ保育を実施する施設の必要性については、「必要だと思うし、利用してみたい」が

38.9％で最も高く、次いで「必要だとは思うが、利用したいとは思わない」が 32.7％、「わからな

い」が 18.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.9 

25.9 

33.6 

33.4 

4.8 

9.9 

1.5 

6.7 

20.7 

44.3 

4.8 

8.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

職員の対応の充実

給食・食育の充実

施設・設備の充実

幼児教育の充実

保護者からの意見への対応

保育所（園）と保護者との連携機会の充実

アレルギー児童への対応の充実

障がい児への対応の充実

多様性のある保育

安全確保への配慮（防犯、セキュリティ、災害時対応）

その他

特になし

無回答
就学前児童 n=584

38.9 32.7 

2.7 

3.6 18.7 1.4 2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

必要だと思うし、利用してみたい 必要だとは思うが、利用したいとは思わない

必要だとは思わないが、あれば利用したい 必要だと思わないし、利用したいと思わない

わからない その他

無回答
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問４１ お子さんの発達などについて、何か心配なことがありますか。（１つのみ） 

 

お子さんの発達に対しての心配ごとについては、「ない」が 65.4％で最も高く、次いで「ある」

が 22.4％、「わからない」が 11.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４１－１ 問４１で「ある」と回答した方にうかがいます。 

どなたかに相談されたことや、される予定はありますか。相談される方についてお答えください。 

（いくつでも） 

 

相談先については、「配偶者やパートナー」が 75.6％で最も高く、次いで「親や兄弟などの親類」

が 48.9％、「保健センターや保健所、病院など」が 39.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.4 65.4 11.0 1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

ある ない わからない 無回答

75.6 

48.9 

27.5 

39.7 

33.6 

29.0 

3.8 

10.7 

5.3 

2.3 

1.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者やパートナー

親や兄弟などの親類

知人や友人

保健センターや保健所、病院など

地域の児童発達支援事業所

保育所などの保育・教育施設

家庭児童相談室・巡回相談

地域子育て支援センター

教育委員会

その他

相談先がない

無回答 就学前児童 n=131
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問４２ 取手市の子育て環境について、感じていることをお答えください。（それぞれ１つのみ） 

 

取手市の子育て環境に対して感じることについて、そう思う割合（「そう思う」と「どちらかとい

えばそう思う」の合計値）は、以下のとおりとなっている。 

 

項目 

「そう思う」 

「どちらかといえばそう思う」 

の合計値 

①地域の子育て支援に関する情報が得やすい 47.8％ 

②地域の子育て支援サービスや施設が利用しやすい 56.1％ 

③希望したときに、希望した保育サービスが利用できている 38.6％ 

④子育てについて悩んだときに相談できている 58.4％ 

⑤地域の人が自分の子育てを支えてくれていると感じる 38.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.2 

12.3 

4.5 

12.3 

6.5 

40.6 

43.8 

34.1 

46.1 

31.8 

37.3 

29.1 
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①地域の子育て支援に関する情報が得やすい

②地域の子育て支援サービスや施設が

利用しやすい

③希望したときに、希望した保育サービスが

利用できている

④子育てについて悩んだときに相談できている

⑤地域の人が自分の子育てを支えてくれていると

感じる

就学前児童 n=584

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答
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問４３ 今後も継続して取手市に住み子育てをする予定ですか。 

（１つのみ、取手市外への転出を考えている方は理由をお答えください。） 

 

取手市での居住意向については、「これからも取手市に住み子育てしたい」が 86.6％、「取手市外

への転出を考えている」が 10.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●『取手市外への転出を考えている』と回答した方の転出理由 

転出理由については、「教育・保育・子育て支援に不満がある」が 36.5％、「上記以外の理由」が

57.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４４ 取手市における子育ての環境や支援への満足度をお答えください。（１つのみ） 

 

取手市の子育て環境や支援への満足度については、「ふつう」が 44.7％で最も高く、次いで「や

や低い」が 21.4％、「やや高い」が 17.5％となっている。 

また、高いの割合（「やや高い」と「高い」の合計値）は 20.4％、低いの割合（「やや低い」と「低

い」の合計値）は 32.2％と、低いの割合が 11.8ポイント上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

86.6 10.8 2.6 
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就学前児童

n=584

これからも取手市に住み子育てしたい 取手市外への転出を考えている 無回答

36.5 57.1 6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=63

教育・保育・子育て支援に不満がある 上記以外の理由 無回答

10.8 21.4 44.7 17.5 

2.9 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童

n=584

低い やや低い ふつう やや高い 高い 無回答
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問４５ 最後に、取手市における子育ての環境や支援に関してご意見がございましたらご自由にご記入

ください。 

 

全部で 314 の回答があり、内訳は以下のとおりである。ひとりの対象者が複数の項目に関して言

及している場合もあるが、ここでは主な意見を１つとして分類してある。 

 

分類項目 件数 

１ 経済的支援について 52件 

２ 遊び場、公園、交流について 48件 

３ 幼稚園、保育所（園）、認定こども園について 42件 

４ 子育て支援全般について 30件 

５ 市政について 28件 

６ 保健・医療、医療費について 24件 

７ 学校・教育について 12件 

８ 安心・安全について 12件 

９ 子育て支援センターについて 10件 

10 交通網の整備・利便性について 10件 

11 情報提供について 9件 

12 放課後児童クラブについて 7件 

13 ウェルネスプラザについて 6件 

14 障害・発達について 6件 

15 ＢＰプログラムについて 5件 

16 一時預かりについて 4件 

17 児童館について 4件 

18 その他 5件 

 

 

●取手第一中学校区域の内容 

取手市役所の窓口対応が非常に悪い（課により）。とくに昼休みの時間帯に行くとあからさまに嫌な顔を

される。また、保育園等の申請に行きたくても平日は仕事で行けない。月に１度くらい、土曜か夜あけて

ほしい。またはオンライン申請。家から遠い園に仕方なく通園しているが転園だと慣らし保育があるので

転園も出来ない。早朝保育や預かり保育も先生があまりおらず、目を離しているのに別料金がかかるので

不満。仕事で仕方なく早朝から預けるのだから料金は市で負担して欲しい。 

外遊びできる場所が欲しい。産後ケアの日数と期間を増やして欲しい。 

取手市の全体的な道路の問題ですが、ベビーカーを使用するには苦労する道が多く散歩や近所へ用事で利

用するのも大変でした。妊婦の時（出産時）に産婦人科へ行く際のタクシーがなく不安でした。駅から近

い公園とか出来るといいなといつも思っています。今年度初めごろに取手ママフレＷｅｂか、取手市の子

育て時のＨＰを検索した時、新しい情報やページが更新されていなく困りました。 

冬の時期は、17時に鳴る鐘（夕焼け小焼け）を 16時半に鳴らしてほしい。 

上の子が鐘が鳴るまで帰らないので、冬の暗い公園で遊ぶのにつきあわされるので。他のママさんたちも、

16時半になってほしいと言っている方が多くいます。 

希望して認可外保育園に復帰時（仕事）から預けています。平日は休みがあるので、その日も快く預かっ

てくれて、自分の時間も持て、保育方針も気に入っています。しかし３歳児まで金銭的支援がないのは残
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念です。４歳になる頃には勤務時間がさらに長くなりそうなので、その時にはファミサポさんなど送り迎

えのお手伝いをしてもらいたいなと思っています。シフト制の現在の仕事を正社員で今後も続けたいので、

なるべく職場に迷惑がかからないよう、病児保育施設がもう少し増えたらいいなと思います。予約できな

い時もありますが、いつも本当に助かっています。それにより今後２人目も考えたいです。 

こんなのやってもイミないくらい子どもたちへの支援がクソです。生い先短い老人より先のある子どもに

もっと支援してください。何年も前から言っていますが、改善されないので、こういう手紙やアンケート

は全くイミないです。二度と送ってくんな。 

こちらが調べないと、手に入らない情報が多い。 

平日、毎日のように子育て支援センターを利用させてもらっています。家庭保育だけでは補えない育児や

教育を得られる場所でとてもありがたく思っています。先日、子育て支援センターによるバス遠足を利用

しましたが、あのような行事がたくさんあるともっと嬉しいです。取手市の子育て支援はとても充実して

いて助かっています。 

前の項目で書いたが、多子家庭への支援を検討してほしい（守谷市でも 2021年より始まっています）。

ヘルパーの派遣など。また最近取手に引っ越してきたが、小児科の少なさにとても驚いているので誘致を

してほしい。小児科専門の「メープル子どもクリニック」など殺到していて業務が回っていない。道路な

どのインフラもガタガタだし、子供向けのイベントも少なく公園も古いものばかりで正直子育てに関して

は龍ケ崎や守谷にすればよかったと後悔している。 

病院が少なく、発熱外来などなかなか予約できずコロナの時や、インフルエンザの時もとても大変な思い

をしました。小児科を充実させて欲しいです。小児科でも検査をできるようにして欲しいです。我孫子市

では、医療費 300円と伺いました。取手も、もう少し子どもの医療費を安くしてもらえたら嬉しいです。 

公園等、子どもが利用する場所のトイレの清潔さ。ベビーベッド（おむつ替え）などの設置。外灯を増や

したり安全できれいな町になってほしいです。 

未就学児・児童合わせて３人育てている現状としては、本当にもっと給付金があればなぁ。と思うことが

多々あります。今後の児童手当についても変わっていくとニュースなどで見て少し将来不安にもなるため、

取手市独自の手当などができれば大変助かります。 

保育士さんへの手当を充実させて、保育園の受け入れ数を多くして欲しい。不可能な場合には、育休を延

長せざる得ない家庭へは市からの援助や手当てが欲しい。 

保育所の環境はいいが、休日（祝日など）も仕事なのでシフト制、日・祝の預かりや、病児保育のネット

予約など仕事が休みづらい家庭にも対応してもらいたい。 

東京都のように、ベビーシッター助成を作ってほしいです。現在も取手市にはファミリーサポートや一時

預かりのようなサービスがあるのは知っていますが、実際に短時間子どものお世話をお願いしたいのは、

かなり緊急な場合が多いと思います（親の病気や親が仕事の調整をしづらい等）。そういった場合にすぐ

ベビーシッターさんを依頼できる（助成ありで）と、安心して働けます。 

子育てや、子供がいる家庭への支援が少ないと思う。高齢者の方が優遇されていると感じる。公園で遊ん

でいても高齢の方が「うるさい」と叱りつけてくることもある。小学校の学童保育は連絡体制も悪くあま

り質が良くないと思う。保育園の方が良かったので、お金払っても良いからもっと充実したサービスや支

援も検討してほしい。 

子どもの発達の相談をする時、何度も同じ事を聞かれたり書類を書かなければならず大変だった（保健セ

ンター、市役所、社会福祉協議会、発達センターなど）。親はこれ以外に病院や幼稚園にも同じ話をしな

ければならないのでせめて市の中では統一して情報を共有してほしい。子どもの出産と上の子の小学校入

学の時期が重なったため、ファミリーサポートを使用したかったが条件が合わず使用できなかった。もっ

と柔軟に対応できるようにしてほしい。小学生の子どもが遊べるような場所がないので児童館ができると

うれしい。小学生の子どもがいて、他の小学校の話を聞く機会があるが、同じ取手市内の小学校で同じ学

年なのに、あまりに違っていて心配になる。宿題の量や、臨時休校になった時のオンライン授業の時間数

や内容、質が学校によってかなり差があるようなので通う小学校によってかなり学力の差が生まれている

のではないかと思う。子どもが学校を休んでしまった時、ノートを写させてもらうのが難しいのでコピー

を学校でできるようにしてほしい。高校生であれば携帯で写真を撮ったり帰りにコンビニでコピーをとれ

るが小・中学生はできない。休み時間はトイレや教室移動で時間がない。ノートを学校に置いてくること

が多いので借りにくいし、写真を撮って送ってもらうこともできない。ノートを借りてしまうと、次の日

体調が悪くなり学校に行けなくなった時返せない。特に算数はほぼ毎日授業があるし、日々の積み重ねが

大事な科目なので、ノートのコピーがあればとても助かる。４月からラーケーションも始まり、休む機会

も増えると思うのでぜひやってほしい。近くの市町村では英検のテストが無料で受けられる所もあるよう
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なので、取手市でも無料で受けられるようになるとうれしい。以上です。子育てしやすい市になってくれ

るとうれしいです。ありがとうございました。 

大きめの公園がほしい。道が細く危険な所が多い。子ども達が集まりやすい場所がもっとほしい。 

・情報が少なく困っている方は多い・相談場所が足がなく通えない時がある・子ども向けの地域行事等（お

祭りやちょっとした習い事）増えると、他者との交流が増えると思う。 

保育園を卒園するにあたり、小１の壁を感じています。入学にあたり就労時間や雇用形態を変えるまたは

転職せざるを得ないかという状態。そういう家庭は多くあると思うので、子どもを預かってくれる場所を

児童にもほしい。経済的支援もほしい。フルタイムで働きたくとも預かってくれる場がないので。 

牛久市から引越しをしてきましたが、子育てサービス、小児科などの医療が少ないと感じました。インフ

ルエンザなどの予防接種なども補助額が少なく負担が大きい。小児科が少なく、病院が混んでいる又選べ

ない。大人の病院も少なく、結局牛久まで通院している。全体的に古い気がします。正直、家を購入しな

ければ牛久、つくばで子育てしたいなと思っています。今の取手の子育て支援はまだまだな気がします。

今後に期待します。 

子育て支援に係る正規職員の増加と労働環境改善を希望します。 

子育てのための施設が少ない。行きづらい(駐車場・雰囲気・広さ)。常総線から取手駅についた時、エレベ

ーターがなく、ベビーカーがすごく大変だった。子どものためのきれいで広々とした場所が少ない。全体

的に古い。子育て環境として取手市が他の市に比べて良いというものがない。保育園が少ない。 

家族で気軽に楽しめる場所が少ないため、改善していただきたいです（支援センターは開所時間が短く、

小学生以上は入れない、土日も空いていないため兄弟で遊ばせられません。また、遊具がたくさんあるよ

うな大きな公園もないため市外まで行くしかなく不便です）。ウェルネスプラザのキッズルームはとても

良いですが、１時間制のためゆっくり出来ません。流山市やつくば市のように子育て世帯（特に共働き）

向けのサービスや公立校の教育の充実に力を入れて頂けると今後も取手市で子育てしていきたいなと思え

ます。宜しくお願いします。 

取手市内や近隣に親や親せきがいない家庭のための支援を充実させてほしい。子どもが体調をくずして自

分たちも体調をくずしてしまった時、預け先や手伝ってくれる人がいないので、体調が悪いまま子どもの

世話をしなければならずとても辛い。有休も子どもの看病ですぐになくなってしまうので、自分が通院し

たい時や用事がある時でも休むことができない。 

習い事の送迎が難しいため、遅くまで預かれる学童や課外授業が充実した民間の学童など送迎負担のない

習い事事業を増やしてほしいです。働くためのサポート環境も大事ですが、人に頼むことよりも、仕事を

辞めて収入減でも子育てができるような持続的な支援金のサポートが一番欲しいです。自分の子どもはや

はり自分で育てたいというのが本音です。 

取手市は子育てがしにくい。義両親の家が近いから何かあった際、助け合えると思い住んでいるだけで、

このまちが魅力的だからいるわけではない。実際住んでみても、今まで住んでいた他府県のほうがはるか

に子育て支援が充実していた。特に妊婦への支援に所得制限をかけている事に対しては呆れた。なぜたっ

たそれっぽっちの税収をおさえたのか意味不明。高額納税者ほど不利。周りの友達にも話して驚かれます。 

・こども発達センターの店員数が少ない・療育施設の空きがなく市外まで通っているので、市内にもっと

増やしてほしい。・子ども嫌いで少しでもうるさいと感じるとすぐ警察に通報する近所の人がいるので、

そういう人に対して対応してくれる専門の人がいてくれたら助かる。 

小学生以上の子どもに対する支援をもっと充実させてほしい。学童だけではなく、放課後の支援があれば

と思う。例えば学習をサポートしたりスポーツをできるようにするなど、小さい子のサポートは割として

いただいていると感じています。 

医療費、学費、保育料、ランドセル等の費用など補助がよりあるとうれしいです。 

ランドセルを市からプレゼントしてほしい。公園や雨の日に遊べる子供の遊び場が欲しい。病院に行きづ

らい（予約が取りづらい）。 

子供の医療費がタダになってほしい。おむつ代の助成。 

子どもの医療費 600 円は高い。公園の遊具が古い。新しい遊具や大型遊具を作ってほしい。他県のよう

に（東京）月 5,000円の給付や授業料無償にしてほしい。 

経済状況、家庭環境、個人の発達を総合的に診れる窓口（人材）が居ると助かります。 

駅前開発、よく分からないロータリーを作るなら、公園を作って欲しかったです。出産祝い、プレイルー

ムの無料券５枚は助かりますが、もうちょっとがんばって欲しいです。支援センターや一時利用の先生方

にはいつもお世話になっています。ありがとうございます。 
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マル福がもう少し安いと助かります。また、電動付き自転車の補助などオリジナルの補助金制度があると

うれしいです。 

保育料の負担を減らしてもらえるとありがたいです。子どもが２人いますが、４学年離れているため、現

在保育料半額ですが、学校に入ってしまうと下の子の保育料が満額になるときついところがあります。周

りも歳が離れた兄弟の家庭も多いので、保育料が下がるととてもありがたいです。 

マル福、妊婦のマル福などとても助かります。移住支援制度を使って引っ越してきて１番後悔したのが小

学生のＰＴＡです。強制参加、その他費用と一緒に強制的に引き落としされるＰＴＡ会費、ポイント制に

よる役員の強制など、「あなたは０ポイント」という手紙をもらった時のショックは大きかったです。「Ｐ

ＴＡは任意参加である」などガイドラインを出している自治体もありますが、そういう啓蒙をしていただ

きたいです。保育園の父母会費。市役所に聞いても麦茶代など園によるという回答で使途不明で他県はそ

ういった会費は不要でした。保育料のみで運営してほしいし、保育園でＰＴＡ会長をしている知人がクリ

スマスプレゼントなど子供達に還元されるのに「払ってくれない」人がいると苦労していましたが、係を

する親の負担にもなります。行政が入って整えてほしいです。他県の保育園は（子供が多い都市です）複

数通園し見学しましたが、どこも父母会費は不要でした。保育園のＰＴＡなど役割も不要でした。親の負

担のない保育園、学校運営をしてほしいです。家庭教育学級も不要です。今ＳＮＳでいくらでも習い事は

みつけられます。講師料が安いですし、知人の委員長が講師を探してお手紙を作って市に報告書を提出す

るのにとても苦労しました。タダでやる仕事じゃないです。体操服が高すぎる。イオンやイトーヨーカド

ーで白とネイビーの体操服が手に入りますが、個人のお店でいつもお休みで買えなかったり不便かつ高い。

その上バザー。集めて再配布する時間、人手を考えたらムダが多すぎる。ＰＴＡ奉仕作業という名の強制

作業。業者に委託するなり元ＰＴＡ会長の市長にしっかり予算請求してほしい。 

・保育所などの利用のしやすさや、育休への取り組みについて更に手厚く支援をお願いしたいです・小児

の医療体制への支援を更にお願いいたします。 

市長はどの程度、子育てや教育に関心があるのでしょうか。就任されてから、目に見えた変化がありませ

ん。出生率が下がり、子どもの自殺率が上がっている。不登校も増えているこの状況で、未来を担う子ど

もを大事にするという姿がみえません。１万円給付も補助金ありきです。全てに親が責任を持つ、要望が

あるからあれもこれも公的サービスとしてその時の負担を減らすようなどちらかに偏っていたり、一時し

のぎのものではなく、社会全体でお互いに支え合う町にしていってほしいです。生産年齢人口も少なくな

っていくこれからを考えると、イオンの誘致にお金を使うのではなく、子どもたちの未来に投資してほし

いと切に願います。利権から脱して下さい。 

小中学校の給食の充実。 

小さい子どもからお年寄りまで皆幸せを感じられる取手市でありますように。地震が多いので、避難訓練

してみても。色々なことを考えて行動できるのか調べてみたい。 

母の祖父が亡くなった等、葬式、火葬の時、一時預かりに電話したが、急な予約は空きなしと言われた。

そもそも人が死ぬというのは、いつなのか分からないから、空きなしは困る。本当に預けたいのに空きな

し。最期の別れもできず、とても心残り、人生の最期は立ち合いたかった。ひ孫をとても喜んでくれて、

「ありがとう」と最期言いたかった。仕事よりも、人の死の方が一時預り必要だと思う。毎日心残りで罪

悪感に駆られ、自分を責める。 

保育園に入りにくい。年度途中からだと入りにくい為、１才まで育児休業を取得したいが、０才時の状況

で預けなければならない。駅の近くに保育園が少ない為、通勤で電車を使用する場合、車で園に送り、そ

のあと車を自宅に置き、その後で駅に向かわなければならない。もしくは駅の近くに駐車場を借りなけれ

ば難しい。一時保育を時々利用していて、助かっている。しかし、以前ぎっくり腰になりまったく動けず、

預け先を急きょ探したが、全ての園で次の日はもう埋まっているもしくは預けれない、一週間後なら預け

られますといった返事だった。急病の時にどうすればよいのか。市役所にもその時相談したが預けれる施

設はなく、夫に仕事を休んでもらうほか選択肢がなかった。一時保育も、通院等の理由以外、リフレッシ

ュ目的でも利用してよい事を周知してほしい。預けにくさを感じる（結局リフレッシュ目的で利用した事

は 1度もありません）。駅近に保育園が出来ると助かる（もしくは流山市のように駅でバスのピックアッ

プして送迎するシステムがあると共働き世代には助かります）。 

公園の遊具が充実していない。都会でもアスレチックのある公園がたくさんあった。旧井野小グランドや

旧舟山保育所など空地になっている状況なので子供達が遊べる場所を増やしてほしい。 

家の近くに公園が少ない。あっても草がぼうぼうで使えない日が多い。（他の）子供が遊んでない。 

保育施設の充実や病院の充実を進めて頂きたいと思います。料金も高く考えているが、使用したい時に休

みや終わっている等の事が多く、困る事があります。よろしくお願い致します。 
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小児科が少ない。インフルやコロナの検査をしている所が少ない。電話もつながらず、どうしてよいか分

からないことが何回かあった。新しい住宅をよく見かけるが、公園が少ない。子育て世代が住みたくなる

ような公園がもっとほしい。車が停められるなど。子供の医療費が 600 円は近くと比べても高い。300

円や 200円という話をよく聞く。 

公園の手入れ（草刈りなど）をもっと行ってほしい。遊具を充実させてほしい。子どもの医療費をなくし

てほしい。お金の支援をしてほしい。 

公園（交通公園含む）を増やしてほしい。休日、夜間に診察してくれる病院を増やしてほしい（市内に）。

小堀から取手まで安全に自転車で行くための道路を整備してほしい。取手にイオンモールができると聞き

ました。ただでさえ混む国道６号（特に大利根橋）と利根水郷ラインの道路の混雑が心配です。今後も幼

稚園、学校、市役所等頻繁に行き来しますが、災害時の避難経路も含め、とても心配しています。 

3 歳健診が終わってから、幼稚園以外に相談できる場所を知りません。今、園の中で発達センターに通っ

ている人は、どこからそういう風になって通っているのかわかりません。途中で入れるのか？とか。市で、

子供だよりみたいなのを年２回ぐらい園でもらえるような発刊してほしいです。こういう時はここへ相談・

連絡をみたいな情報ほしいです。発達の事に関しては、ママ友に聞きづらい事もありますので、直接問い

合わせできるようなものがあればと思います。 

支援センターの利用がしにくい。利用時間短すぎる。午後のみ予約なしなのであれば、17 時ぐらいまで

開いていないとお昼寝と被りほとんど利用できない。土・日もやっていないと遊ぶところがない。スーパ

ーやモールにキッズスペースが欲しい（駅ナカ施設も）。ベビーカー利用してると駅ほんとに不便。トイ

レやエレベーターどうにかして欲しい。エレベーターできるの待ってます。 

子供たちの遊べる公園をもっとふやしてほしい。広々としてよく目の届くような場所。 

認可の保育園を増やしてほしい。駅付近の保育園は定員がいっぱいでなかなか入れない。 

とにかく保育所に持っていく荷物 水とう、コップ タオルなどなど 特に月曜日は大変です。お布団は

持って行かなくてもよくなり（長男の時は布団も持ちこみ）楽になりましたが、毎日、フォークやフォー

ク入れを洗う、セットするなど大変手間です。また、夏休みの学童も、希望者には、お弁当を発注できる

システムをつくってほしいです。７・８月はつらいです。駅近くに住んでいるのですが、土手はあります

が遊具がある公園が少なく困っています。土手に遊具はむりですよね。車で遊具がある公園までいくのは

大変です。空き家や空き地を鉄棒とかブランコとかある公園にしてもらえたらななんて思っています。 西

口駅前にマンションも建つので、子育て世代も増えてくることを見越して、駅に公園とかですかね。 

流山市に住む友人と比べると格段に子供への支援が良くない。病院（小児科）もほとんどなく。行くとい

つも予約でいっぱいで診てもらえない。他市は小児科は少なくても診てもらえるだけはある。金銭面や保

健師の対応を見ていつも手が回っていない、不足しており、手厚くないためサービスを受けたくても受け

られない。子育てして行くのに不安がある。施設の整備も古すぎて子連れで遊びに行く場所も限られてい

る。老人が多く子育ては手薄な印象が強い。 

・公園など子どもが遊べる場所が近くにあるといいなと日々思います（車でないと公園に行けないので）。・

こちらのアンケートの項目が多すぎて記入が大変でした。ぜひ、環境や制度の充実をお願いします。 

家から近い場所が幼稚園だったので（当時運転できないのもあり）、子ども２人そこに入園させたが、ど

んなお母さんも子供を預けられる様取手市全部こども園にしてほしいです。運転できないから、介護があ

るからなど、やむを得ず近くの場所しか選べない方は沢山いると思います。そんな時、短時間でしか預け

られない場所しかないと負担が大きい。今の幼稚園でとても満足しているが、こども園だったらもう少し

仕事できるなぁと考える時がある。 

・遊具の整った広い公園がない（駅から歩いて行けるような）・夜間の救急病院がＰＭ11時までで、それ

以降の急な体調不良の時に行ける病院が遠い・取手図書館が古い。赤ちゃんなど連れて行った時のトイレ

の設備が整っていなくて不便だった。・眼科や婦人科、耳鼻科、皮膚科、小児科などが少なくどこも混ん

でいる。病院を増やしてほしい。 

スクールゾーン、子ども達の通学路の安全性。歩道と車道が危険な所があるように感じます。 

０歳～利用できる保育所を増やし、保育士を増やしてほしい。自分ではないが、仕事へ復帰のタイミング

で保育所へ預けられないケースを多く聞きます。また、駅前に保育所が無いため市外へ出た方もいます。

一時保育も１歳～ではなく６か月くらいから利用できればと思います。働くすべての方が産休、育休をと

れるわけではないという事をご理解頂きたいです。 

現在、母である私は働いておらず両親の手も借りられるため一時保育もほとんど利用したことはないので

すが、保育の手が充実して私のようなものでも罪悪感なく一時保育が利用できるようになると普段のメン
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タル的にも安心だと思います。今は難しいと思いますが、だれでも保育が実現するようになることを楽し

みにしております。 

ダブルケアという言葉を初めて聞きました。数年後、配偶者の両親を介護する可能性があるため、心配で

す。安心して相談できるよう情報など知りたいと思いました（どこで誰に何を相談したらよいか）。 

他の市より子どもが遊べる施設が少なすぎると思います。ＪＲ取手駅付近に室内型の施設があれば良いの

になと（子ども連れでないと入場できない様な）。室外の大型遊具がある公園も。近いのにまったくちが

う。松戸市や流山市がとてもうらやましいです。高齢者のマナー、モラル低下がすごいです。道路で右左

折の合図なしでいきなり曲がってきたり（車）するので危なくて子どもだけで歩かせるのが不安です。見

知らぬ妊婦のおなかをさわったり、「母乳？」と聞くのはセクハラだという事等、高齢者のマナー、モラ

ル向上の機会を作って、子育て中の人が生活しやすい様にしてほしいです。とても住みにくいです。 

子どもたちを安心して預けられる保育所や園をいつも運営してくださって、先生方たちもとてもよく見て

くれてる事をすごく感謝しています。保育に関する事はもうほとんど不自由なくやっていけてるが、子育

てしながら仕事をしているパパ、ママたちにももっとよりそう地域や市であってほしい。子育て世代にも

っと優しい市や地域であってほしい。 

ＢＰプログラムに参加できてよかった。第二子の時にもあったら利用したかったので第二子のＢＰプログ

ラムもあるといいと思う。 

 

●取手第二中学校区域の内容 

近隣他市のような大きな遊具のある広い公園がほしい。スクールバスの導入（通学に時間がかかり子ども

の負担が大きい。また、歩道がない箇所があり事故が心配）。あったらいいなぁ程度で現状そこまで大き

な不満はありません。 

一時保育をもっと利用しやすくして欲しい（すぐ満員になる）。子ども対象のイベントなどもっと増やし

て欲しい。 

以前住んでいた地域は医療費が無償だった。給食費も無償の地域がある（小学校、同じ茨城県内）県内で

差があるのが残念。給食もおいしくない、少ない。３人目、昨年は副食費が無料でしたが、今年は対象外

になるという、意味のわからない制度。 

公園の遊具がどこも一緒でつまらない（古い）。特長のある公園を作って欲しい。２人兄弟でも、女、男、

女、女では、かかる費用が全くちがうので支援が必要（服や物を共有できれば少しは楽だが）。２人と３

人兄弟では本当に教育費や食費（でかけるのにも軽では無理）旅費が違いすぎる。負担が大きい。駒場団

地内の公園を充実させてほしい。ブランコが欲しいです。 

ＢＰ１の集まりは大変良いものでした（行くのに多少ハードル高かったですが、参加して良かったと思っ

ています）。 

小さな子どもが遊べる公園が少なくて、本当に外で遊ばせる所がなくて困っています。３歳以下が遊べる

遊具のある公園を作ってほしいです。 

子どもが乳児のころ、支援センターに行ったことがありますが、皆さまとても感じがよく、行って良かっ

たです。ただ、私どもの場合、近所の方々がやさしく、あまりに育児に協力的だったため、近所の公園で

遊ぶ方が色々な方々と関われたため、市の様々なご支援のうち利用させていただかなかったものは多いの

ですが、環境はとても良いと思います。 

第３子妊娠時、陣痛タクシー等がなく、夫や祖父母が不在のタイミングで産気づいてしまったらとの不安

がとても大きかった。市役所や保健センターに問い合わせても結論「自分で何とかして」というものでが

っかり。子育て支援策もパッとせず、今度取手で子育てしたいという世帯はどんどん減るのでは。 

ポイント制で保育園の入園の有無を問うのはよいが、例外的な者に対しての対応がない。マイノリティー

は損をしていると感じる。 

子育て支援に関する情報を目にしない。どこにあるのかわからない。子育て支援の定期的なフリーペーパ

ーや専用のサイトが必要。今の取手市のサイト見づらい、分りにくい。新居を購入したので、転出予定は

ないが、子育てしづらい。今は子どもたちもある程度大きくなったが、赤ちゃん時期は大変だった。サポ

ートがあるのかもしれないが、伝わらない。情報が得られない。資金の支援や、補助金（習い事に使える

金額）などのサポートがあれば教育支援になるし、子どもの未来への貯蓄（可能性、将来性）になるので

はないか。どこも値上がりし、やらせたいのにできる環境じゃない。 

夜間の救急の受入先が取手市には無い。市のパンフレットにはＪＡが記載されているが、意味がなかった。

小児科増えてほしい。公園の草刈りと、充実した遊具が少ないと感じる。 
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子供の歩きやすい、ガードレールの付いている歩道が増えてほしい。 

市で食品や日用品の宅配サービスがあったら助かる。交通マナーの為に警察の見守りを増やしてほしい。 

2023年に市外より転入しました。駅近の保育園が少ないことに驚きました。入園できるまでに数カ月待

機児童になりました。取手は千葉県内や都内に通勤する人も多いのに、なぜ駅近に園が少ないのでしょう

か。戸頭などの保育園は十分空きがあるので需要と供給があっていません。また保育園に車で送迎してい

る人が多いことに驚きました。車で来なければいけないくらい保育園が近くにないのでしょうか。駅近で

20時まで預かっていただける園ができてほしいです。都内でフルタイムで働いている者より。 

他の地域とくらべ、子育ての環境・支援は良くないと思う。 

実家は田舎にあるが、あちらの方が充実している。 

情報がなかなか伝わってこないので、後から気になるイベントがあったことを知ったりする。もう少し情

報共有のためのソースがあると良いと思う。 

・道路環境が悪く、ベビーカーでの移動が大変。（取手駅西口交差点の信号が早い、横断歩道と歩道の間

に段差があるので危険）。 

・１歳児クラスの待機児童が多い、希望の園に入れない、取手駅付近に保育園が少ない（募集が少ないの

で入れない）ため車等での通園になる→都内への通勤との両立が大変。 

・取手市内に産院が少ない。 

保育所はアットホームで小さい頃からあたたかく保育をしてくださり助かっており、感謝しております。 

３歳、５歳健診のあとに就学前健診がありますが、学校ではなく、発達の面で５才くらいに健診（発達検

査など）があるといいなと感じております。 

私は生まれも育ちも取手市で、結婚後も取手市に住んでいます。ですが妻は県外出身で結婚を機に取手市

に移住してくれました。そんな中で子供を授かり出産し、ともに初めての育児ですので、不安や分からな

いことがある中、生活してきました。取手市からは（保健センター）定期的に連絡いただけていてありが

たいものの、移住してきて知人も少なく、すぐにママ友を作りたいという心情になる余裕がない時もあり、

コミュニティーに前向きに参加できない時も多いのではと思いました。夫である私がそこまでも含めてサ

ポート出来たらベストなのですが、育児経験のある職員さんや女性の職員さんとの方がより経験として支

えてあげられることが多いのかと。とりとめのない話になって恐縮ですが、お母さん方にとって負担や手

間が極限までない支援が、拡充したらいいなと思いました。 

以前、保健センターで育児について相談しましたが、最近追加された育休について知らないようでした。

相談に乗るのであれば、最低限の知識はもっておいて欲しいと感じました。 

図書館にアクセスしづらいので（車未所持の場合）本庁舎に図書館、または移動図書のようなサービスが

あると嬉しい。 

取手市全体が（日本全体ではあるが）高齢化しており、幼稚園を離れると同じ世代との交流がかなり減っ

てしまう。公園の数も少ない、整備させておらず利用しづらい。年に数回行われているウェルネスプラザ

のイベントは子連れでも楽しめるためよく利用させていただいている。今度も継続してほしい。藤代図書

館だけでなく、取手図書館でもＤＶＤの視聴ができると嬉しい。もっと子どもに関する食育や発達、心の

育て方などについての講演や学ぶことのできる機会がほしい。 

コロナ・値上げなど物価高騰の中、子に対しての対策の違いが他市とこんなにも差があるのだと痛感した。

取手は特に、これと言って日用品（子供のもの）を買いに行ける所もなければ、西２丁目辺りはスーパー

すらない。高齢者がほとんどのマンションで、先日もアクセル、ブレーキのふみ間違いがあった（車じゃ

ないと買い物できず高齢者が車に乗る）。その高齢者のせいで、もし子供の命がと思うととても不安（通

園の道路だったので）。子は年齢が開いてもお金もかかる。第一子・二子というのは、きちんと上から教

えてもらいたい。 

年の差兄弟は何かと損。 

あと、児童手当て、産まれ月で差がでるのもやめてほしい。 

子どもが小さい内はウェルネスのキッズプレイルームか支援センターなど遊べる場所があったが、体が大

きくなるにつれ、そのような場所が少ないと感じる（守谷や柏の葉、おおたかの森 etc に行くことが多く

なった）。認定こども園に通わせているが、預かり保育のハードルが高い（仕事をしているが１号です）。

「この日は１号は預かりできません」があったり、仕事が休みだったら子どもと過ごしてほしい圧を感じ

るので、自分のための時間はなかなかとれない。白山保育所の子育て支援センターには大変お世話になり

ました。先生方には感謝感謝です。市のＢＰプログラムに参加して良かった。産後、出かけるのは面倒く

さかったが、つながりができたし、今でも連絡取り合ったりしている。取手市に住んでいたのにＢＰプロ

グラムをしらないママ友がいました。産後、体調が悪かったりすると案内されなかったりするのでしょう
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か。そのまま友は参加できなかった（知らなかった）ことをとても残念がっていました。十分に情報がい

き渡るようにしてほしいです。 

現在定期的に利用しているこども園がキッズルーム（ウェルネスプラザ）では、関わる方たちが皆優しく

とても満足しています。子どもも安心して行きたがる環境になっています。これから年齢も上がるので、

教育的なワークショップなどのイベントがあるといいなあと思います。 

第一子は以前どんぐり保育園に通っており、両親とも日曜日に仕事が入った際、休日保育を利用していた

が、今年度から受け入れをやめてしまったため、第二子の育休終了後どうすれば良いのか悩んでいる。母

親側（小売業・正社員）の働き方を変えるか、高速で 1時間以上かけて実家に預け、とんぼ帰りして出社

するかのどちらかになると思うが、平日休ませて土日登園できるようなサービス業や小売業の親子が利用

しやすい保育所があるとありがたい。 

個人的な要望になってしまうかもしれませんが、在宅勤務と子どもの看護をする際、ベビーシッターを頼

めるサービスが市内にあると良いと思います。子どもの熱が下がってから、本人が元気でも１日は休まな

いといけないので、その時間が毎回親子ともフラストレーションが溜まってしまいます（親：仕事をした

い、子：遊んでほしい）。大型遊具のある公園の設置（例：龍ケ崎市の龍ヶ岡公園）、土日に預けられる

施設、一緒に遊びに行ける施設（子育て支援センター等）が取手市内にあるととても便利で助かります。 

・児童館があればよいと思う。・上の子が小学生の場合、送迎時間と保育園の開園時間が合わないなど問

題がありとても困りました。・長期休み中の勤務時の預かりが（正月、ＧＷなど）頼めないのが困ります。 

他の市区町村に比べ医療費が高い（これだけでも子育てに力を入れてないと思われる）。小児科や幼児教

室等が少なく、近隣の市に行っているので、もっと誘致してもらいたい。家があるから住み続けているが、

知人に聞かれた時、子育て環境をおすすめできない（やめた方がいいと言わざるを得ない）。 

マル福の自己負担が他の市町村と比較して高いと感じます。歩道が狭い等、危険と感じる道路が多く、登

校時など不安です。 

以前メールをしたことがあるが、ゆめみ野にしか力を入れていないように感じる。公園の砂が固くて遊べ

ない。道にツタがはっていて歩けない状況を放置していて何が子育てサービスなんだと思う。子どもが多

い少ないに関わらず全地域に目を向け、子供が安心して暮らせるまちを作ってほしい。言われればやるで

はなく言われずともやるのが当たり前。 

取手市にかかわらず、児童虐待防止対策に力を入れていただきたいと思います。 

子供達の保育所申込みについて、市役所で父（常勤）母（その当時無職）でした。内職が就労に当たるの

か窓口の方に尋ねたところ当たらないとのことでしたが、他の方に尋ねたところ就労にあたると。また４

月入所の申込前に母が面接をしており結果がでるのが12/8に間に合わないかもしれないと相談したとこ

ろ内定書でも OK、すぐに持ってきてもらえば大丈夫と窓口の方にアドバイスを受けましたが、やはり取

手市の就労証明書ではないとダメだと。全て同じ子育て支援課の女性職員さんです。言っている事がコロ

コロ変わり、正確な情報ではない。保育所に入れるかどうか、その子達が私達親にとっても人生が変わる

かもしれない中でこの対応は無いのではないでしょうか。きちんと職員の方を教育して下さい。尚、内定

書の件は職員の方本人に伝えたところ、認めましたが、謝罪はありません。本当にひどいと思います。 

産後、保育園などに入るまでは地域のママ友はいませんでした。都内に住む友人（港区、中野区など）は

産後、同じ月齢、同じエリア（近隣の町内）毎に座談会を区が何度か開いてくれていたので、ママ友がた

くさんできて、また近所なので一緒におでかけしたりと、育児中の孤独感や悩みなどを共有できていて、

うらやましかったです。取手市も産後のママたちを繋げる会など、積極的にやってくれると、例えば産後

うつなども減って幸せな子育てができるのかなといつも思っていました。ぜひご検討いただきたいです。

子育て支援センターウェルネスプラザも利用していましたが、あまり他のお母さんと話す機会はありませ

んでした。 

小児科が少ない。小児科と書いてあっても対応してくれない病院もある。支援センターの予約制をなくし

てほしい。 

子育て世帯の移住促進策は必要と考えますが、日本全体の人口が減少している中ではパイの取り合いにな

ります。定住化の促進とご家庭が望む子どもの人数を育てられるような総合的な支援策を希望します。で

きれば、多子世帯の経済的支援の充実をお願いします。 

東京都に続き高校無償化を希望します。 

いつも丁寧な対応に助かっています。これからもよろしくお願いします。 

コロナ以降、病院にかかりにくくなっているのが本当に困っています。朝一番にしか予約を受け付けても

らえないとか（その後具合が悪くなるともう受付していない）、そもそも運転できないので、余計に大変

で常に子どもの体調が気にかかります。 
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夏休みや冬休みの様な長期休暇の時に学童クラブですが、7：30 開所だとありがたい。8：00 開所だと

仕事に間に合わない。 

近くに祖父母が住んでおらず、一時保育リフレッシュ目的での利用(公立)月一回は少ない。３日前までの

ルールが不便。予約できないことがほとんどです(すでに定員になっている)。４月に面接をしたのにもか

かわらず、２～３か月空いてしまうと「もう一度面接を」と言われ、利用するハードルが上がり、白山以

外では利用していない。 

アンケートを記入にあたって、ギフトカードがほしいです。マル福による給付が少ない（他の県は 300円

のところがある）。小児科が少ない。このアンケートについて意見があります。紙でアンケートを実施し

たのはなぜですか。今の子育て世代ならスマートフォンが使用できるので、QR コードの通知さえすれば

紙のやりとりが減る。また、入力作業も減るのでは？つまりコスト削減できませんか。その分ギフトカー

ドにあてられると考えますが、いかがでしょう。このアンケートをやるにあたり市長も承認している認識

であってますか？ 

周囲の市より教育が遅れすぎている。 

室内の遊び場所が増えてほしい。夕方や寒い時期、真夏と外遊びを１日に何時間も出来ないで家に篭りっ

きりがしんどかったので、おもちゃ、遊具はなくてもいいので乳幼児期、小学低学年が集まれるスペース

がほしい。 

大きな公園が近くにあると良い（駐車場付）。 

せめてコーダに関する知識を持つ人が欲しい。 

大きなショッピングモールを誘致するよりも、子どもたちが思いっきり遊べる公園を増やしてほしい。守

谷市は公園も多く、自転車専用の大きな歩道もあり、とても魅力的に感じてしまう。 

歯っぴぃ教室や健診等、丁寧に対応してくださりありがとうございました。 

遊具がたくさんある公園がほしいです。 

公園をもう少し広くしてほしい（井野台１・２丁目あたり）。 

現在、長男と次男が別々の保育園に通っていて、１人で送迎しているのですが、とても大変です。なので、

そういったところを改善して頂きたいです。兄弟がいる場合は優先して入所できたらありがたいです。 

病気を持っている子供が行ける保育園を増やしてほしい。待機児童を減らせる保育園の数を増やしてほし

い。 

イオンや駅前の開発を完成させて、商業施設を増やしてほしい。保育所の父母会や年長の卒業対策の役員

など、なくしてほしい。 

こども園に通っているが、徒歩で行っているため、地域の方々に声をかけていただく機会が多く、見守っ

ていてもらえている安心感もあり、子育ては安心してできている。だが、小学校への入学を考えた時に、

子どもの性格や環境を考えた上で学区変更をしたいと思ったがスムーズに行かず、悲しく思った。子供も

行きたい！友達と通いたい！という強い思いがあるならば、もう少し柔軟に考えた対応をして頂きたいと

思った。取手市の規則に当てはまるようにこちらがなんとか対応したが、子どもが行きたいと思う学校に

選んでいけるようなところになってほしいと思った。 

道が狭かったり、見通しが悪かったり道がガタガタな所が多く、お散歩の時危ない。また、側溝にフタが

されていない道が危ない。特にほんごう公園の道くらい蓋してもらえませんか？公園のまわりで小さい子

も利用します。落ちそうになっている子を何度か見かけています。大きな公園が戸頭公園くらいしかない

ので、大きな公園を作ってくれるとうれしいです。藤代の運動公園の山に滑り台とかどうですか。ジャブ

ジャブ池もあるとうれしいです。他の市の公園へ行ってます。 

・保育園、学童等の申込が市役所のみなので仕事をしていると大変。駅前で対応可となると良い。・教育

委員会が藤代にあり利用しずらい（車がないため）。 

取手市立の保育所に子どもを預けさせていただいています。保育所に預けられるおかげで、仕事が続けら

れて大変助かりますし、保育所での生活が子供の成長に良い影響を与えてくれていると思います。将来的

に、仕事をしていてもそうでなくても保育施設に子どもを預けられるようになると、とても良いと思いま

す。 

ひとり親世帯、低所得の子育て世帯（非課税）に対しての特別給付金ばかりではなく、市民平等に給付金

の支援をお願いします。生活が苦しいのは皆一緒だと思います。 

桜が咲く時期しか除草されない公園があり、そういった公園はいつでも利用できる環境ではないので（そ

れでは近所に公園がある意味が無いので）せっかくある公園がもっと利用できる状態になれば嬉しいです。 

ＢＰプログラムで出会ったママ友達と半年以上定期的に集まって支え合っています。軽い気持ちでの参加

でしたが、とてもありがたい機会でした。取手駅前に公園が無いので、今後歩くようになったらどこに行
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こうかと不安です。保育園に入れないかもというのが見通しが立てず気持ちもお金も焦るので、待機児童

をなんとかしてほしいです。子供と離れたいときに即座に頼れるところがほしい。気楽に利用できたらそ

ういう場があると思えるだけでも日々の気持ちが違うと思う。今そう思ってなくても、精神的、肉体的に

不安定になる時は誰でもあるので。 

取手駅周辺に思いきり遊べる公園がない 自転車を乗りまわしたりサッカーや運動が出来る広い公園がほ

しい（子どもが行ける距離にほしい）。住宅がどんどん増えているのに、子どもはどこで遊べばいいのか。

きれいな砂場もないのも残念。ウェルネスプラザがきれいで人が集まりやすく安全なのでその周辺をもっ

と子どもが（小学生以上）遊べる環境がほしい。アンケートの件で働いている人間、働いていない人間に

分けたら楽です。すごく長くてよく分からなくなりました。 

病児、病後児保育をもっと増やしてほしい。どんぐり保育園を上の子で何度か利用させてもらったが、コ

ロナ後稼働日自体が減っているようで利用できなかったり、利用する際の準備（書類や荷物）が煩雑で、

利用のハードルが高いので、できるだけ利用しやすい工夫をしてほしいです。民間の学童保育の誘致や補

助もできると高学年になっても預け先の選択肢があり、仕事を続けやすく助かります。 

保育所入園の予定なので、園児にしっかり目が届くように保育士さんたちの負担を減らしてほしい。以前

千葉に住んでいたが、比べると医療費が高いので安くしてほしい。 

遊具が充実している公園が少ないと感じます。子育てで不安があった際に相談することはできても、様子

見で終わってしまうのは残念。即時対応できることはないか提案してもらえると不安な気持ちも少なくな

るし安心できる。保育所の職員の負担軽減は子ども達にもプラスになるので支援してほしい。 

公園の整備をして欲しいです。小さい子どもが遊べる所が少ないと感じます。 

アスレチック等の遊具が充実していて、管理の行き届いた公園があるといいなと思っています。 

取手市から歩いて行ける公園がない。公園で遊んでいたらうるさいと怒られた経験があります。医療費が

我孫子市のように 200～300 円になったら嬉しいです。1 歳６か月健診のときに、ウェルネスで行って

いるうさぎ教室に職員の方から誘って頂いて嬉しかったです。息子も楽しそうに教室に通っていました。

ありがとうございます。 

・室内で子供達（小さい年齢～小学３・４年生位まで）が遊べる、広い空間や遊具ありの施設がほしいで

す。・小児科の病院がもう少しほしいです。 

取手市では、たくさん子供の人口が増えてるにも関わらず、保育園を次々と閉園し、今後どうしていくん

だろうと不安しかない。駅通勤なのに（そういう方はたくさんいます）駅に近い保育園がない、保育士不

足で受け入れ出来ない等、復職後仕事を安心して出来るのかも分からない（不便な場所ばかり空きがある

事もなぜ？と思います）。今回のこのアンケートを通して、市民の声にしっかり耳を傾けて頂き、保育園

不足等改善に努めていただきたいです。よろしくお願いします。 

児童館のような施設があったらいいなと思う。何かと安全面ばかり気になって、（子供のみ）１人で公園

に行かせられないし、子どもも不安があったりする。未就学児の時はまだケアできるが、小学校に行くと

言動が荒い子が多くいるせいか、子供がイライラする事が多くなったと感じる。疲れた子どもが癒される

場があったらいいし、見つけていきたいと思う。短時間で勤務できたり、在宅ワークの充実により、子育

てしながら仕事が出来たらいいと思う。 

療育所の利用回数など、発達の診断出ている子は利用回数を増やすなどしてほしいです。療育に通ってい

る子のママにお話を聞いても家でそんなに手がかかってない子も多く、通うほどでもない子でも、同じ回

数だと満足に療育施設を利用できない等家で見るのが大変なくらい悩んでいる家庭からすると改善して頂

きたいです。 

専業主婦（夫）がいることを前提としない支援策を望みます。歩道がでこぼこしていたり傾いているとこ

ろが多く、ベビーカーをおして歩きにくいです。信号の歩道と車道も段差が多くひっかかります。ガード

レールのない道も多いため車の交通量が多い道は不安です。子連れでも安心して歩けるよう道を整備して

いただきたいです。 

転出者より転入者の方が多い魅力ある取手市にしてほしいです。守谷や柏に負けない商業、教育施設、設

備を充実させて求心力のある生き生きとした街をつくり世帯を増やしてほしいです。そうした取り組みが

結果、子育てに関する環境や支援の向上につながると思います。 

支援センターの予約なしでの利用。一時保育では対応しきれない急な用事。体調不良などの時に預けられ

る場所、地域の人の集落的な開ける場所があると助かります。自分で開けるように市での援助や資格の基

準の確立などやりたいと思っている人の窓口もオープンにしてほしいです。未就学児がいる家庭にお知ら

せやコミュニケーションの案内などを知らせてくれるシステム（例、いちごベビー、はみがき、離乳食、

イベントなど）。みんなで子育てするというあたたかなやりとりのできる取手市にしていきたいです。 
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問 42、２、３で「どちらかといえばそう思わない」と答えた理由ですが、子育て支援センターを利用する

にあたって予約を必要とするのをそろそろ無くしてほしいです。イベントなどの日は人が集まるので予約

制のままでもよいと思いますが、予約という一手間で利用をあきらめている保護者の声をたまに耳にする

のでいつでも気軽に行けるようになったらと思います。そして、一時保育のリフレッシュの利用日を増や

してもらいたいです。予約も３日前からでなく、もう少し早い時期からできると利用がしやすいです。職

員さんの不足などもあると思いますが、ぜひ検討していただきたいです。今はまだ子どもが小さいので支

援センターでよいのですが、小中学生になっても安心して利用できる児童館のような（守谷のミナーデ、

キターレのような）場所もあったら良いなと思います。 

保育園の利用を希望している人が、私自身含め多くいると思います。保育士さんの待遇を市独自で良くし

たり、改善することで取手市の施設で働きたいという保育士さんが増えれば今よりも受け入れ可能な児童

の数も増え「預けたいのに預けられない」という人が減ると思います。 

・大きな公園があると便利（近隣まで行く必要があるため）。・近隣の市では給食費無料、給付金等が充

実している所もあると聞くので、取手市でも取り入れてもらいたい（子育て支援に力を入れてほしい）。・

取手駅付近（取手地区）の保育園が入りにくく遠くまで希望園を出す必要があるので、入りやすくしてほ

しい。 

現在３歳と０歳の子育て中です。両祖父母とも県外の遠方でかつ仕事があり支援はめったにありません。

体調不良は対応できない状況に追い込まれ、何とかするしかないが、とてもつらいです。３歳の子を入園

（満３歳児クラス）させ何とか０歳を育てていますが、春休み、夏休み、冬休みの長期休みは心身ともに

限界を超え、毎日泣きながら怒りながら過ごしていて本当に助けてほしいです。預かり保育は理由が必要

で高額。市の一時保育は就園児の利用不可で自宅でみるしかありません。仕事や介護だけでなく育児疲れ

リフレッシュでも利用させてほしいです。 

取手市の保育サービスや子育て支援事業については概ね満足しています。以前利用したファミリーサポー

トは日程が近付いてしまっていた割に早くサポーターさんが見つかり、無事に預けることができましたが、

もう少しサポーター制度を周知することができれば協力会員さんも増えるのかなと思います。とてもあり

がたいサービスなので続けてほしいです。また、キッズプレイルームや市管理の公園（管理の充実含め）

などを増やしていただけるとありがたいです。 

 

●戸頭・永山中学校区域の内容 

小さい子が遊べる公園が少ない。支援センターはあるが古くて利用したくない。公園の遊具が少ない。０

才～３才は保育料がかかるので補助金などあるとよい。子供の医療費が無料の市もあるためそのようにし

てもらいたい。保育園など第２子、３子は半額、無料になるのが在園中だけなので卒園後の子どもの数も

入れてカウントしてほしい（そのような市もあります）。 

未就学児に対しての子育ての環境（保育施設や地域子育て支援センター等）には、おおむね満足していま

す。就学後の環境、特に放課後児童クラブの質や開所時間については、改善して頂きたいなと思っていま

す。保育士並みの専門性までは求めませんが、指導員の対応や危機管理能力に不安を感じます。他に選択

肢がないので（民間の学童や児童館が取手市にはない）市として取り組みをお願いしたいです。また、開

所時間も近隣の自治体と同じ、７時に早めてもらいたいです。長期休みの間、保護者が送ることが出来ず、

子どものみで登所している子を何人も朝見かけます。子どもの安全のために学童にお願いするのに、これ

では交通事故や連れ去りの危険が発生しています。ご担当課にお伝えいただけますと幸いです。 

小学生の子供の旗当番が大変。仕事が早出の時無理なので仕事を遅れて行っている。帰りは学童ではない

時地域の方が送ってくれていてとても安心、ありがたい。しいの木公園にアスレチックの遊具があったら

嬉しい。夏の暑い日も冬も雨の日も本当にありがとうございます。 

他の自治体から引っ越してきた者です。比較的に言って非常に充実していないというのが実感です。特に、

幼児、小学生低学年における（まだ一人では留守番ができなく保護者が常時必要となる時期）のサポート

を拡充してほしい。病児保育の施設利用は早急に取り込むべきであり施設、人、設備などの準備整備は自

治体の責任である。 

多児の親同士が交友できる様なコミュニティがあればいいと思います。 

・小児科の病院が少なくて困っている。 

・守谷市のように、子ども（小中学生）が遊べるような施設と仕組みを作ってほしい。 

・ウェルネスプラザ内の室内遊び場は時間制限があり、使用しづらい。利用者が少ない施設（少なくする

仕組み）で運営するくらいなら、他の事に税金を使って欲しい。 
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・子育て支援を、もっともっと充実させてほしいです。情報発信も、しつこくなるくらいしないと忙しい

子育て世代には届かないと思います。 

妊娠中から今まで様々な支援があり、嬉しく思っています（プレママ、ＢＰ、支援センター、図書館等）。

新生児訪問の際には、電話で「すぐに行こうか？」と気にかけてくださり、ありがたかったです。市役所

でも保育園に関することを丁寧におしえてもらえました。途中入園を予定しており、そのことも支援セン

ターなどで話すと「４月じゃないと難しいかも」と教えてもらいました。地域や園によって差はあると思

いますが、いつでも保育園を利用できる環境だと良いなとも思います。スーパーなどに行くと、地域の方

が子どもを見て話しかけてくださったり、店員さんがカゴを運んでくれたりと心が温かくなります。地域

との交流もはかりながら、取手での子育てを楽しみたいと思います。様々な支援策をありがとうございま

す。 

未満児でも使いやすい公園遊具の設置をしてほしい（股下ガード付きブランコ等）。公園遊具が少ない。

維持するのにお金がかかるとは思うが、子育て支援にもう少し予算を取ってほしい。市独自の子育て支援

（給付金など）が近隣市町村より明らかに遅い。 

保育園をもっと増やしたり、支援センターのような施設ももっとあると助かります。周りに知り合いも少

なく、子育て世帯も少ない地域のため孤独感を感じやすいです。 

隣の守谷市と比べると子育て支援や児童館、図書館のクオリティーが圧倒的に低いなと感じる。日常的な

生活に支障はないが、そういった面を求めるなら、取手市に今後も住みたいとは全く思いません。 

マル福の自己負担額を減らしてほしい。病院に行くことが多いので。 

・マル福やＢＰなど妊娠、出産時のサポートがあるのは利用して良かった。産後ケアのサービスでは、疲

れている中でウェルネスプラザまで子連れで申請しに行くのは大変だった。何とかＷＥＢ化してほしい（施

設利用の申請、ファミリーサポートの面談 etc）。または家庭への訪問にしてもらえると助かる。利用す

る人が増えると思う。・園に入る前は支援センターをよく利用して助かった。入園後は土日に子どもを気

軽に預けられるところが少ないように感じる。30 分でもみてくれるようなサービスがあると助かる親は

多いと思う。雨の日でも遊ばせられるところも少なくて、守谷市に行くことが多いのも残念です。 

・出産１回５万円の制度がありますが、物価も高くなり５万円では足りません。１回 10 万円にするか、

５万円+ベビー服、おむつ、ミルク or ベビーフードの組み合わせなどを新しく考えてほしいです。・公園

の遊具をもっともっと充実させて、安心安全で遊べるようにしてほしい。・街灯をもっと設置して地域を

明るく安全な環境にしてほしい。 

ウェルネスプラザの様な、子どもが身体を動かせる施設が増えると大変ありがたいです。３才までは、支

援センターをよく利用していましたが、置いてあるおもちゃ等も赤ちゃん向けかな？と、なかなか行きづ

らくなってしまいました。戸頭支援センターの先生方には大変親切に対応して下さり、子どもも懐いて楽

しい時間をすごせたので、置いてあるおもちゃが４～６才用、気軽に相談できる先生の常駐、帰宅後の夕

方や土日の開放があるとうれしいです。アスレチックのある公園やゆめみ野エリアにパン屋さんやカフェ

などの施設があってくれると、若い子育て世代に魅力的だと思います。 

子供食堂を作ってほしい。夏休み等長期休暇の時、仕事をしているため昼食を作る負担が大きい。１号認

定で幼稚園を利用しているが、夏休み等に預かりを利用する時、保育料が高い上、お弁当も作らないとい

けない。一年間毎月５千円ほど給食費を払っているのに納得できない。 

地域の子育て支援センターは他の市にも誇れるすばらしい施設だと思います。ですが、ＢＰに参加してな

い人（一人目の子を取手市で産んでいない）などは、存在すら知らない方がたくさんいます。ＨＰやライ

ンは調べようとしないと行きつかない情報源なので、1年に 1回は支援センターを紹介するチラシをポス

トに入れるなど、調べようとしなくても目に付くような工夫があればもっとたくさんの方に利用してもら

え、助かるママたち増えると思います。あと、今まではコロナもあり難しかったかもしれませんが、おじ

いちゃん、おばあちゃんと関われる場がもっとたくさんあると多方に良い効果があると感じます（もちろ

ん希望者だけですが）。戸頭おやすみ処、一度行きましたが、とても素敵な場所でした。あのような場所

が増えると孤独な老人やママ減ると思います。 

給食費がもっと安くなればいいなと思います。 

不妊治療への補助をもっと充実してほしい。 

取手市の公園のブランコが減ってきている気が。子供たちが大好きなのでまた、公園にブランコを設置し

てほしいです。 

非課税世帯ばかりでなく中間層にも目を向けていただけると嬉しいです。 

土浦は小学生になると全員ランドセルがもらえるのに取手はない。取手市は、なぜか出産費用も高い。高

校も学費がかかる。守谷の公園は、どこもきれいな遊具があるのに、取手は遊具をつけてくれない。千葉
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県は、子供の医療費が１回 200円、取手市は 600円。子供は月２回くらい病院に行くが、３回はなかな

か行かない。３回目から無料でも使う事が中々ない。絶妙って取手市は言うけれど魅力があるのは、千葉

やつくば周りであって、１つも取手市に魅力はない。 

給食費の無償化。 

昨年引っ越して旦那の実家に同居することになったのですが、家の近くの園は定員割れしていて入れる園

は野々井から小文間までかかる園になりました。園はとても良い所ですが、園バスがない時は大変です。

義母ともうまくいかずダブルケアの限界を感じています。助けてほしいです。 

取手市は仕事をしている人にとって、子育てに向いていないまちです。土日預けられる場所がない。病児

保育も定員がいっぱいで無理と断られ、ファミサポも出られる人が限られている。祖父母などに預けるこ

との出来ない人は仕事に行けません。あとは、子供の遊ぶ場所が少ない。守谷は児童館など、土日も開い

ていて、公園も多く遊具もたくさんあります。もっと地域内で遊べる場所を増やしてほしいです。 

妊娠中にプレママ教室などのお手紙を頂いたことがありましたが日程が全て平日で働きながらの人にはと

うてい参加できない時間帯だなと思ったことがあります。今も子どもの習い事などを探した時になかなか

フルタイムで働いている人には難しい時間帯（15 時からとか 16 時から）で子供に教育の機会を与えて

あげたいけれど時間が都合つかないから無理だなと思うことが多いです。 

老人に全てを使いすぎな感じがする。民間企業の誘致なども子供を優先した企業を呼ぶなどして、子供優

先の市にしないと×。タバコを、その辺でいつまでも吸わせているのは×。子どもに優しくないイメージ

になる。 

子どもにお金がかかりすぎる。医療費の無償化だったり、子育て支援を充実させてほしい。物価高もある

のに賃金は上がらないし、保育料などもかかると働いてる方が損している気しかしない。 

子育て支援センターの利用など、電話での予約でなく、ネットで予約状況を見られたり、予約取れたらあ

りがたい。電話で問い合わせしにくい。 

子育てに関しては取手として何か特化したものは感じられないので取手で良かった感は全くない。保育園

料（乳児）高すぎるので公立に預けるのも負担が大きすぎる。第３子を今後保育園にお願いする予定だが、

上の子が小学校にあがるので、第１子扱いの保育園料。働かなきゃ生活できないので預けますが、キツす

ぎるなと思っている。何に関してもお金がかかりすぎる世の中なので、金銭的な支援、保育園料の減額と

かあればどれだけ楽になるかと思う。 

・保育士さんが増えると良いと思いました・高井小学校の人数が多いことに驚いています。学区を分け、

児童を分散した方が良いかと思いました（先生方のご負担が多そう）。 

低所得者ばかりの支援があるが中間層の支援もほしい。 

子ども達が遊ぶ公園や歩く所でのたばこをやめてほしいと思っている。 

子ども達が安心して通えるような児童館や充実した公園の遊具を増やしてほしい。守谷市との子育て環境

の差をとても感じる。英検の受験料補助など取手でも取り入れてほしい。 

土日祝日でも利用できるような無料の児童館ができてほしい。一時保育の定員が少なく、リフレッシュな

どでは希望する日の３日前からしか予約が取れないとほぼ埋まっていて利用できないので、先生を増やし

てその分受け入れる子どもの数を増やしてほしい。 

定期健診の時間を午前中にしてほしい。 

守谷市の支援が一歩先にいっていてうらやましく思う時があります（予防接種や産後ケアの料金等）。近

隣なのでタイミングを合わせてもらえると穏やかに過ごせます。千葉や東京の友人・知人に比べると、取

手市には多子世帯が多いように感じます。多子世帯への補助（保育料減額など）を望みます。このような

アンケートがあったり、保健師さんの対応の良さ、とても気に入っています。いつもありがとうございま

す。 

周りの市に比べて子育てに関する支援は非常に遅れていると思います。金銭的支援をもっと増やしてほし

い。以前守谷市に住んでいましたが、守谷市のほうが支援は多かったように思います。 

育休明け１年で職場復帰しました。R３、８月生まれだったので R４、４月に希望の保育所に申しこみまし

た。しかし落選、仕方なく別の保育園へ R４、８月に入所しました。移籍待ちをしましたが、結局枠は明

かず、R５、４月にようやく入所できました。「希望の保育所は兄弟がいる子しか入れない」と言われるほ

ど激戦区です。移籍の１ポイントがなければ入れませんでした。どうして戸頭北をつぶしてしまったので

しょうか。幼稚園も未満児の受け入れはない年があります。保育所に中々入れず、みんなこまっています。 

隣の守谷市と比べると見劣りする。地域格差を実感している。街灯が少なく通学路等子どもが通る道が夕

方うす暗く今後小学生になった際下校に不安がある。 

マル福の無償化。 
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取手市の子育て世帯が増えてきているが、それに関与する施設や事業所が車移動を基準に考えられた立地

にしかなく、育休中ではあるが孤独感を感じたり、子どもを連れて気軽に遊べる場所が少ない印象です。

特に支援センターは駅から離れているので電車での移動となりなかなか子どもを連れて行くのは大変にな

っています、公園の数は多く助かっていますが、屋内施設（図書館やキッズスペース等）が増えると悪天

候の際や近隣住民への配慮もできるため良いなと思います。また、経済的なサポートは出産前後の一時金

支給で助かりましたが、もう少し継続的な支援があると育児もしやすいなと感じています。どうぞよろし

くお願いします。 

産後赤ちゃんをシッターの方に預けられるサービスがあれば助かると思います。生まれて間もなく普通に

睡眠をとる、そんなあたり前のことができずすごく辛い思いをしました。数時間無理なら 1時間でも、一

人でゆっくり休める時間というのはほんとうにお母さんの助けになると思います。子育て支援センター白

山は、長男が保育園に入園するまで何回も通っていました。施設の方が優しい方ばかりで、保育園に空き

があるかどうか、手続き方法など親身に調べてくださりとても感謝しています。保育園と支援センターの

休みがちょうど重なるのでお礼を言えないのが残念です。 

支援センターは４箇所もあり、イベントもたくさんあり“０歳の時間”もあって安心して楽しく利用でき

そうだなと感じます（年明けに４カ月になるのでデビューしてみようと思います）。ただ、市全体的に公

園が少ない（遊具がなかったり、整備されてるというところだったり）と感じるのと、授乳室が完備され

てる施設が少なく、小さな赤ちゃんを連れて行かなくてはいけない時不便だなと感じます。キッズルーム

や授乳室がついているお店（飲食店も）ができると有難いなと思います。支援に関して、妊娠してから様々

な支援があると知ったので、もっと発信があれば良いのではないかと思います。（「そんな支援があった

んだ、知らなかった。」ではもったいないです。）。 

金銭的支援の充実が必要かと思います。 

子供がボール遊び等をできる公園が少ないので充実させてほしい。未就学児の保育サービス（園や一時預

かりなど）をもっと利用しやすいようにしてほしい。 

公園の遊具をもっと充実させてほしい。 

何より物価高騰の中、入ってくるお金が少しでも多い方がありがたいです。人口の問題等、色々あると思

いますが、学校（特に高校）が少なく感じます。駅付近には集まっていますが、守谷市寄りの地域には通

いやすい高校がなく、将来どう通わせようという不安が少しあります。ただ公園があるのはとてもありが

たく利用させていただいています。近所の宮ノ前ふれあい公園は土地が広いので家族連れが来園しやすく

なればいいのにと思っています。（あのあたりは土地が下がっていて周囲から見えにくいので少し怖いで

す。）伝わりにくい文章で申し訳ありませんが、読んでいただけると幸いです。 

子育てに関する支援や負担のサポートをして欲しいです（オムツ代などの支援、医療費、学校にかかる費

用など）。 

支援センターや保育園が少ない。空きがない。一時保育をもっと気軽に利用したい。 

教育委員会に不満を感じています。一部思い込みの激しい職員がいて、保護者の意向に沿わないことがあ

りました。過去の事件の様な隠蔽体質が改善されていることを願います。 

支援センターや保健センター等で子どもを一緒に見てくれる先生方、職員の方、ママ友に出会うことがで

き、毎日充実した育児をすることができています。このような環境がある取手市で子育てすることができ、

幸せです。一つ心配なことは、中学生の部活終了時間が遅いためか、特に冬期間において、暗くなってか

ら下校している姿を見かけます。安全上、明るいうちに家に着くことがよいと思うので、改善すべき点だ

と考えています。 

本当に利用をしたい時（末子妊娠中に切迫で入院）に、診断書を付けて長女の保育利用を申し出たが結局

利用もできず、市役所に相談しても明確な答えももらえず家族はとても大変でした。保育施設の利用をも

っとしやすくして欲しい。ウェルネスプラザのキッズプレイルーム利用時の駐車料金がかからないように

してもらえるともう少し利用しやすいです。 

地域子育て支援センターでどのようなことを行っているのかよく分からず行くのに躊躇している。市のＨ

Ｐに詳しく載せてくれていると助かるなと思っています（今も載っているとは思うのですが、情報が少な

い…と）。 

自宅の近くの公園は滑り台のみで寂しくあまり行きたがりません。守谷市みたいに遊具を充実して子供の

健康のためにも、公園に力を入れてほしいなと思います。 

・ウェルネスプラザの駐車場料金が高い（守谷市は無料）・戸頭公園の遊具が小学生向けのため、幼児向

けの遊具がほしい・医療費と給食費の無償化・北保育園の跡地が駐車場になっていない理由は（急いで潰
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した意味）。・宮ノ前ふれあい公園の駐車場とトイレの改善・取手のイオン予定では主要駅からバス（柏

イオンのシャトルバスのようなもの）を取り入れてほしい。道、駐車場の混雑予想のため。 

取手市の公園には乳幼児遊具が少ない、ブランコなどはバケツ型の安全なものも増やしてほしい。仕事を

しているため、市の健診等は希望日に対応してもらえるともっとありがたい。 

・保健センターでいつも困り事を相談させてもらっています。どの職員の方も傾聴能力が高く、アドバイ

スも適切で、子どもと一緒にいるのを辛いと思ってしまう私にも、優しく接してもらえてまた育児を頑張

ろうと思えています。・発達センターも月１回利用していますが、人前に出ると一言も発しなくなるうち

の子が、センターの駐車場に着くと喜んで手を叩きます。それくらい先生方に気を許して安心して通えて

いるのだと思います。家以外でも安心できる場所を用意してもらえて継続的に通えることはとても意義の

あることだと思います。確かな知識と技術をもった先生方を今後も配置していただきたく、よろしくお願

い致します。 

最近引っ越してきて、まちの人が子どもにとても優しくて驚きました。お散歩していても声をかけてくだ

さってすごくホッとします。 

小児科を増やして欲しい。 

・子ども医療は全て無料にしてほしい（他県、他市では完全無料だった）。・園給食も無料、または半額

負担してほしい。・これから小学生になるので、学校給食も無料にしてほしい。 

市外で働いているため、保育所も職場の近くが良かった。迎えに行く時間を考えると、働ける時間が短く

なってしまう。取手市ではなく、茨城県内としてサポートしていただけると助かります。 

妊娠～０歳児の今まではいろいろな支援や事業を利用することができ育児をする上で安心できた時もあっ

たが、今後子どもの成長とともにどのような支援やサポートを利用できるか不明。（０歳は手厚いけれど

それ以降は少ない印象）。また公立保育園を増設できると申し込むうえで選択できる幅が広がると思う。 

道路が狭くて危ない。街灯が少なくて危ないので増やしてほしい。公園の遊具の充実をはかってほしい。

ゆめみ野地区にもっと遊具を増やして（ブランコも）。ポイ捨てが多くて困る。ペットの糞などのマナー

も悪い。公園に時計を立ててください。通学にも時間がわからず登校にこまる。 

限られた資源の中で優先順位を付けた対応が必要と思います。 

保育園の時間を 20：00迄にして欲しい。 

子育て支援センターは守谷を利用することがあります。広いので近くに公園などもあり、ネットにも楽し

そうな情報が載っていたりするので行きたくなります。2022年取手に引っ越してきました。前に住んで

いた江戸川区では、歩いて行ける所に、無料動物園があったり、ずっと遊んでいられる公園があったり、

夏は水遊びができたり、子供と行きたくなる（歩いて）場所がたくさんありました。取手の今住んでいる

ゆめみ野はまだ新しいのですが、公園はあっても何もなかったり、あまり行きたいような感じではありま

せん。せっかくたくさんの新しい家ができているので近くに室内でも外でも楽しく遊べる所ができればよ

いなと思います。 

１、ネットで調べた限りこの調査結果が公開されていない。また 23 年も人口減少しているので子育て政

策も功を奏していない。この調査を人・時間・お金をかけてやる意味が分からない。２、この調査自体効

率化した方がよい。例えばＤＭでＱＲコードのみ送付して、スマホ等がない場合のみ電話か返信用ハガキ

で受付し、個別に紙の調査票で対応する。入力規則を実施することで、データ型を統一し、データの加工

と調査員の負担の手間を減らした方がよい。 

コロナ禍の影響で発熱の時に受診しづらい。ＪＡとりでで医師が１人しかいないので対応できないと言わ

れ、わざわざ柏まで行き受診した。県外の病院が対応できるのに県内は対応できないのはどうなのか。病

院の対応方法をいい加減見直すべき。空いている土地があるなら保育所を増やして保育士の助成金など保

育士の確保にもっと力を入れていくべき。 

アンケート実施については、日々の子育てで疲れている中ですので、書類（大変でした）ではなくスマホ

で答えられるようにしてほしい。取手市は守谷市に比べデジタル化、子育て支援に関して遅れているよう

に感じる。また、保育園なども守谷市のほうが魅力的な園が多いように思う。地域に公園がいくつかある

が、すべて同じすべり台のみというように面白味がなく、子どもと遊べる所が少ない。公園で遊ぶのは小

学生よりも未就学児の方が多いです。もう少し小さい子が遊べる環境にしていただきたい（守谷市は公園

によって遊具が違っていて楽しい）。高齢化も進む中、大変かと思いますが、これからの未来を担う子ど

もたちのためにも投資していってほしいと思います。そうすれば若い方達が引っ越したくなると思います。

よろしくお願いします。 

妊娠中、産後のサポートなど少ない気がします。他市の友人に聞くと、出産祝いに現金がもらえたり、ク

ーポンやレンタルサービスなど手厚いサポートがありうらやましかったです。そこのサポート等がない限
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り、また出産したいと思えません。また、私自身悪阻がひどく、１人目を妊娠中に退職させられました（他

市勤務）。それからは主婦をしていますが、そろそろ再就職したいと考えています。元々、幼稚園教諭と

して勤めていましたので、保育系でと考えていますが、希望の時間や給与の低さに他業界で勤めようかと

思ってしまいます。保育士の仕事は本当に大変なんです。もう少し給与や働きやすさが改善されるようご

支援、ご検討お願い致します。市民の声に耳を傾けていただけて嬉しいです。 

龍ケ崎市の龍ヶ岡公園（たつのこやま）にあるような大型のアスレチックのある公園が市内にあると助か

ります。市の管轄ではないかもしれませんが、294号は新取手入口交差点から守谷方面にかけて歩道がな

いまたは狭く、雑草が茂っていたり歩きづらくすれ違いが危険です。ガードレールもなく子どもの通学が

心配です。安心して登下校できる環境にしていただきたいです。木育や自然体験のイベントがあるといい

です。 

もっと公立の保育園をふやしてほしい。月に１度でいいから内診をしてくれる移動車がほしい。定員もふ

やせるように先生たちの確保をしてもらいたい（実際のところ先生がいなく定員が少ない所だらけで公立

とうたっている意味はなんなのかわからない）。給付金を色々つくってもらいたい。働きたくても働き口

がなくて金銭面に困っている。教育にもっと力を入れてもらいたい。英語の先生とも過ごせる環境など支

援センターにもとり入れてもらいたい。車が使えない環境にいる人のことを考えてもらいたい。ゆめみ野

ばかりお金をかけないでほしい。住民税の使い道が知りたい。 

ウェルネスプラザの子ども支援センターで相談に行ったことがあるが、助産師の 1人の方の対応がすごく

悪く、「なんでここに相談するのか？」と言われた。もうここで相談したくないと思ったし産後で精神的

にも辛かったので死にたい気持ちになった。相談に来てと言うわりに連絡が伝わっておらず、何度も同じ

説明が必要。職員の方の質の向上を図って欲しい。安心して相談ができる所にして欲しい。 

茨城全体として、県外企業の誘致で雇用が生まれているのはすばらしいと思いますが、企業はいつ方針転

換するか分かりません。地域の子どもたちがこの取手に住み続けたいと思える自然環境を大切にしながら

開発とバランスを取ってほしいです。人は自然に心癒されるので、工場や企業ばかりの殺ばつとした町に

してほしくない。人が憩い、集える空間、場を意識してほしいです。 

学童保育でも給食を出してほしい（夏休み等、長期休みの時だけでも）。 

子育て世帯が増加しているゆめみ野地区に相談できる施設ができると嬉しい（子育て支援センターや公民

館、児童館など）。車の運転ができないとなかなか地区外へ行くのが大変で、家で子育てしているとスト

レスを感じてしまう事が多い。また、永山公民館前の道路が危険で小学生があまり利用できていないので、

立地が安全な場所だといいと思う。 

今回のアンケートについて、紙ベースではなく、ＷＥＢアンケートの様な形式のほうが楽に回答出来て助

かる。父親向けの育児教室などの子育て支援を充実させてほしい（ＢＰプログラムのような父親が子連れ

で参加できるような）。紙おむつや粉ミルクなど、育児に必要な物の価格が値上がりしているので、低所

得以外にも金銭的な支援が欲しい。 

子供の人数が多いが特にありがたい支援がなく、生活にお金がとてもかかる。子供の人数を考慮してほし

い。保育施設の保育者の人数を少し増やしてほしいと思う。 

境界知能の子供に対して、支援を増やしてほしい。 

土日に無料で使える子どもの施設の設置。多胎児で使いやすいファミサポ的な制度。保育士確保のために

保育士の給料改善。病児保育の充実。医療費の軽減。取手に住んでいて良かったと思えるまちになって下

さい。近隣のまちでできることは取手でもできます。 

実際に３人の子を育ててみて感じたことですが、公園の遊具が少ない。特にゆめみ野公園。１か所に集中

してしまうため、小さい子供が遊ぶにはリスキーだった。小学生以上が遊べる児童館がない。守谷がうら

やましい。医療費 600 円が月に２回、３回目から０円となるシステムがよくわからない。せめて月一回

で良いのでは。 

児童館など子供が遊べる施設があるといい。公園の犬の散歩マナーが悪い（フンの放置）。 

他市公立保育所から取手市公立保育所へ転入しましたが、保護者会の負担の大きさに驚きました。他市（守

谷）では１学年に１人役員がいる程度でしたが、取手では役員にならない保護者の数が少ない状況です。

保育所運営に少しでも保護者が携わるメリットはありますが、そもそも保育所を利用している＝共働きで

忙しいというのが根底にあります。子供と接する時間も減ってしまいます。先生方が忙しいのは存じてい

ますが、もう少し負担を減らしてもらえませんでしょうか。他市の状況もご参考いただきご検討の程よろ

しくお願いいたします。 

もっと公園を増やして下さい。 

病院の休みが水・木が多く、遠くまで連れて行くのが大変なので休みを他の曜日に変えてもらいたい。 
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妊産婦マル福が所得制度がある理由を知りたいです。取手市独自で、ぬくもり医療のように対応してほし

いなと思いました。他の市では妊産婦マル福を市の負担で対応してくれているところもあるので、そのよ

うなサービスがあるといいなと妊娠中に感じました。ガン健診で託児をつけていただいているのが、とて

もありがたいサービスだと思うので、今後も続けていただきたいです。 

守谷市にある「ミナーデ」という公共施設をよく利用しています。広さもあり、公園も併設していて楽し

く過ごせます。ウェルネスプラザのキッズルームは有料で、駅前のため、駐車場もすぐに満車になってし

まうので実際あまり利用しません。ミナーデの様な子ども達が遊んで過ごせる施設があるといいなと思い

ます。子育て支援センターは土日祝日はやっていないですよね。もう少し大きい年齢の子も利用できない

ので。利用する機会がかなり限られます。夜間帯とは言いません。いつでも子どもが遊べる屋内施設があ

るといいです。 

子育て支援センターの存在は大変ありがたいです（育児相談、ＣＰＲ講習、小児外科医の講習、おもちゃ

ドクターなどなど）。母親学級での沐浴指導はシャワー浴も紹介してもよいのではと思います。育児情報

誌などではシャワー浴の方が主流で、ガーゼで顔をふくのは肌荒れの原因になるとも読みました（更新さ

れていたらすみません）。公園内や幼稚園の近くに犬のフン、タバコの吸いがらが頻繁に落ちているのが

気になります。取手市の問題ではなく、飼い主、スモーカーの問題なのは重々承知しておりますが、どう

にかならないものかと思ってしまいます。 

子育て支援について物価の上昇にともない生活に必要な食費光熱費、子どもの教育費（入園、入学準備金

等含む）等、家計を圧迫しており、今後の生活がとても不安です。現在未就学児がいる為、働く時間にも

限りがあります。夏休みなどの長期休みは有料の預かり保育を利用するしかなく、その金額もバカになり

ません。もう少し支援を増やして欲しいです。 

医療費、無償化を望んでいます。マル福で毎回 600 円と助かっていますが、無償であればなお助かりま

す。 

子育て支援センターを土日も利用できるようにしてほしいです。 

支援センターや、プレママ教室、保育所、ウェルネスプラザ。体操教室（名前忘れましたが産前産後のヨ

ガのようなもの）など参加し、どれも職員の方も良く、費用もリーズナブルこんなに子育て事業に力を入

れている自治体はなかなかないのでは？と思うほど助かっています。感謝もしています。本当にありがと

うございます！これからも子育て世代に優しい取手市であって下さい！本当に住んでよかったです！ 

夜間の暗い道を減らしてほしい。 

小学校の給食の量が増えるといいかと思います。値段の事があるので難しいとは思いますが。 

物価高なのに給料は上がらないので、今回のとりでっ子応援給付金は助かります。今後も行ってほしいで

す。いつも非課税世帯だけですが、我が家みたいに納税していても大変な人はたくさんいると思います。 

利用施設の無償化やクーポン（月〇回まで無料や割引）等があるともっと気軽に利用できると思う。現在、

一時保育どんぐり保育園を利用したりするときもあるが、土日も対応してくれる一時預かりの施設がある

と嬉しい（転職し土曜に出社が必要な時があり、そういった時に利用したい）。 

子供の医療費を無料にしてほしい。子供が多いとかさみます。地域の支援センターの午前中の予約方法を

電話だけではなく、ＷＥＢなどの予約ができるようになるともっと気軽に利用したいと思う。 

他の自治体では取手市よりはるかに子育て世帯へのサービスが充実していて人口も増えている所もある中

で取手市が本気で少子化対策などに力を入れるつもりがあるのか疑問に感じています。少なくとも子ども

が生まれてからこの３年間で何も変化を感じる所はありません。妊婦健診も一人ひとり状態も違うし結局

補助金があっても到底足りません。色々難しいのかもしれませんが、お金がなくて子供を望めないという

ことが少しでも減るような環境が増えることを願います。 

多子家庭への助成があると助かります。 

宛名は２番目の子で、今３番目の子が３月に認定こども園に入所できるか通知待ちです。２番目は 10 月

生まれでちょうど枠を増やした時で入所できたそうで、いつでも入所できるようにしてほしいです。保育

者が足りないから預けられる子どもの人数も増えず、若い先生はすぐ辞めてしまうので先生の待遇を充実

させてあげてほしいです。 

小児科や皮膚科、耳鼻科を増やしてほしい。公園に遊具を増やしてほしい。ベビーカーで通れない公園が

あるのでスロープをつけてほしい。 

・子どもの医療費を支援してほしい（18歳まで無料など）。・公園の充実。 

まだわからないが、このアンケートが長い。多い。書くのがとても大変です。ＷＥＢとかにしてほしい。 
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●藤代・藤代南中学校区域の内容 

妊娠時のお祝い金や、子どもの医療費、小児科の少なさ、保育園の少なさなど他の市や区と比べてしまう

と不満に思ってしまいます。子育てしやすい市になっていただけるととても助かります。 

保育園に空きがなく、２人目が生まれた場合、預けられるかどうか心配です。これからも、子育て支援を

どうぞよろしくお願いします。 

リソースが取手駅側に備わっていて、藤代側に少なすぎる。常磐線の取手以北から東京に出る利便性を向

上してほしい（時間の確保の観点から）。バスがどんどん減っている。公共交通機関を充実させてほしい。

市民税を払っている割に、利根町や龍ケ崎市の施設を使うことが多くなる。オンラインで回答できるよう

にして下さい。回答の手間もそうですが、担当の方の労力がムダです。 

大変だとは思いますが、続けて様々な協力をよろしくお願いいたします。 

今後中学生の預かりなどをやってほしい。 

今は短時間勤務ですが、中学生になるとフルタイムになるため。 

公園の広場の環境整備や施設の充実を図ってほしい。保育料が高いので、何とかしてほしい。雑草等が伸

びきっていて死角が多く危険な場所が多いと感じるので、環境整備を進めてほしい等、要望を出せばたく

さんありますが、市の職員の方には日々私たちの生活の為に尽力いただき、感謝しています。もっと取手

が子供の声で溢れ、活気ある街になるよう期待しています。 

児童手当の給付を２ヶ月に１回支給してほしいと思います。 

４か月分振り込まれていますが、物価が上がっていて負担が大きい。 

近くの市町村に比べると子育てしていて、良さがあまり感じられない。小学校でのバス通学等に関しても、

積極的に行ってもらえず残念です。 

藤代地区に大きな公園がほしい。小見川の土手沿いなど。 

交通手段が少ない場所が多い（例）グリーンスポーツセンターへのバスの交通の便が悪い。公民館で子供

の習い事などが充実していると通わせやすい。車がないと不便なことが多いので。 

ウェルネスプラザはよく利用させて頂いてます。駐車場もあり、子供２人を１人で遊ばせることができて

助かります。そのほかは公園を利用するか、もう２個ぐらい、有料でいいので、簡単で午前中さくっと遊

ぶことが出来る所が欲しい。のびのびと過ごすことが出来る取手市はとても気に入っています。習い事も

させたいので教育できる所があるといいなぁと今、探しています。（共働きで教えることが難しいので）。 

県内でも最も悪い環境だと思います。ファミリーサポートの利用料も近隣地域より高いし、子育ての支援、

もっとしていってほしい。本来なら引っ越したいくらいだけど予定もないので我慢しているのが現状。市

長さんにも子育ての現状をもっと知ってほしいと思います。 

３人目、４人目の際ファミリーサポートの相談をしました。人が足りてないなどの理由で入っても実際に

利用できるかわからないと言われました。３人目、４人目の数年でも改善されてないし対応も良くなかっ

た。事業をしている意味もあるのか？と思ってしまいました。子育てしやすいなという環境ではないと思

います。 

取手市は他の市に比べて子育て世帯への支援があまりされていないと思う。もっと子どもを育てるのに心

地良い場所になるよう多方面で努力して欲しく改善されていることを強く願っている。 

・共働きの家庭が気軽に利用できるサービス（就学後）・無料もしくは 100～200 円程度で利用できる

室内遊びの場の設置（ウェルネスにあるような施設をもう少し増やしてほしい）・バスの増便（桜が丘）

高校生や（電車）通勤等で電車を利用する人が使いたい時間に本数がないのが不便。また経験として子ど

もと一緒に乗りたいが乗りたい時間に運行してないことが残念（利用する人が少ないから本数がないのだ

と思いますが・・・あったら嬉しい）。 

子育てに関する支援の情報が少ない。保健センターなどがあるのは分かるが、相談のハードルが高く感じ

る。また、子どもが遊べる場所や預けられる（気軽に）ところがない。 

・未就学児向けのイベントをもっと増やしてくれると親子で楽しく過ごせる機会も増えるかと思います

（簡単なクッキング教室とか工作とか）。・公園の遊具が過疎地の公園のは壊れていたり古かったりする。・

動物とふれあえる場所がポニー公園（藤代）くらいしかない。親子で楽しめる場所や機会が増えるように

と期待しています。 

近隣の市と比較しても子育て支援が充実しているとは思えない。特に学童の指導員の質は低い。 

もっと金銭的なサポートが欲しい。サポートがあればもっと子供をつくれる。 

手当が龍ケ崎市は出てるのに取手市は出てない。取手市の公園が遊具が少なく遊べるところがない。取手

市は子育て支援が少ない様に思う。明石市を見習ってほしい。 
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・発達支援センターを利用するにあたって、市役所に行かなければいけないのが面倒だなと感じました。

（１年更新）書類を書くのも郵送で良い気がします。話を聞くのも電話やオンラインで十分かと（子ども

たちを連れて行くわけでもないので）。仕事を休まなければならず、改善してほしいです。・保育士さん

のお給料をもっと上げてほしいです。大変なお仕事なのに仕事の内容とお給料が合っていないように思い

ます。保育士さんには本当に感謝しています。・発達センターには作業療法士さんが心理指導をしてくだ

さっています。人が足りないのかな。専門外なのに大変そうだなと感じています。発達センターのスタッ

フさんたちが、いっぱいいっぱいになっていないといいなと思ってしまいます。よろしくお願いします。 

自治体からプラスで支援金を出してほしい。また、三人目の支援などをして欲しい。医療費も一人 600円

なので千葉のように一人 200 円にしてほしい。子供が高校生になるまで、手厚い支援をしてほしい。子

供にあまり優しくないので、取手市に若い人が入ってこない。ショッピングモールができるとのことです

が、バス（近くの人）は無料等、パスポートなども作ってほしい。とにかく支援お願いします。 

医療費の負担軽減。小児科（小児ワクチン接種可能）を増やしてほしい。保育料負担軽減。 

さまざまな制度や施設があり助かっています。これからもよろしくお願いします。 

産後、助産師さんによる訪問で、相談が出来たり、利用できるサービスに関して説明があるのがありがた

かったです。3 人の子育てをしている中、金銭的な支援ももちろんありがたいですが、家族に気をつかわ

ず、気がねなく利用できるサービスで、自分の時間を作れる事も大きくストレス低減になり嬉しいと思い

ます。また、住んでいる押切地区は歩道が狭かったりガタガタで、ベビーカーを押すことが出来ず（高齢

者も多い地域ですがシルバーカーも通れないと思います）整備されるといいなあと思います。 

編入時に選択できる保育園が少なかった。特に藤代と龍ケ崎の間には保育園がなく不便である。市をあげ

て、幼児の頃から英語を身近で学べるように保育園などに海外の先生を配置してほしい。 

子育てにはお金がかかるので、少しでも支援を増やしていただければ、その分家庭の負担が減り、子ども

にも優しく接する事が出来る余裕ができ、子どもの為にもなると思う。おむつを支給していただけたり、

レトルト品などの支給でも大変助かります。公立保育所でも、子どもの習い事等していただけると、送迎

の負担も減りありがたいと思います。 

サポートを頼みたくてもお金がかかるので自分で頑張ってしまいます。 

公園が少ない。子供が増えても行き場がないと親の負担増につながる。 

双子を育てています。職場に託児所がありやすかったのでお金がかからなくなる３才まで託児所にあずけ

ていました。子どもがまだ１才になる前に一度役所に保育園の待ち状況を確認したところ、いつでも入れ

ると言われたので安心していましたが、３才になっていざ園を探すと空いていない、コロナの影響で変わ

ったと言われました。２人同時はむりです。一人は保育園、一人は幼稚園ならいけるかもしれないと。年

の差がある兄弟ならまだ理解できますが、双子でそれはないと思います。もう少し多子の大変さを分かっ

て寄り添っていただきたかったです。今は利根町の園を利用しています。一意見がどこまで取り入れても

らえるかわかりませんが、病院も含め住みやすい、人口を増やしたいなら、もう少し環境を整えていただ

きたいです。 

取手市は近隣の市町村に比べて子どもや若い世代への支援が少ないと感じています。家族が仕事の都合で

今後も住み続ける予定ですが、住みやすくはないです。金銭的な支援や施設・物理的なものの充実をもっ

と積極的に取り組んでいただきたいです。他の地域の人たちが「取手で子育てしてみたい」「参考にした

い取り組みが多くある」等思うような支援が今のところ思い浮かびません。このアンケートを無駄にする

ことのないようにしていただきたいです。近い将来、取手市で子育てしていてよかったと思えるようにな

ればと期待しています。 

取手市独自の子育て支援があったら市としての魅力が上がるのではないか。中学制服の無償化や出産後に

市からお祝い金、第３子以降の手当て拡大など、給食費無償や半額市の負担。市内の道路をきれいに保つ。

公園の整備。 

東京に住んでいる０歳児のママさんは子育て支援センターによく行くと言っていた。朝８時～17 時まで

ずっと開いていて予約もいらないのだとか。もう少し遅くまでやってくれるとありがたいなと思います。

ただイベントがある時は職員の方々がいろいろ準備をして作って下さっているので、とても感謝していま

す。あとは“子育てしやすいまち”にするには、子どもがいても気軽に入れるお店が増え、プレイルーム

のような遊ぶことができるスペースも増やし、金銭的なもの（出産お祝い金）があれば嬉しいです。他の

市で見たおむつ券、お米券とかも（子ども一人～円分みたいな感じでした）いいなと思いました。かなり

なぐり書きになってしまいました。読みにくくて申し訳ございません。 

私は去年の３月に龍ケ崎市から引越してきました。１歳未満の子がいる状態での転居でしたが、子育てな

どのサポートの少なさ、内容の薄さに驚いてしまいました。元々取手市にお住いの方はそれがあたりまえ
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になってしまっているので気づかないのだと思いますが、近隣の市町村を見てもらえれば分かるように子

育て支援分野は見直した方がいいと思います。今のままでは取手市で子育てしにくいですし、第二子、第

三子を考えていても産むことをためらってしまいます。産後ケアも核家族が増えている今の時代を考える

と、５日しか使えないのは少なすぎます。龍ケ崎市は10日もあり、1/2とは驚きです。早急な改善を望

みます。 

学校給食のアレルギー対応がもっと充実しているといい。出産に掛かる費用の負担が軽くなるといい。ウ

ェルネスプラザのキッズプレイルームが見張られている感が強いのと、授乳がＮＧなので、利用しにくい。

税金が他の市に比べて高く感じる。（市民税）北浦川緑地公園のオムツ替えシートがぐらぐらしていて、

汚く使いにくい。きれいな公園が増えるとうれしい。 

学童保育の夏休みなどの期間、給食を出してくれるとありがたいです。保育園やこども園では給食を出し

てくれるので忙しい朝助かっています。 

自分が子育てをする上で一番大切にしたいのは人との関わりです。地域の空き家、店舗などを使って、高

齢者と子ども達が一緒に過ごせるシステムがあれば良いなと思います。核家族が主流の時代でスマホで調

べれば何でも答えが出てくるような世の中だからこそスマホがなくても知識が得られるようなおばあちゃ

んの知恵袋はとても大事だと思っています。おじいちゃん、おばあちゃんと子ども達が近所にお茶を飲み

ながら一緒に遊ぶ、そんな場所があったら良いなと思います。 

都内へのアクセスは良いのに、子育てに対する支援が低く、土地があるので家を建てたが、可能ならば境

町のような子育てに魅力おある地域に住みたい。駅前の開発や大型商業施設よりも子育て世帯を増やすな

ら支援を充実させてからなのでは？と思っています。 

市の申請手続きを電子化、土日の受付。０～３歳未満の保育料の無料化。所得制限の撤廃や緩和。子ども

医療費の無料化。学童保育（入れたい子供がみんな入れることが理想）。ウェルネスプラザ利用者の駐車

料金を無料化。駐車場の台数ももっととめられるようにしてほしい。 

子どもが障害児です。発達センター→支援学校と選択肢が一つしかないのは良くも悪くもあると思います。 

子供が外（公園）で遊べる場所に遊具がもう少しあると外出するきっかけになり、気分転換になる（親子

共々）。 

民間の学童保育施設が必要だと思う（そこで習い事ができる等）（例：サッカー、英語など）。学校の放

課後クラブでも、習い事できるように、外部の業者を入れるなど必要だと思う。放課後クラブ利用の長期

の夏休み等は、弁当業者を入れてほしい。放課後クラブ利用で、お盆と３/31も営業してほしい（仕事が

入っている）。すべての保育園で（認可含む）。３/31なども営業してほしい。 

封筒からアンケート用紙を出したら、折れ曲がって入っていました。任意のアンケートとは言え、依頼し

ているのであれば、丁寧にやってほしいと思います。 

子育てにかかわるお金を少しでも安くしてほしい。 

明石市の子育て支援くらいになってくれると嬉しいです。目指してください。 

小学生が雨天などで外遊びができないときに体育館など遊べる場所があるといいと思う。小さな頃からイ

ンクルーシブ保育が必要だと思う。多様性を受け入れていく土台作りがあると良いと思う。高齢者施設と

保育施設が隣接するのもよいと思う。ここで子供を育てていきたいと思うような特色を出していくと住ん

でくれる人も増えていくのかなと思う。 

守谷市は英検等の検定料の補助金が出ると聞きました。取手市はそういった補助金がないので今後教育支

援などの事業が拡大してくれたらよいなと思っています。産後ケア、上の子がいるとなかなか利用できな

いので上の子を連れて利用できるものができると良いなと思います。また、利用できる期間も産後半年く

らいまで長ければ良いなと思います。 

小学校に入学する前であまり分からないのですが、保育の様に７：00～預かってもらえるのでしょうか。

働くためにはどうしても７：00～17：30までは預かって欲しいです。働きやすい環境というわりには仕

事している人にやさしくないのは困る。絶対に預けられる環境は作ってほしい。預けられないなら仕事を

辞めるしかない。 

とにかくいい小児科がないです。取手市内にもないし特に旧藤代にはほぼゼロです。総合病院は午前中し

かやってないし急な発熱に対応してくれる病院もない（あっても予約制だったりきちんと検査してくれな

い）。小児科難民です。仕方ないので隣の龍ケ崎市の病院に行ったり守谷市に行っています。いい小児科

がないと安心して子育てや出産できません。小児科の情報もどこにもないのでどこにどんな病院があるの

か情報がほしいです。親がコロナにかかった時に都内のように支援物資等のサポートがほしかったです。

具合が悪くても買物に行かなきゃならなくてとても辛かったです。 

転入したばかりで子育ても初めてなのでこれから色々活用していきたいです。 
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・親がもっと気軽に相談できる体制があると良いと思います。相談できるハードルが高いかなと。・幼稚

園、学校の防犯が甘いと思う。特に小学校は誰でも出入りできるようになっている点。通学路の安全対策

もあまりない。心配です。・大規模災害が起きた時の対策、市民への情報、シミュレーション、わかりや

すく説明なり情報がほしい。・防犯対策、一般道以外の道の補装、外灯など（田んぼ道周辺など）。 

・子育て世帯をたくさん誘致できるような施策をお願いします！近所（藤代小学校付近）ではほとんど子

どもが住んでおらずさみしいです。・子育て支援センター（藤代）の先生方に非常にお世話になっていま

す！いつもありがとうございます。最初の１回入ってみるまでは少し入りづらさを感じてしまっていたの

で、赤ちゃん訪問やＢＰなどで「〇時～〇時に開所しているから行ってみてね」など案内してもらえてい

たらよかったと思っています。・こういったアンケート類や保育園の利用申請はオンライン化が進むとあ

りがたいです（赤ちゃんがいると外出も一苦労なので）。例えば、保育園利用申請であれば、事前に申請

内容をオンラインで送っておき、期日までに本人確認も兼ねて窓口へ行く（窓口では申請に不備がなけれ

ばマイナカードで本人確認のみ）とかできれば。不備があればオンラインで修正できるようになれば。申

請する側も市役所担当者のチェックや入力業務、集計などもかなり手間が削減できるのではないでしょう

か。 

子どもが安心して遊べる公共の施設（公園など）がとても少ないと感じる。通学路になっている道路で歩

道がしっかり整備されていない（ガードレールがなかったり道幅が狭いなど）ところがあるので改善して

ほしい。 

 

●地域無回答の内容 

いつも保育所でお世話になっております。バランスの良い給食や優しい先生方に助けられて毎日育児が出

来ています。支援に関しましてもいつでも相談にのって下さり感謝しております。取手市で子どもを立派

な子に育てたいと強く思っています。ありがとうございます。 

コロナになり親が熱がでると保育園へ預けられないのが辛い（以前はインフルなどでなければ預けられて

いた）。 

保育園、こども園でトラブルがあった時、公共機関に相談できるところがあったらいいなと思いました。

（実際に、園であったことですが、先生が見ていない時に起きてしまったことに対して、当事者双方の両

親と園長副園長と話し合いをしました。手を出した子のクラスを変えるということで和解になりましたが、

担任が子供たちを見ていなかったことへの対応など納得できるものではありませんでした。その場合、ど

こに相談したらいいのか分からず、転園するべきなのか、するしかないのか悩んでいます。） 

一時保育を利用したいと思うことが多いが予約がいっぱいな事が多く、利用できない現状である。またリ

フレッシュ目的だとさらに予約は難しい為、もっと予約が取りやすくなってほしいと常々思う。（日頃母

一人で子育てをしているが自由な時間が持てず息苦しさを感じる事があるため予約が取りやすければもっ

と利用したいです）。支援センターはコロナ以前のように予約不要で行けるようにしてほしい。 

・保育所入所時に作成する書類について、同じような内容を何枚も書く必要があるのか。ＩＣＴ化するな

ど見直ししてほしい・今回の調査書類は紙である必要があるか。記入する人も集計する人も手間なので、

ＱＲコードを読み取り→スマホなどで入力などＩＣＴ化してほしい・早朝学校開放を希望します。両親共

働きで、朝登校班の集合場所に子ども１人で待たせることになります。学校開放してもらえれば、朝親が

子どもを小学校に送り、安心して仕事に行けます。仕事をやめると全然生活できません。・ランドセル無

料配布（阿見町や土浦市などと同じ対応を希望します）。 

子育て支援センターを土日も開放してほしい。 

取手市は高齢者の多い市ですしどうしても隣の守谷市や千葉県に比べると子育て、子供に関する支援等は

足りないと感じるところがあります。私は取手市出身で親も市内にいるので市外から戻って来て取手市で

子育てしていますが、縁もゆかりもない人が新しく取手市に来て子育てしようと思うかと聞かれると、現

状ではそうはならないと思います。子育ては子どもが成人するまで続きます。財源など様々な問題もある

かとは思いますが、乳幼児期だけでなく就学後を含め、一時的ではない長い支援や環境の改善をよろしく

お願いいたします。 

放課後に安心して子供が過ごせる場所があったら嬉しいです。 

共働きであっても子育てにはお金がかかります。働かないといけないので、学童保育についてはもっと充

実をしてほしい。 

３年前に引っ越してきました。以前は神奈川県川崎市でしたが子供は中学まで医療費が無料でした。取手

市は１回 600 円かかるので、少額とはいえ負担になります。子供も２人いるので子供２人がちょっとし
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た風邪などひいた場合、1,200円（２人で）かかるのならもう少し様子をみてみようとなってしまいます。

また、隣の龍ケ崎は子供のヘルメット購入の補助金などあるようですが、そういうところも近隣の市と比

較してしまいます。取手自体は気に入っているので、そういう支援がもう少しよくなると嬉しいです。 

ほど良く絶妙のわりに何もない。給食費、手当て充実。近隣ができるのにしていないこと多過ぎ、もった

いない。良いところは始発駅なところだけ、期待していない、させないのか、残念です。 

徒歩圏内にスーパーや習い事の施設があれば手伝いができたり、送迎の負担が減る。 

買い物の施設のオムツ替えや授乳室を作るなり増やしたりスペースの確保をしてくれると１人でも出かけ

られる範囲が広がると思います。 

・守谷市のように土日も利用できる児童館を作って欲しい（ミナーデ、キターレなど）・子育て支援に対

して、取手市が充実しているイメージがないので市独自の支援があると良い・今後の取手駅前や桑原の開

発への期待が大きく、新しい施設が出来れば子供も増えるし（移住者など）、既存の市民の生活も豊かに

なると思うので、開発の状況が逐一わかるＨＰなどがあると嬉しい。・ウェルネスプラザのキッズスペー

スの利用時は 1時間分の駐車料金は無料にしてほしい・子育て支援センターの予約をネット予約にシステ

ム化してほしい（育児中は予約電話も大変）・土日にパパも参加できる子育て支援イベントがあると良い。

よろしくお願いします。 

もう少し割引きになったり、きれいで大きな遊具のある公園、プール、室内で遊べる所などがほしい。戸

頭公園も大きいけど遊具も少なく駐車場も土日はいっぱいの時もある。ゆめみ野公園も広いけど遊具が少

ない。子育ての人が多いのにもう少し充実させてほしい。 
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	●『できれば仕事を休んで看たい』と回答した方の希望日数（年間）

	問２３－６　問２３－５で「休んで看ることは非常に難しい」と回答した方にうかがいます。 そう思われる理由は何ですか。（いくつでも）

	９．宛名のお子さんの不定期の教育・保育事業や 宿泊を伴う一時預かり等の利用について
	問２４　宛名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。１年間の利用日数（おおよそ）もご記入ください。（いくつでも、□内に数字をご記入ください。）
	●事業別の年間利用日数

	問２４－１　問２４で「利用していない」と回答した方にうかがいます。 現在、利用していない理由は何ですか。（いくつでも）
	問２５　宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について選択し、必要な日数をご記入ください。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 （１つのみ、ア～エはいくつでも、該当する□内に数字をご記入ください。）
	（１）事業の利用希望
	●事業の希望利用日数（年間）
	（２）事業の利用目的
	●利用目的別の希望日数（年間）

	問２５－１　問２５で「利用したい」と回答した方にうかがいます。 問２５の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。 （いくつでも）
	問２６　対象のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何泊くらい家族以外に預ける必要があると思いますか。 子育て短期支援事業（ショートステイ：児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の利用希望の有無について選択し、それぞれ必要な泊数をご記入ください。 なお、これらのサービスの利用には、一定の利用者負担が発生します。 （１つのみ、ア～エはいくつでも、該当する□内に数字をご記入ください。）
	（１）事業の利用希望
	●事業の希望利用泊数（年間）
	（２）事業の利用目的
	●利用目的別の希望泊数（年間）


	１０．【宛名のお子さんが５歳以上である方】 小学校就学後の放課後の過ごし方について
	問２７　宛名のお子さんについて、小学校に入ったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。小学校低学年（１～３年生）、小学校高学年（４～６年生）のそれぞれ希望する週あたりの希望日数をご記入ください。また、「放課後児童クラブ（学童保育）」、「保育所（園）・私立幼稚園の学童保育」の場合には、利用を希望する時間もご記入ください。（いくつでも、□内に数字をご記入ください。）
	●１週あたりの利用希望日数　低学年（１～３年生）
	●１週あたりの利用希望日数　高学年（４～６年生）

	問２７－１　問２７で「放課後児童クラブ」と回答した方にうかがいます。 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。利用希望がある場合は、希望する時間帯もご記入ください。 （それぞれ１つのみ、□内に数字をご記入ください。）
	（１）土曜日
	●土曜日の利用を希望している方の利用希望
	（２）日曜日・祝日
	●日曜日・祝日の利用を希望している方の利用希望

	問２８　宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期休暇中に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。利用希望がある場合は、希望する時間帯もご記入ください。 （１つのみ、□内に数字をご記入ください。）
	●長期休暇中の利用を希望している方の利用希望


	１１．育児休業や短時間勤務制度の取得状況などについて
	問２９　宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 また、取得していない方はその理由をお答えください。 （それぞれ１つのみ、取得していない方はその理由を回答してください。）
	（１）育児休業の取得状況
	（２）育児休業を取得していない理由

	問２９－１　子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳になるまでの育児休業等期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組みがありますが、そのことをご存知でしたか。（１つのみ）
	問２９－２　問２９で「取得した（育児休業中である）」と回答した方にうかがいます。 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（それぞれ１つのみ）
	問２９－３　問２９－２で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所（園）入所に合わせたタイミングでしたか。あるいはそれ以外でしたか。（それぞれ１つのみ）
	問２９－４　問２９－２で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。 （それぞれ□内に実際と希望の復帰時期をご記入ください。）
	（１）母親
	（２）父親

	問２９－５　問２９－２で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお子さんが何歳何か月のときまで取りたかったですか。（それぞれ□内に希望の時期をご記入ください。）
	問２９－６　問２９－４で「実際の復帰時期」と「希望の復帰時期」が異なる方にうかがいます。 希望の時期に職場復帰しなかった理由をお答えください。（それぞれいくつでも）
	問２９－７　問２９－２で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。（それぞれ１つのみ）
	問２９－８　問２９－７で「利用したかったが、利用しなかった（できなかった）」と回答した方にうかがいます。 短時間勤務制度を利用しなかった（できなかった）理由は何ですか。（それぞれ１つのみ）
	問２９－９　問２９－２で「現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。 宛名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳になる前に復帰しますか。（それぞれ１つのみ）

	１２．子育てと仕事・子育てと介護（ダブルケア）について
	問３０　あなたは、子育てと仕事を両立する上で大変だと感じることは何ですか。（いくつでも）
	問３１　あなたは、「ダブルケア」という言葉を聞いたことはありますか。（１つのみ）
	問３２　現在、あなたは、子育てと介護を同時に行っていますか。（１つのみ）
	問３３　あなたは、ダブルケアに関して、どのような支援策が必要だと思いますか。（３つまで）
	問３４　あなたは、高齢者の総合的な相談窓口として、地域包括支援センターを知っていますか。 （１つのみ）

	１３．日頃の子育て全般について
	問３５　あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛いと感じることが多いと思いますか。（１つのみ）
	問３６　子育ての中で、日頃悩んでいることや困っていることはどのようなことですか。（３つまで）
	問３７　子育てをする中で、今後、取手市ではどのような支援・対策が必要だと思いますか。（３つまで）
	問３８　保育所（園）を選ぶ上で最も重視した（重視する）ことは何ですか。（３つまで）
	●『職場の近く』と回答した方の職場の所在地

	問３９　今後、保育所（園）に求めることは何ですか。（３つまで）
	問４０　インクルーシブ保育（障がいの有無、年齢、国籍に関わらず、すべての子どもを受け入れる保育）を実施する施設は必要だと思いますか。またあれば利用したいですか。（１つのみ）
	問４１　お子さんの発達などについて、何か心配なことがありますか。（１つのみ）
	問４１－１　問４１で「ある」と回答した方にうかがいます。 どなたかに相談されたことや、される予定はありますか。相談される方についてお答えください。 （いくつでも）
	問４２　取手市の子育て環境について、感じていることをお答えください。（それぞれ１つのみ）
	問４３　今後も継続して取手市に住み子育てをする予定ですか。 （１つのみ、取手市外への転出を考えている方は理由をお答えください。）
	●『取手市外への転出を考えている』と回答した方の転出理由

	問４４　取手市における子育ての環境や支援への満足度をお答えください。（１つのみ）
	問４５　最後に、取手市における子育ての環境や支援に関してご意見がございましたらご自由にご記入ください。


	Ⅲ　就学児童の調査結果
	１．お住まいの地域について
	問１　お住まいの地域はどちらですか。（１つのみ）

	２．封筒の宛名のお子さんとご家族の状況について
	問２　宛名のお子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字をご記入ください。）
	●子どもの年齢
	●学年

	問３　宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数をご記入ください。お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合、末子の方の生年月をご記入ください。 （□内に数字をご記入ください。）
	●子どもの人数
	●末子の年齢

	問４　この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。 （１つのみ）
	問５　この調査票にご回答いただいている方の配偶者の有無についてお答えください。（１つのみ）
	問６　宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。（１つのみ）

	３．子どもの育ちをめぐる環境について
	問７　日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（いくつでも）
	問７－１　問７で「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」と回答した方にうかがいます。 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。（いくつでも）
	問７－２　問７で「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」、「緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」と回答した方にうかがいます。 友人・知人にみてもらっている状況についてお答えください。（いくつでも）
	問８　宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。 また、相談できる場所はありますか。（１つのみ）
	問８－１　問８で「いる／ある」と回答した方にうかがいます。 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。（いくつでも）

	４．宛名のお子さんの保護者の就労状況について
	問９　現在の就労状況は以下のどれにあたりますか。（１つのみ）
	問９－１　問９で“就労している”と回答した方にうかがいます。 「通勤先」をお答えください。また、通勤先で“自宅以外”を回答した方は、「主な通勤手段」もお答えください。なお、就労形態が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答えください。 （それぞれ１つのみ）
	●通勤先
	●通勤手段

	問９－２　問９で“就労している”と回答した方にうかがいます。 １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時間」と「帰宅時間」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 （□内に数字をご記入ください。）
	●就労している母親の就労日数・就労時間
	●就労している母親の家を出る時間・帰宅時間

	問９－３　問９で“就労している （パート・アルバイト等で就労） ”と回答した方にうかがいます。 フルタイムへの転換希望はありますか。（１つのみ）
	問９－４　問９で“就労していない”と回答した方にうかがいます。 就労したいという希望はありますか。 （それぞれ該当する回答に１つのみ、該当する□内に数字をご記入ください。）
	●就労していない母親の就労希望
	●『１年より先、一番下の子どもが〔　〕歳になったころに就労したい』と回答した方の希望年齢

	問９－４で「１年より先、一番下の子どもが〔　〕歳になったころに就労したい」、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した方にうかがいます。 希望する就労形態をお答えください。（１つのみ）
	●希望する就労形態
	●希望する就労日数・就労時間（『パートタイム、アルバイト等』と回答した方）

	問１０　現在の就労状況は以下のどれにあたりますか。（１つのみ）
	問１０－１　問１０で“就労している”と回答した方にうかがいます。 「通勤先」をお答えください。また、通勤先で“自宅以外”を回答した方は、「主な通勤手段」もお答えください。なお、就労形態が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答えください。 （それぞれ１つのみ）
	●通勤先
	●通勤手段

	問１０－２　問１０で“就労している”と回答した方にうかがいます。 １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時間」と「帰宅時間」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 （□内に数字をご記入ください。）
	●就労している父親の就労日数・就労時間
	●就労している父親の家を出る時間・帰宅時間

	問１０－３　問１０で“就労している（パート・アルバイト等で就労）”と回答した方にうかがいます。 フルタイムへの転換希望はありますか。（１つのみ）
	問１０－４　問１０で“就労していない”と回答した方にうかがいます。 就労したいという希望はありますか。 （それぞれ該当する回答に１つのみ、該当する□内に数字をご記入ください。）
	●就労していない父親の就労希望

	問１０－４で「１年より先、一番下の子どもが〔　〕歳になったころに就労したい」、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した方にうかがいます。 希望する就労形態をお答えください。（１つのみ）
	●希望する就労形態


	５．【宛名のお子さんが小学１～３年生の方】 放課後の過ごし方について
	問１１　宛名のお子さんについて、現在、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。また、利用している、利用していないに関わらず、希望として、どのような場所で、週あたりどのくらい過ごさせたいと思いますか。なお、「放課後児童クラブ（学童保育）」の場合には、利用を希望する時間もご記入ください。 （（１）、（２）それぞれいくつでも、□内に数字をご記入ください。）
	●１週あたりの利用希望日数　低学年（１～３年生）

	問１１－１　先のことをイメージしてお答えください。 宛名のお子さんが小学校高学年（４～６年生）になったら、どのような場所で過ごさせたいと思いますか。なお、「放課後児童クラブ（学童保育）」は利用を希望する時間もご記入ください。 （いくつでも、□内に数字をご記入ください。）
	●１週あたりの利用希望日数　高学年（４～６年生）


	６．【宛名のお子さんが小学４～６年生の方】 放課後の過ごし方について
	問１２　宛名のお子さんについて、現在、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。また、利用している、利用していないにかかわらず、希望として、どのような場所で、週あたりどのくらい過ごさせたいと思いますか。なお、「放課後児童クラブ（学童保育）」は利用を希望する時間もご記入ください。 （（１）、（２） それぞれいくつでも、□内に数字をご記入ください。）
	●１週あたりの利用希望日数　高学年（４～６年生）


	７．宛名のお子さんの週末や長期の休暇期間中の一時預かり等について
	問１３　問１１、問１２で「放課後児童クラブ（学童保育）」を利用していると回答した方にうかがいます。 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。利用希望がある場合は、希望する時間帯もご記入ください。 （それぞれ１つのみ、□内に数字をご記入ください。）
	（１）土曜日
	●土曜日の利用を希望している方の利用希望
	（２）日曜日・祝日
	●日曜日・祝日の利用を希望している方の利用希望

	問１４　宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期休暇中に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。利用希望がある場合は、希望する時間帯もご記入ください。 （１つのみ、数字をご記入ください。）
	●長期休暇中の利用を希望している方の利用希望


	８．宛名のお子さんの病気の際の対応について
	問１５　この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはありますか。（１つのみ）
	問１５－１　問１５で「あった」と回答した方にうかがいます。 宛名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかった場合、この１年間に行った対処方法はどれですか。それぞれの日数もご記入ください。（いくつでも、□内に数字をご記入ください。）
	●対処方法別の年間日数
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